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南田之口遺跡  

ー水道局配水場施設地蔵に伴う埋蔵文化財苑抑制査報喜一   



前橋前の人口は、1咋間で約2300人ほど増加しており、現在27万5千人を超える  

状況です。この人し明仙川こ伴っておこる住宅地の不足を解消するため、前橋工業  

団地造成組合は、荒子…丁に大規模な住宅用地を造成する予定です。この造成に先立  

ち、飲料水を供給する配水施設の必要に応えるべく、上狛抑lけにさらにもう1基の  

水道タンクを増設する計画が、前楠市水道局の手で進められてまいりました。   

前橋市埋蔵文化財発掘調査日＝よ、この水道タンクの建設予定地の約1800m2につい  

て、水道局の依頼に基づき、昭和59年8月から10月までの3ケ月聞にわたり、発掘調  

査を実施いたしました。   

調査の結果、古墳時代と思われるtiリ封l卜が8抑、州立柱祉物址が1抑、消11条、  

土坑11基。また、住川に伴う二1二師拙、須恵岩㍑の過物に加え、周辺の古墳との関連が  

考慮できる鉄器、祭祀と関係すると恨われる立石遺構など、古代の人々の生活を知  

る」1二で貴重な資料が数多く入手できました。この数年来、私どもが手がけてきた周  

辺の追跡には、嬬気遣跡押Ⅰ、Ii‘川、小神明遺跡群Ⅰ、同ⅠⅠなどがあり、これらの  

遺跡と関連して本遺跡を考えると、実に重要な追跡であったと言えましょう。なぜ  

ならば、遺跡の宝紳である赤城l‥の裾脾の付近一柑を知るためには、本道跡のよう  

な“ノ・ま”の発掘を積み重ねる以外に方法はありません。そして、いつの【≡けゝ“ノ烹”  

が“線”となり、“線”が“面”に広がる時、この他城の古代の全体像が私達の目の  

前に明らかになっていくのです。そういう意味において、本道跡の発掘調査を実施  

した意義は、増し加わることはあっても、決して減少することはないと経信してい  

ます。   

椴後に、今度の発掘調査にあたり、終始ご協力を頂いた前桶川水道局の各位と、  

照りつける真夏の太陽の下で発掘に従事して下さった作業員の博さんに心から御礼  

申し上げたいと児います。  

前楠市埋蔵文化財発掘調査団   

団」美   奈 良 三 郎   



仁コ  

1．本書は、水道局配水場施設建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。  

2．本遺跡の略称は、59B2とする。  

3．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

4．発掘調査の要項は、次の通りである。  

調査場所  前柄杓上州州町字両肘之口110番地の1  

調査期間  昭不＝59年8月10日′）10月31巨l  

整理期間 l】獅1159年11月1日′）60年3月30［1  

調査担当者  木幕 誠   前原 豊  桑原 昭 lい野 党  原田和博  

福川瑞穂  

調査補助員  加郡二生  

5．本書の編集は、木暮誠、中野覚、原田和博、福川瑞穂の討議により分担編集し、執筆は主に  

遺構担当者が行ない、文責は文末に記載した。遺物整理、図面整理、図面作成、遺物写真等  

は、担当者および整榔作業員が分担して行なった。  

6．遺物の整理にあたり、前橋第二高等学校教諭  宮崎重雄氏と群蟻児埋蔵文化財調査事業団  

大江正行氏の御教示を賜った。  

7．調査ならびに本報告畜作成にかかわった方々は、次の通りである。記して感謝する次第であ  

る。  

発掘作業員  

青柳宏枝  石閲秀男  井野岳史  内田誠一   亀井美幸  木部理有子  

小島勝男  小林ハナ子  佐藤佳子  白井栄恵  関口安次郎  竹‘内敏江  

千明香根子  千明 仁  渡木秋子  中川 保  長岡徳治  長谷川とめ  

長谷川千代乃  福島裕子  湯浅道子  湯浅たま江  

整理作業員  

青柳宏枝  白井栄恵  竹内敏江  千明香根子  渡木秋子  福島裕子  

湯浅道子   湯浅たま江   



1．遺構の略称は、次の通りである。  

古墳時代住居Jl卜りⅠ州立柱建物Jlト→B 溝状遺構－・W 土坑－・D 落ち込み－・0  

2．挿図図版の縮尺は、次を基本としている。  

1）遺構  

住居址∴・％。稚卜％。過物出土肘泊㌢→穴。イ三粕川肌用カー・％。掘立柱建物址－・％。  

溝平面図→ンふ 溝地断－・H。二Il坑－・％。遺構全体図ト・％。。   

2）遺物  

土日l冊浮・須恵邪・拙文土湘・わ端→パ 鉄湘・剋イトH  

3．遺物出土状態の垂直方向恨、水平カー1／ぅ」の2倍に拡大されている。  

4．遺物番号は、遺物を取りt∴げた際の■番号をそのまま便川している。接合により複数の番号を  

もつ遺物は、一つに代表させてある。尚、遺物＝土状態沌代表番号を記している。   

l：故人帖 t：かlと（、：鯨油Rl川こJ：櫓蚊郁1主〔・：炊きl】郡良  

一：肘舶冊討l：蝋＃拍l腑l－：放さIl郎胴長 ∂：三iミ抽入ー侍：d：煉胤てβ、1ら卜がり川   

南．化紬lとl）：東西郎描≧ ∂：巨柚ノノ付  
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Ⅰ 発抑制査に至る経過  

本道跡の名称は、旧地籍、群馬県勢多州南橘村大字上細けト字両肘之しlの小字名を採用して、南  

田之口遺跡となった。‖r用129咋9月の㈲町村合研で現在の地番である押蟻県前橋札ヒ柳川町字南  

田之lコ110謂：地の1と変更された。このノi一日辺の調査は、二ll地政」調手業に伴う調査が実施され、端気  

遺跡群や小神明遺跡群からは、貴重な過物を山土している。   

昭和58年12月、水道局より同地内の表面調査依傾があり、踏査の結果遺物の散布が見られ、昭  

和59年2月に埋蔵文化財包蔵他の可能怖が大である旨をlリ】答した。恒卜掛こより、同年4川確認調  

査依頼が提出された。しかし、水道局工務課及び総務課と教育委員会社会教育課文化財保護係と  

の聞で協議、調整を重ねた結果、調査欺情闇の短縮を図るため、確認調査の段階で遺構が発見さ  

れたらただちに発掘調査に切り変える運びとなった。   

調査区域は、配水場諸施設建設予定地を網紺できるように設定した。そのため、調査i面積約1800  

Ill？を全耐畑こ発掘調査することになり、昭和59年8月10＝に調査を開始してから、約3ケノニ川りに  

わたって実施された。  （矧lり  

ⅠⅠ 遺跡の位苗と環境  

県道前橋・赤城線（通称赤城県道）を市研地から赤城山にl〔りって進み、水Ilり也樺を過ぎるとに  

わかに急な坂道にさしかかる。更に500Ill進むと大．il二川水を渡る。この赤城県道と大正用水の交差  

地点から東へ750111進む舌状台地に向l什之＝追跡は所在する。地形・地質の特徴から見ると、赤城  

火l11斜面の下端郡にあたり、赤城山の裾野と広漸川低地用の接点付近にあたる。   

本道跡は、小字名の南川之口をもって追跡者－としたが、F群蟻県遺跡そ「帳』によると、l司じ南田  

之口の121～123番地、236～237番地から糾文時代後期の迫物の散布がイ裾認されている。遺跡地か  

ら周囲を見漉すと、桑州lや州1作他のみで、水川らしきものは全く目に留まらない。そこで、なぜ  
たぐち  

「田の「り という小字幸一になるのか疑問が生じた。前柄村内には、北1野郎に「円仁り町があり、  

たぐちたぐら この場合の「田仁り は、この辺りから水肘が始まるという意味で「‖口」と呼ばれ、平虹佃こ位  

置する。一方、本道跡は赤城仙南面の裾野のため、ゆるやかな似斜を示している。この斜面には、  

幾本もの両流する小河川が流れ、開桝谷を形成し、比高は数Illを測る。従って缶状台地1二では水に  

乏しく、主に桑等が搬増され、小抑l＝こより形成された借地では、非常に狭陥な谷地ながら、水  

田が営まれている。恐らく古代においても、裾野を商流する河川の水を利川して、米作りが行わ  

たぐち  
れていたのだろう。遺跡地から数百nl登り、雷土山村から見下ろしてみると、「「m二りと同様の意  

／このくら  

昧で「川之口」と呼ぶにふさわしい地域であることが確認され、小字才一の税関は佃消された。   

標高は、1′10111前後を測り、瓜ヰ捌l川七地′f附こ属する用下の水‖地相よりも30】11はど高まっている。  
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旧利根川が洪水を起こしたとしても被害を受けずにすむ十分な高さが認められる。   

本遺跡の所在する前橋市＿t用‖州町には、数多くの追跡が確認されている。第1図の1から13ま  

では、＿1二細川町にある遺跡を『群蟻照遺跡台帳』から拾ったものである。赤城山の南側斜面の台  

地では、掘れば必ずといってよいほど遺跡にぶつかる埋蔵文化財の宝席といわれている。全ての  

遺跡を地図に賊せようとすれば、たちまちぎっしりになってしまうほどである。以下、上州井l町  

に所在する、確認済みの遺跡についてだけ述べることにする。   

上紙州町宇田之口には、古墳時代の集落跡と住居跡の検出された作l之口遺跡。隣接する字西田  

之口では、礼文・弥生時代の二Ⅰ二岩卜川◆の出土した西日之口遺跡。字新什l上からは、縄文中期の土器  

片の多い新田上遺跡。字天間久保では、糾文lい期と後期の土湘片の出土した天間久保遺跡。天王  

と天王捕からは、土告片と磨製石斧が発見された天王追跡。その他には、前方後円墳の丑子塚遺  

跡、石細かまどと土師湘の二丑子遺跡。糾文中期・後期、古墳時代の灰使道跡。縄文の南灰快適跡。  

寓士見村との境界地域にある走福遺跡。比高4111の河岸段丘の末端に位置する八幡山の砦遺跡。南  

橘14号墳の東側に位置する薬師古墳など、遺跡が密集している。   

また、ここ数年来前橋巾教育委員会が発掘調査を実施したものには、縄文時代の住居址1軒、  

弥生時代の方形用消去2基、古墳時代住屈址2仰、中世の環濠1条、石救遺構3基が検出された  

瑞気遺跡群Ⅰ。糾文時代の住居址1軒、古墳時代の住居址14軒、中世の環濠1条が確認された瑞  

気遺跡群Il。純文時代の住居111：、奈良・平安時代の住居址が多数検出され、戦国期の城跡も確認  

された芳賀北部団地遺跡群。糾文R棚】の住居址39抑、敷石住居6什、古墳4基、奈良・平安時代  

の住居址420軒。摘立柱建物址194軒などを検J1ルた芳賀東部工業団地遺跡。縄文前期の住居址7  

軒、古墳31基が確認された芳製西部工業団地追跡。糾文・古墳・奈良・平安時代の住居址11軒、  

掘立柱建物址2軒を検目した小神リj遺跡群Ⅰ。紬文・弥生・1丁墳時代の住居址19軒と古墳5基の  

小神明遺跡群ⅠⅠ。奈良三彩の小壷を竪穴住居から＝上した桧峯遺跡。平安時代の住居址12軒と水  

川址、河川址が検出された背柳寄居遺跡などがあげられる。   

また古墳には、ほとんど平夷で、古墳の天井石の霜f」ける新11三l【jニーJT墳。小円填で、現在は墓地  

に利用されている南橘4号墳。径15111、高さ2Illほど、横穴式石室で天井石が一部霹f＿l▲ける円墳の  

南橘8号墳。径10Ill、高さ2111で、段丘線直上に位関する南橘9号墳。小円墳で、現在頂上に稲荷  

様の祀ってある南橘11号墳。市指定史跡前方後l1］墳、横穴式石室のオブ塚古墳。7■tl用己前半の横  

穴式石室を持つ大日塚且‘墳などがあげられる。   

以＿1二見てきた通り、本遺跡の所在する赤城山南側の斜面は、のきなみ遺跡地となっており、こ  

の地における連綿とした人々の歩みを見ることができる。本道跡は、そのただ中に位置しており、  

古代の人々の生活を知るうえで貴享巨な資料を私たちに掟示している。  （中野）  
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弟2図＋両‖l之Il道川り．■iJ．；射け地昭車Ⅰ（1／50（）し））  
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ⅠⅠⅠ発抑制査の経過   

1 調 査 方 針  

発掘調査を実施するにあたl）、表土の抽＝1川は調査期刷の短鮒をl窒1るため重機を恍川し、調査範  

囲＝ま、約1800Ill？の区域にそって′11111四方のグリッドを設定し、l叫から火へ辞川数字、北から南ヘア  

ルファベットで呼称した。各グリッドの呼称方法は北西の机の幸一称を依っている。   

調査は、表土層の除去後、プラン碓認に人り、並行してグリッド及びB・Mの設関を行ない、  

その後、遺構の配置l河を縮尺㍍。にて作成し各遺構の調査二Ⅰ二程を検討した。   

その結架、ti渦址の調査は、  

1．lい火郡でクロスするセクションベルトを設けて土層観察を行なう。   

2．10cm四方以＿l二の遺物は、鮒尺宗にて図イヒし、それ以lごについてはドット表記した平面図を  

作成し、取り【l・．げに際しては遺物台偶に謂属性を記録する。   

3．竃は、頂則として縮尺兢の図イヒ、遇購㌍l軸郁緋嵐頂則として縮尺易にて尖施する。  

以上、大まかな方針のもとに調査を進めたが、北側＝′こ隣接する人111廿水からの漏水の責が多  

いため大小酎こ進捗をはばまれた。   

刑責の基準点であるが、Ⅰう・Mは配水場内に設旧されているものを使し、、平面多州乍業は、市役  

所土地改良課所有の座標台帳を使い、本遺跡調査区内のF－7、ドー15グリッド杭に座標を設定  

した。その結果、F－7グリッド杭（X＝∠16576．748 Y＝－66423．238）F－15グリッド杭（X＝  

46576．877 Y＝－66391．238）となった。  （福‖‖）   

2 調 査 経 過  

発掘調査は、8月9日にプレハブ設置、翌10＝に発川端材を運び込み、］i務所内の整理、配水  

場施設の建設予定地内に東西のトレンチ設定からスタートした。13「＝こは亘托機によるトレンチ内  

表土剥ぎが始まった。2本l‡】のトレンナを入れた段附で、住ノ糾止小軒が柵認できた。そのため、  

事前協議で決められていた全面発掘に切り変える。151十からは、ダンプも投入し、敷地内北西か  

ら全面抑消りを始めた。同時進行の形でプラン確認を行い、231二ほでに遺構の全容を把柑し、平板  

測最による遺構全体図の作成を行った。プラン碓認の緋黒、住居朝牒、据立札建物址1、溝11、  

土坑11、落ち込み1が検山された。   

まず、時期の新しい溝から着手し、一三＝計址、ニヒ坑、州立柱建物址、落ち込みの順で調査を進め  

ていくことになった。発掘作業を開始してまもなく、遺跡北側を流れる人正川水からの湧水が多  

く、遺構が水没し、作業が著しく停滞してしまった。そこで、追跡北側に水抜き川の沫折川を入  

れ、排水ポンプを導入し、排水しながら調査を進めた。しかし、エンジンポンプのため夜lぎりには  

－ 5 －   



排水することができず、朝＝こは追捕が水没してしまい、午≠川lは作業ができない日が続いた。作  

業を進めるために、電気1二郎を行い 、2ノ1崎問排水を続けることにした。これにより、湧水を防ぐ  

ことができ、－・部の住居1【1二を除いて調塞が川描拙こ進むようになった。   

W－1号溝、W－2・射1－iは排土崩が多く、仙の溝も複紬こ交差し合い、新l剛閲イ系をつかむのに  

手l町取った。また、前述の湧水の影轡もあり、溝を完柑したのが9ノ」21［＝こなってしまった。住  

居址はすべて貼床があり、2倍以上の誹概時l川を費やさなければならなかった。掛こ、ⅠⅠ－1号  

住居址やⅠⅠ－2号住居址そして、ⅠⅠ－5号車漣川1二は州ニヒ避物が多く、精動こもl矧判がかかった。  

また、Ⅰ－Ⅰ－8号住居址は、桝り込みが沸く、大正用水の渇水期まで手をつけることができなかっ  

た。断帥こは炭化物を含むよl、ミ也二卜の特殊遺構が裾デ忍され、その梢漑にも多くの時l川を費やさなく  

てはならなかった。   

調査は、10月2′1lレ＼イライダーによる遺構全休写真をjll繍多し、31廿落ち込みと1Ⅰ－5号住ノ甜l二  

の調査を最後に、現場での作業を終了した。   

遺物整肘′ド業は、11月1巨はり元総社分狛′こて3ノ」末まで行われた。  （原川）  

住 居 址       †三iミ居北竜       州立杵赴物11l二   溝  土  坑   

8  
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Ⅳ 基 本 屑 序  

本遺跡は、赤城l11細面の裾野の南端にイ正閏することから、向に  

ゆるやかな傾斜を示している。南北の標高差は、1111前後と小さ  

く、層位関係は同一と考えられる。そこで、大正川水の湧水を防  

ぐ目的で掘られた深掘りを中心に、Ill火のF－9グリッドと両壁  

のM－9グリッドの深掘りから層悼閲係を把据した。   

次に全休層序を述べたい。   

第Ⅰ層 暗褐色土層、B軽石またはA軽石を含む紬砂で、粘  

性は乏しく、やや締っている。   

第ⅠⅠ層 暗褐色土層、租砂と白色のバミスを含む細砂で、粘  

性は乏しく、やや締っている。   

第1ⅠⅠ層 黒褐色土層、白色・一弘石を含む紬＝沙で、若干粘性をイ］▲  

し、締っている。   

第ⅠⅠトa層 異褐色土層、鉄分凝集によるオレンジ色の粒子が見  

られる糾砂で、若二卜粘性を有し、締っている。   

第Il卜b層 異色土層、C蜂石を多勧こ含む細＝沙で、若干粘性を  

有し、締っている。   

第ⅠⅤ周 期色土層、C軽石を微光含む紳＝沙で、粧牲を有し、  

締っている。   

第Ⅴ層 黄褐色土層、ソフトローム、礫と峠石を含み締って  

いる。   

第ⅤⅠ層 にぷい黄樺色土憎、ハードローム（，蛭石を多蛍に含  

み、締っている。1う・1）は木屑のl川こ見られる。   

第VIl層 黄褐色土層、ハードローム。礫と岬石をわずかに含  

み、粘性を有し、回く締っている。   

第Ⅴ川層 オリーブ褐色土層、ハードローム。礫をわずかに含  

み、相性が強く、聞く締っている。   

第IX屑 宕な褐色土層、礫とマンガン塊を含む粘二卜何で、締っ  

ている。   

第Ⅹ 層 にぷい黄褐色土層、マンガン塊を含む粘土層で、l貢】  

く締っている。  （原田）  

l）．5m  

ⅠⅠⅠ－a  

ⅠⅠⅠ－b  

Ⅳ  

Ⅴ  

ll）‖  B．P  

Ⅶ   Ⅷ  

1．5日   

Ⅰ‡  

Ⅹ   
第′llソ】肘寸：木巨l人lヌ】   
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Ⅴ 遺構 と 遺物  

1．住  居  址  

本道跡から検flはれた住居力＝ま、合計8什である。これらは基本層序の第ⅠⅤ層で確認され、床  

面はハードロームまで桝り込まれていた。表土掘削後の標高は139111前後で、地形は北から南に緩  

やかに傾斜している。   

第5図に示したように、住居址は遺跡のやや火野りの1抑を除き州別に7仰が集中していた。  

うち1軒は紺珂夕いこかかるため全抑できなかった。このような住ノ削1二の配旧から、住居址はさら  

に西側に繋がっていく可能怖が考えられる。   

住居址はすべて東壁  

に竃を有する方形プラ  

ンで、うち1軒は住居  

l1＝l火に炉址を有する。   

6世紀初頭に降下し  

たとされる榛名ニッ岳  

給源のFA層が、2仰  

の住居址から碓認され   

た。   

第5図には表示して  

いないが、5軒の住居  

址が後世の溝の撹乱を  

受けている。   

以下各住居1山こつい   

て説明していきたい。  

（木幕）  須51送l（訂正址全休凋1（1／600）  

H－1号住居土止  

遺構（第6・11図、図版2）   

本住居址は、発榊区域の西、E・IT－1・2・3グリッドに偉関する。確認調査でトレンチを  

設定し掘り下げている一夷隅で検州されたが、発掘Ig城外になるため調査はトレンチを南北方向に  

拡張して、竃をもつ東壁側半分と両脚則の一部のみ行うことになった。よって柵認規模は東壁3．  

5111、両壁5111で調査面桔は14．7】11？である。平面形闇東壁と両壁の一部が明らかになったにすぎな  

いため推測になるが、両岬とも一直線iこ抑られ壁はばぼ心拍に交わることから、東壁に穏を有す  

－ 8 －   



＼ 8’  

ロームと槻色二1二の混二上。客二巨軋  

射け巨弓か、。しまり‘手）リ。¢1川→2cl11のF・1）を少抽含む。  

帖杵償い。甚t〈しまっている。川砂を三i三体とする。F・1）、C・1）を少損含む。  

ト∧屑。拙作はなくしまっている。  

粧・性別い。l■■り〈しまっている。ロームブロック、C・l〕を少ゴIt含む。  

やや相性をもちl占】くしまる。ローム7■ロック、C・1）、炭化物を少jii：含む。  

やや粘性あり。州くしまっている。炭化物、C・1）を少揖含む。  

やわらかく、やや粘′lノi：あり。ロームブロックを少jl呈二含む。  

l占lくしまっている。やや粘性あり。  

焼二t二。附くしまっている。  

粘・ドl潤い。しまっている。C・l）を少描含む。川砂を三i三体とする。  

やや柵性あり。しまっている。C・l）を少晶含む。糾砂を主体と1■る。  

第6図ⅠⅠ－1・引肘削」1：（1／60）  

須1屑 茹補色土屑  

雛2屑 jリ．t補色二1二屑  

雛3屑 ㌔．州側色二1二屑  

須4屑 栂色二1二屑  

須5屑 黒補色二l二屑  

第6屑 ブ．蔓．潮他」二屑  

須7屑 才人㌔補色ユニ屑  

第8屑 昭硯色二1二屑  

雛9屑 状机色土屑  

須10屑 明補色土屑  

節11屑 補色」二屑  

雛12屑 黒補色二1二屑  

る方形のプランを呈していたと独走できる。竃の位旧や柱穴間の位間から推定すると一辺6m前  

後の規模と推測できる。確認面からの壁高は平均30clllで他の住居地に比較し浅い。ローム壁は平  

均800の角度をもって立ち上がりl州如こ検出できた。周溝の範囲は、調査実施部については寵両袖  

わきから壁下を周っている。周溝帽闇東壁側で平均12clll、両壁側は狭く平均8cIllで深さは浅いと  

ころで3．5clll、最も深いところで10clllを測る。断面形は「U」字形を呈する。  

－ 9 一   
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0  1m  

第1屑 硯色二巨屑  

第1a屑 机色二1二屑  

第2屑 硯色土屑  

第3屑 緑色二上屑  

第4屑 補色二l二屑  

第5屑 黒栂色二l二屑  

第5a屑 補色二1■．屑  

第6層 赤附色二仁屑  

第6a屑 明栂色二l二屑  

第6b屑 裾色＿巨屑  

第6c屑 赤裾色土州  

第7屑 槻色 巨屑  

弟8屑 机色二巨屑  

須9購 に，卜し、′赤硯色  

第10屑 補色二l■．屑  

姉肋舟j 仁∴い、赤机色  

第11屑 帽赤梢色土屑  

肺】a屑 赤槻色二仁屑  

和2屑 黒机色二巨JH  

恥Z三川lけ子机色二1川  

第13屑 茹補色1二屑  

l堅〈しまる。¢2－7…のC・1）、¢  

5…の焼二l・．を少jl；．含む。  

¢7…前後のC・1）、炭化物を少jバ．含む。  

やや焼けてl占】くしまる。¢∠ln川－～5…  

C・1）、焼ニl二を少jlし含む。  

焼土を三卜休とする。粧性なくやややわ  
らかい。¢5…のC・lJを少Iti．含む。  

堅〈しまっている。¢2…のC・l）ノ之ひ  

娩二1二枚を少jti二含む∴机砂を土休とする。  

¢1．5cmの焼二巨を少量、¢3n川1－1．5川  

のC・1jを3％含む。  

址土の混人が多い。¢3仰のC・1）を2  

％含む抑砂。  

よく焼け込んでいて‡堅い娩二1二。  

ややしまっている塊二1二。利用少を三i三体。  

ややしまりをもつ娩二卜。  

ややしまっている娩二l二。轟桐少を三＝杭  

l堅くしまる。糾川少を三卜休とする。  

¢3n川1の頼イ】‘を1％含む。  

ニ仁屑 焼二上と硯色二巨．が混入する紬砂。  

堅くしまった帖ニー二。  

1・．購l堅くしまる桃二l二。微妙を二iミ休。  

¢1川の焼二卜と¢1川のロームブロッ  

クを斑北に含む。  

良くやけてl甘くしまっている桃二卜。  

¢2…のC・1）を2％含む紺抄。  

¢1n川1のC・1）を少jli．含む糾砂。相性  

しまりもイl‘す。  

¢1‖mの軒イl－を少jlと含む。しまってい  

てやや粕件4イバ‾。   

第71ヌ】‖一1サ†吊仙ヒ縫（1／30）  
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須8図Il－1サー律加遣物出二巨伏態（1／60）  

覆土は、現地表面から細分すると12層に分かれレンズ状堆積が認められた。住居址覆土は4～9  

層に分けられる。第1層はローム土と褐色土の浪士層で、明らかに人為的に動かされた土と考え  

られる。第2層は上位を撹乱されているが、自然堆積を認めることができる。第3層も上位に捜  

乱を受けているが、それ以下の層は撫乱を受けずに堆積し  

たことが認められる（南北地断参照）。第4層は榛名ニッ岳  

供給源火山灰層（FA層）である。図版中にスクリーン・  

トーンを貼ったところがFA層である。床面はローム層を  

掘り込んで削平した後、貼り床を施しほぼ平坦に形成され、  

両壁側は中央部に比べ約5clll低くなっている。床の堅緻な  

－11－  

艮径cm  短径c川  探さc111   

Pl  四   22   87   

P2  30   30   62   

P3  56   48   66   

P。  32   28   28   

ピット計測表   



2 m  

第91墨】トⅠ一1り・†＝車址遣物川卜状態（1／60）  

面は住居中央部付近と竃焚lコ付近から貯蔵穴周辺にまで広がっている。   

床面上には4ケ所のピットを検出した。Pl・P2は円形を呈し深さ87cnl、62c111を測り主柱穴のも  

のと考えられる。覆土の大半はローム土を含む暗褐色土層である。P。は楕円形の貯蔵穴、P4は入  

口施設に伴なうピットと考えられる。Pl－P2のピット間の距離は3．7Illである。  

竃（第7図、図版3）   

束壁の■二い央郡よりやや南寄りに位置すると考えられる。全長130c川、幅120cIll、焚口部長55c川、  

燃焼部長40cm、煙道部長35cJn、焚口部幅42c川、燃焼部幅40cm、煙道部幅30cm、煙道郡の立ち上が  

り200を呈する。主軸方位は、N－17．50－Eを指す。全体的に残存状態は良好で、電内壁の断面は  

「U」字形を呈し良く焼けていた。また、支柱としてはほど良い位置に良く焼けこんだ土の塊が  

検出された。おそらく支柱として使用されたと推定できる。  

1層から7層までが覆土で炊土粒子を含んでいる。8層から13層が構築土である。袖郡は粘土  

を用いて構築され、基底にローム主体の黄褐色土を敷きその下に¢21日Ilの軽石を含む黒褐色土を  

－12 －   
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第101ズー】＝－1サ†二＝－；■址遺物＝土状態（1／60）  

l須1屑   猷補色二卜J“やや相伴虜り。しまっている。   

雛川ヌ】トⅠ一1サ佃伸一【＝加り方（1／80）  

－13一   
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番 号  器 形  寸 汰  制 作ク の‡寺律   外 的i調 親筆   l句i両 調 整  

理 」1  杯  （12．  1－がl（な休酌ま内湾ぎ  l：】相即、偶ナデ。休部、  ＝緑、仲郡、桝ナデ。  （D橙色（訂良好（診H④  

9）  密   

′1．1   

☆する。   

‘17G  杯  （11．  ll柑郡は如くわずか  【職制楢ナナ。日用l丹頂力●  ＝緑郡刷ナデ。休部は斜  ①橙色②きわめて良  

9）  方向のミ〝斗の後、縦方  

5．′1  l句のミガニl二。底酢よ縦ソノ  

（5．ボ）   l句のミガキ。   

厚みをもつ。   

‘177  杯  （12．  底創＝ま小さな5Il底  「Ⅰ縁郡、構ナデ。†本部上  ll緑部横ナデ。休部は放  （》にぷい橙色（診きわ  

8）  で、休部は内湾ぎみ  位は、拍おさえの後、構  射ニ1人の昭文を塁す。   めて良好③％④密⑤  

6．5  に立ちあがり、【】緑  ナデ。†相1i、桝ノル」のへ  【：】結から休部中位工  

（3．1）  郡は用く外反する。  ラケズ リ。  赤色塗彩   

79  椀  （15．  ll縁酢、構ナデ。   （D灰典栂色②良好（卦  

外反する。   【二】緑％④やや粗   

270  椀  （15．  †相l；は小さな平底の  【】緑部、棚ナデ。†ノ柑†＝∵  口綾部、桝ナデ。休部、  ①淡橙色②良好③％  

0）  底郁か引卑消ぎみに  位から底部にかけてヘラ  恍ナデ。   ④密⑤1甘面と外面、  

7．2  体郡l二位に赤色塗彩   

2．0   

307  乍持：  12．7  ll縁部は、ゆるやか  l：I縁郡、描ナデ。訂ほl；、  【二】緑郎、構ナデ。胴部、  ①にぷい瞳色②良好  

17．8  に外伸する。休部申  縦方向のハケメ。胴部．l  榊ノブい」のヘラケズリ。頸  （勤％④密  

7．‘l  火に最人律をbつ。  †立、横方向のハケメの後  部、ヘラケズリの後、指  

へ■斗瀦偶の球胴形を  

甘右∴判軋   す。胴部下†売、作牲Ⅰ二ll  

で沈紗l人をさiけ。   

298  班  （23．  砥郡lょさ仰くで、胴削  し】緑那、桃ナデ。川刷＝■  し】線郡、構ナデ。胴部、  ①にぷい橙色②良  

8）  上†かに桐人径をも  偵、ナデ。胴部中仙縦ノブ  斜ノ了向のヘラケズリ。底  ③H④やや柑  

2（i．2  ち、卜似ですぼまる。  向のへラケズリ。胴部下  部、ナデ。椚みJげ痕を  

8．り  l昭潮皿「く」のてテ：  班す。   

状に外反する。   

宝ま   胴郡申†れに桐大律を  胴肌1∴†lt、斜方向のヘラ  胴部、構力IfiJのへラケズ  ①にぷい位色②良好  

bら、底郡は、円形  （勤％（むやや粗  

8．（）              の小さな、11Jよモで球形  

を壬lり‘る。   デ。胴部下位、縦方向の  

へラケズリ。   

H－1号住居址二＝梢祝祭表  

敷いている。火床耐は床面よりやや上がりぎみで煙道郡に至る。火床部の下にはローム主体の黄  

褐色土が敷かれ柑り方は梢ー二り形を呈する。煙退部の掘り方は、400の傾斜で三角形状に30cm引蔓りH1  

す。また、東壁から3111の程前方に炉址が存在する。形態的には地床炉であり炉床は火により赤化  

しており、堅緻な両であった。類例としては相川杵肺Il遺跡1号住例があげられ、時期的には木  

柱居址と一致するものである。また本道跡2号住も同一時期であるが、住居形態から見れば木住  

居址の方が了㌧しゝ梯川を三iLするといえよう。  

遺物出土状態（第8・9・10図、l剃坂3）   
遺物の平耐分和を見ると租の前面及び褐と貯蔵火のl川、貯蔵穴の」t二部に遺物の≠掛いが見られる。  

まず図示した∠104（釣8図）の椚は、貯蔵穴の小で床面から約10c川下ったところから恵立した状態  

－15 －   



第13図 H－1号住居址出土過勤（l／3）  
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番 り・  岩昆 形  寸 法   船形の特徴   外 面 調 整   l句【巾 調 整  

dO′1    8．8  底部は丸底。＝緑部  廿縁郡、横ナデ。胴部⊥  口緑部、構ナナ。l二胸部  ①にぷい橙色②きわ  

12．4  は「く」の字ニ」火に外  位、ミガキ。胴部下†立、  に臍胱漬を有す。l】練郡  めて良好③ばば完形  

反し口唇郡でやや内  ヘラケズリの後ナデ。   ミガキ。川l用‡i、ヘラケズ  （む胴部Il】位に舞子L痕  

湾する。最大径は、  リ。   を呈す⑤外F柚こ赤色  

胴部中位にもつ。胴  塗彩、内面【：】緑部、  

郡中位に穿孔を悪識 赤色塗彩   

した痕跡を呈す。  

87  乍rE  （16．  l二l緑酌まゆるやかに  口縁部、柵ナデ。野榔、  廿緑郡、構ナデ。胴部、  ①にぷい悼色（訃良好  

外傾する。   縦方向のハケメ。胴部、  ③胴部⊥位から（二】緑  

棚方l√－」のハケメの後、縦  部にかけて悠④やや  

ノノl√j」のハケメ。   机   

275  班   底部は厚みをもつ1†（  川撒く、縦方向のヘラケズ  胴部、構ノブいJのヘラケズ  ①にぷい橙色（訃良好  

底。   リ。底郡ヘラケズリ。  リの後、斜プノ向のヘラケ  

6．9  ズリ。   （むやや粗   

223  てlて 1p．  17．6  口縁郡は「く」の字  口縁榔、横方向のナデ。  l二l縁郡、桝ナデ。胴部、  （Dにぷい橙色②良好  

状を星す。   胴部、斜ノブ向のハケメの  ③胴部上位％、l：l緑  

後、ナデ。   郡毎（むやや糾   

四  高 杯  18．4  柿酢は探く、【二1縁郎  【1縁郡から休部＿ヒ位にか  l二l縁語Iiから†木郡にかけて  （∋にぷい憶色（訂良好  

は外傾する。住部は  けて構ナデ。休部下位は  棚方向のナデ。裾郡構方  ③杯郡∬脚部％④内  

ややFl膵Ⅲ沌虻す。  縦方向のナデ。脚部から  面、外面の一郎に赤  

裾郡にかけて縦方向のナ  色塗彩   

デの後、縦方向のミガキ。   

16‘l  甑  口緑部はやや外傾す  口屑部構ナデ。lニト綾部か  し】緑那、偵ナデの後、械  ①灰白色②．良好③胴  

る。   ら鞘郡にかけて斜方向の  部から【二】緑部にかけ  

ノ、ケメ。胴部斜ソブ向と縦  て％   

方向のハケメ。   

36  軌   縦刃向のハケメ。   胴部下位、構ノノー「盲」のハケ  

メ。底部、ヘラケズリ。  

5．0  胴部、へラナデ。机み．l二  

げ成形の痕跡を班す。   

lⅠ－1号旧封1上土器観察表  

で出土している。307（第10図）の霹は電の前面を中心にして、床耐虹ヒで重なり合って存在し、  

1．71Tl近く削れて貯蔵穴のl‥1二lの一辺（床面より5cIll近く低い）が接合している。223（第10図）の売  

は竃と貯蔵穴の間にまとまって床面直上に重なり合って出土し、60cIll以内に4片が接合しその中  

の1片が貯蔵穴内である。87（第8図）の斎は宅右袖前面にほぼ同レベルで1Ill近く離れて3片が  

接合している。412（第9図）の蒸は貯蔵穴内でも床面から20c111以内と比較的浅めにひとかたまり  

になって、また貯蔵穴北側の端部に半割れの状態で重なったものと、それから最大3．4Ill先にちら  

ばった6片が広範囲に接合した。次に杯477（第8図）は電東西セクション検Ji．川寺に火床面からJl1  

土した2片が接合し、そのすぐそばのほぼ同レベルから杯476（第8図）がf＝土している。杯埋土  

は本住居址掘り下げ中において比較的浅いレベルからた1l土した。椀79（節8図）は、竃と貯蔵穴  

付近にほぼ同レベルで最大2111近く削れている5片の接合である。椀270（第8図）は南東の角で  

床而直上の高さに存在した2片が接合している。217（第8図）の高杯は職右袖わきから～二l1土した  

－17 －   



ものと穏内の6片で接合できた。275（第8図）の班は穏右袖にほぼ床面直上の高さに存在し接合  

している。298（第9図）の班も電右糾わきの床面直【Lに半割れの状態で重なり合って存在したも  

のが接合した。164（第8図）の耽は住居中央よりのばば床面雁i：上に存在し1111四方内での接合を  

見せている。36（第8図）の軌は、ほぼ床面直上の高さに存在し広範囲に4片の接合を示す。   

垂直分布を見ると、床面道■1二で水平接合するものに36の慨、270の椀があり、床面からやや浮い  

て接合するものに79の椀、87の霹、477の杯がある。床面直上Fl仁l∴とやや浮いたもので接合するも  

のに217の高杯、275の班、298の班、223・307の壷がある。貯蔵穴内J1l二l二のものと浮いているもの  

で接合し、斜線で結ばれるものに412の売がある。床面直【1二JLl」∴とやや浮いたもので水平接合する  

ものに164の髄がある。赤色塗彩土拙3点は、404の肘が貯蔵穴内、477の杯が竜内、270の椀が床  

面直上から出土している。   

遺物の出土状態から、完形個体が肘1点のみということは、住居廃棄時点で持ち去り、囁内及  

び床面直上から出土している土器は、住居廃棄後放置或るいは投棄された可能性が強いと推定で  

きる。また、竜と貯蔵穴のl紬こ霹1、整3、高杯1が半割れの状態で重なり合うように集中して  

出土したことは、自然的要因を考えるより、むしろ人為的要因を考えたプブが自然に思える。  

出土遺物（第12・13図、図版24）   

本住居址、出土遺物は、土師崇拝487点と若干の哩土遺物である。図示したものは土師岩詳壷4個体、  

幾2個体、甑2個体、椚1個体、高軒1個体、椀2個体、杯2個体である。蒸の外面調掛まハケメ  

を有す、ミガキを有す、ケズリのみ有すの3つに分けられる。また、口緑部が「く」の字状に外  

反する傾向をもつ。班は胴一上位に最大径を有す球形状を呈し、口縁部は「く」の字状に大きく外  

皮し内外面にケズリを施す。耽は外面にハケメ調光が施され、16∠1は鉢形、36は長胴形を呈すとノ払  

われる。杯は、外稜を有し口緑が逝立するものと、内斜口縁を呈するものに分けられる。また内  

斜口緑の杯の中でも∠177は、肥厚した小さい平底を呈すが、476は比較的大きな平底である。椀は、  

赤色塗彩の有無で大きく2つに分けられるが、内外面の調整を見ると、外面にケズリをもつ270と  

内外而にケズリをもつ79に分けることができる。404の糊は、ほとんど完形に近い唯一の遺物で赤  

色塗彩を有するものの1つである。胴部中位には、直径1．5cm、探さ1c川の凹痕が認められること  

から、当初は施を意識して穿孔するつもりであったが、何らかの仙≡如こより中止されたと考えら  

れる。このような穿孔途中矧■，1！－の類例としては、昭和59年度、前橋市で発掘調査した「柳久保遺  

跡群」のH－1号住居祉J＝」二道物の小に見ることができる。なお、埋土の杯は他の遺物との共伴  

関係からして、本住居に流れ込んだと考えられる。  （福田）  
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H－2号住居土止  

遺構（第14図・17図、【割振4・5）   

本住居址は、発掘区域の西、E・F－4・5・6グリッドに位椚し、Ⅰ十一1号住居址から東へ  

6111のところに構築している。平耐プランの規模は、長州6．5111、粕軸5．8111の方形を里し、床面積  

は34．5nfである。主軸方位は、N－900－Eを指している。   

東壁と南壁はほぼ直線状でコーナーを直如こ交えるが、北壁は外方にふくらむ。西壁と東壁は  

平行にならないため、南西、北西のコーナーは鈍角を呈する。各壁の長さはそれぞれ異なり、束  

壁5．5111、西壁5．3111、両壁5．9Ill、北壁6．3Illを測る。碓認面からの壁高は、北壁、1叫壁が深く45～55  

clllを測り、両壁、束壁は30～40c川を測る。平均壁高は45cmを測り、Ⅰ－Ⅰ－1号住居より若干深くなっ  

ている。ローム壁は、平均800の角度をもって立ち」1二がり4壁とも明断′こ検出できた。   

覆土は第14図土層地断B－B′に示されるように、5層に分けられレンズ状の堆積が認められた。  

ここで鍵層となるものが、スクリーン・トーンをかけた第2層の棲孝一ニッ岳供給源火山灰層（FA  

層）である。このFA層は、住居中央部で床面から25c川、厚さ10cmを測り堆積の状況から見て自  

然堆積したことは明瞭である。   

周満は、穏両袖わきから壁下を全周している。瞞は、西・北壁ぞいよりも東・両壁のほうが狭  

く10～35c111を測り、深さは最大で6．5cIll、平均5cIllを測る。   

床面はローム層を掘り込んで削平した後粘り床を施している。床面には凹I≠が認められレベル  

差は17c川内外でおさまる。4偶の主柱穴に囲まれた矧札 および両壁ヰ央に接する付近と貯蔵穴  

のまわりはよく踏み倒められ堅緻な状態を呈していた。貯蔵穴の周囲・tは一段高くなりテラス状を  

呈し、7～10c日高くなっている。また、入仁＝大地設に関係する両埋中央部も5clll前後の高まりを  

もっていた。   

床面上には6ケ所のピットを柵言忍している。主柱穴はP．～P．1の巾個で、P5は円形の貯蔵穴、P6  

は入口状施設に伴うものと考えられる。各主柱穴のl1I心ノ東を結んだ州互の間隔は、P．－r）2が2．9  

m、P2－P，が2．6m、P。－P4が2．9m、P√一Plが2．5mで、P．LP。、P2－P．を結ぶ対角線の長さは、  

3．9111、3．8111を計測する。  

寵（第15図、図版5）   

穐は東壁の中央部よりやや南寄りに設置されている。過  

存状態は良好で両袖が残存していた。全長95cIll、腑90c川、  

焚口部長45c川、燃焼部長50cnl、焚口部幅45c川、燃焼部巾糾O  

cnl、煙道郡幅13cnlの規模である。鴨肉壁の断耐は「U」字  

形を呈し火床面は平坦で良く焼け、支柱には安‥偲償のlI］  

礫が使われている。火床面は床面よりも若干低く、煙道郡  

は綬やかな傾斜をもち、先端部で急／勺度に立ち＿1二がる。   

袖郡は白色粘土で造られ、基底に焼土ブロック睨じりの  

一 柑 －  

長径c川  短径c111  探さc111   

P．  26   23   

Ⅰ）2  25   2d   51   

Ⅰ）3  29   24   59   

Ⅰ）．、  25   23   39   

l）5  70   69   67   

1）6  18   14   10   

ピット計測表   



上里20∩－  
B＿  

0  2 m  

須1屑 几‡槻色上屑  

第2屑 机色二仁屑  

第こi屑 几＼色土屑  

恥l屑 照刃色上屑  

外局M ∴l㍍裁色二＝pj  

須5J河 ∴】．‡子JJ也二l■．丁目  

¢5‖川lの礫1％、¢1川のl∴t）を少．；lし含み、1．5川×2川の1丁・ノ＼  

ブロックを混人する紬眈  

F・八屑。  

¢3r・l‖一－8…の轢を5％含む。しまりがあり帖悍沌イけ相川少。  

¢′い＝のロームプロ・／クを少jlと含む。やや粧‡ノ巨をむった相川少。  

¢2…のロームブロックを少；l；二含む相川少。  

しまリグ）ある、やや拙作をもっ／二拙砂。  

第1∠llズlII－2リ丁柚＝‖：（1／（iO）  
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旦00m  
A  

」ヽ   

0  1【「  

第8層 褐色二1二層 ¢3nlm～4日llnのC・1）を1％含む。  

第9層 褐色二1二層 ¢5nlmの焼土、¢2mm～4mmの軽  

石を少出合み、灰の混入が多い。  

第10層 赤褐色土層 よく焼けて堅い焼土。  

第11層 鴇色土層 灰と焼ニヒを混入する細＝沙。  

第12層 褐色二1二層 粕牲のない徴砂。  

第13偶 にぷい黄褐色上層 ¢1nlln～2mmの軽石を1％  

含む紺＝沙。粘性を有す。  

荊‖層 暗褐色上層 ¢2m川～1clllの焼土ブロックを少  

最含み灰を混入する紺＝沙。  

第15層 異色上層 ¢2ロー川～5mmのC・1）、¢5日lm～2  
Cmの焼⊥ブロックを若干含む。  

第16層 暗褐色二1二層 ¢2nlmの軽石を2％、¢3nlmの焼  

二Lブロックを少出合む。  

第1屑 損補色二1二J摘 ¢3n川1－1．5川のC・1）、¢5…の娩二Lブロ  

ック、¢1ぐ■－－のロームブロックを少勘合  

む拙砂宣 堅くしまりやや帖粧せイけ。  

第1a屑 1屑と同じだが、焼二卜を含まない。  

節2層 状補色二1二屑 ¢5…のC・1〕を3％含む川砂。粧巨】！なし。  

椚3屑 にぶい黄褐色二上層 ややしまりが弱い焼二l二。  

須3a屑 明赤組也二1凋 よ〈焼けている焼二1二。  

恥l屑 に，；ごい歌補色土屑 ¢5…の焼二l二を1％含む＝色粘二1二  

第4a層 灰補色土桐＋堅くしま世情件をイけ。  

第5層 褐色二L屑 ¢3n川1の柑イ】‘を1％含み堅くしまる。  

須6屑 暗褐色土屑 ¢5‖mの軽イ】■を少抽含み伏を混入。  

第7屑Ili■子槻色土JM ¢3…の焼二1二1％、¢3‖川－のC・1）少jli二、  

炭化物、灰を含む。  

雛151ヌ11Ⅰ－2号肘．用：塩（1／30）  
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剃61き】lト2サ住居址遺物川土状態（1／60）  
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」旦20m  ∧  ＿＿＿ ∧′  

2 m  

第1JM に′；ハ、武闘色土屑＋¢2m－の蝋石を†什▲含L－。しま りの‘f）る著‖′トをもった微妙。  

第2J“†揖 也 二t I〔づ ¢2nlmの軒イl－を3％含み、暗闘也一卜を州こ混人する。  

須3J“ 暗 机 也 十．I〔・j ¢3…のC・1）を2％含み、才一汁・の拙作をしつしまりのある微妙。  

第171さlIl－2り・†出汁址抑りノノ（1／HO）   

暗褐色土を敷き、その上にC軽イてを含む其Ⅰ、与色土を敷き込んである。火床部の基底も袖部と同様で  

あった。両袖の先端には、円礫を1仙ずつ埋め込み袖の祁強材として仙川していた。この類例と  

して、昭和58年度に前橋市教育委員会で調査した媚気迫跡群ⅠⅠの第8号住居址竃があげられる。  

遺物出土状態（第16図）   

遺物は、住居址全体に分布しⅠ一Ⅰ－1号住居址のような集中牲は認められなかった。完形土器と  

して小形の建と椀が1個体ずつ～▼l1二卜した。平面図から、幾は穏と貯蔵穴の付近に散在して出土し、  

軌は住屑l・い火郡よりやや西寄りに存在している。蒸は住居のlい火郡と両壁、北壁ぞいから出土し  

ている。杯は5個体中、3佃休が穏周辺からJl仁l二しているが、床面庖1∴の高さに存在したものは  

2仙休であった。椀2個体は、稲川辺で床面よりやや浮いた位閃から山上した。高杯は、貯蔵穴  

内と北壁付近からJ二Ll土している。185の完形小形幾烏、貯蔵穴と穏の閃で床面直上から横転した状  

態で～l†土した。502の魂は、J末巾値上のものとやや浮いたもので接合している。146の餓は、FA周  

一 23 －   



第劇画 誠一2号住居址越生遺物（1／3）  
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番 号  器 形  寸 法   据形の 特徴   外 面 調 整   内 的i調 整  

46  杯  （11．  はぼ均一した丁寧みを  目線郡、擁ナデ。休部、  口縁部、構ナデ。休部、  ①橙色②良好③兄④  

9）  

3．8   

する。   

∠153  杯  （12．  ほぼ均一した厚みを  【J緑郎、横ナデ。休郎、  口緑郎、械ナデ。休部、  ①明褐色（参政好③％  

もつ。底部は平底ぎ  へラケズリ。底部、ヘラ  構ナデの後、放射状のII抒  ④やや粗  

5．1  みを呈す。口縁部は  文を呈す。   

短かく外反する。   

151  杯  11．9  ほぼ均一した厚みを  t二1緑郎、廟ナデ。休部、  口縁部、椴ナデ。休部、  ①にぷい橙色（診きわ  

5．9  めて良好③H④密   

′l．3   

もつ。底部は小さな  

平J庄で、休部は内湾  

ぎみに立ち【二J屑部で  

さらに内湾する。   

306  什  13．6  ほぼ均一した厚みを  口縁郡、恍ナデ。休郡、  U緑部、休部、械ナデ。  ①褐色②良好③％④  

6．5  もつ。休部は急に立  密⑤内外面赤色塗彩   

ち上がり、口緑部で  

内湾する。底部は小  

さく安定感がない。   

395  什  （15．  底部はなだらかに、  ＝縁部、休部、横ナデ。  口縁郡、休部、底部、繊  ①明赤褐色②良好③  

†本部は内湾ぎみに立  ナデ。休部、底部、縦方  

（；．5   ち上がる。【二】緑那は  向のミガキ。   

外反する。   

225  椀  13．′i  底郡は平底を憩濁し  口緑部構ナデ。休部、へ  休部、構方向のヘラナデ。  （Dにぷい橙色②きわ  

8．1  た丸底。休部は半球  

ニ伏を主呈す。   ズリの後ミガキ。   

292  椀  （12．  平底の底部に最大厚  口緑部、構ナデ。†本部は  l二】緑郡、横ナデ。休部、  ①にぷい赤褐色②や  

5）  をもつ。休部は内湾  櫛状二1二艮による横ノブ向の  借方向のナデの後、放射  や不良③％④やや粗  

8．8  状の暗文を呈す。   （9内面に赤色塗彩、  

5．2   外面休部に煤付着   

する。   

四  椀  12．0  底部皿丸底で、休部  LT緑郎、恍ナデ。†本部か  口縁郡、横ナヂ。休部、  （丑にぷい褐色②やや  

7．5  は半球形二伏を呈す。  ら底郡にかりて構方向の  ヘラケズリ。   不良③％④やや机⑤  

t1緑郎はやや外反す  外面％に煤付着   

る。   

‘173  高 什  18．6  l月面、底恥ま5】∠揖。  l：】緑郎から（本部にかけて  ＝縁郎、休部、底部、構  ①赤色②きわめて良  

底部はl勺湾ぎみに立  構ナデ。底部、構方l／りの  ナデ。   好③杯郡パ④精良⑤  

ち上がり、l：】緑那は  ヘラケズリ、＝屑酢、へ  内面、赤色塗彩。外  

やや外反して開く。  ラケズ リ。  面、休部と底部毎に  

赤色塗彩、休部％に  

煤付着   

277  声▲毒 杯  17．7  兢郡内面は平剃で、  lTl綾部、捕り・デ。休郡、  【l縁郡、休部、底部、構  （Dにぷい赤褐色②き  

（1‘l  †本部はやや内消して  底部、恍ナデ。住酢、縦  ナデ。   わめて良好③脚部の  

5）  立ち卜がる。底部と  ノノ向のヘラウーズリの後、  一郎欠損④精良⑤外  

（12．  面、赤色強彩内if】f黒  

つ。   色強彩   

29（）  1ip：  （18．  11縁部、恍ナデ。   （かにぷい橙色②良好  

8）   （勤しト緑部の片辺（む据  

にわずかな一毀をも  ⑤外面、頚部と榔こ  

つ。   赤色塗彩   

ー25 －   
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第19図Il－2サ†i三川l川＝・．遣物（1／こり   

より上位のものの接合であり、4Gの杯も同様である。次に2の或は仏側川捌こわたリノ鼓大45c川のレ  

ベル差をもって接合可能となった。290は、壷の2片の接合であった。417の霹は、住居小央床面  

直上に半割れの状態で出土した。椀225は、床面から10clll浮いて完形のまま西方向に傾いた1犬態で  

出土し、椀12は、床面から15c目前後浮いたものが斜の線で接合できた。内斜口緑の杯453は、東壁  

下の床面からやや浮いて北方向に傾いて直立した状態でJli土していた。杯306は床面直上の水平接  

合と東壁中位の接合が可能となった。473の両杯は、貯蔵穴内底部から20clllの位置に直立の状態で、  

224の高杯は床面直上に横転して、227の高杯は、床面よリ10c川浮いたものが広簡犯鋸こ水平接合可  
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番iJ■  器 形  寸 法  郡㌧形 の午く－f徴   外 面 調 整   内 面 調 整  

1J16  偶   斜〃向のヘラケズリ。   ヘラナデ。   ①にぷい橙色②良好  

③底部悠④やや糾   

（8．0）  

2  l王冥  胴郎小イ由こ最人径を  胴部l二位、縦方向のハケ  胴部、棚方向のへラケズ  ①にぷい褐色②良好  

もち球形を最する。  メ。胴郡中位、横方向の  ③胴部上位悠④やや  

ヘラケズリ。   粗   

‘117  写シ：  （15．  口緑部はl如こ立ち十．  口緑部、憐ナデ。胴部、  口縁郡、構ナデ。胴部、  （》橙色②やや不良③  

5）  がる。   斜方向のヘラケズリ。  偶力向のヘラケズリ。  胴部上位からl二】緑に  

かけて％④密   

22′l  両 杯    杯接合郡から裾端卜邪  f】潤；、ナデ。裾酢、械ナ  脚郡、絞りl≡‡痕。裾部、  ①にぷい橙色②良好  

に向かうにつれて、  横ナデ。   ③脚部％④密   

次斜にうすくなる。   

185  鯉  10．3  底部は小さい平底  lJ縁郡、槻ナデ。胴部、  日縁郡、構ナデ。胴部、  ①にぷい橙色②良好  

10．1  で、胴郡中位にプ1主人  ヘラケズリの後ヘラナ  ヘラケズリの後、指おさ  ③完形④密  

3．3  径をもつ。期部で少  え。   

しくびれlニト緑部はや  

や外反する。   

502  班  底部は小さな、I′底  胴部、底部、ヘラケズリ。  胴部、ヘラケズリ。底部  ①灰褐色②不良③胴  

で、胴部はやや球形  ナデ。   部下位から底部にか  

4．2   を呈す。  けて％④粗   

l－Ⅰ－2住居州二二l二端観察表  

能となったものである。  

FA層をはさむ遺物の接合関係について（第16図B－B′）   

杯395、杯151の2個体は、FA層をはさんで接合可能となったものである。395は内斜口緑で、  

151は平底で内反する口緑をもち、いずれも内耐こミガキを呈している。151は平面分布図による  

と住居址中央部のやや西壁よりで、床併催Lヒの一辺とそれよりやや浮いている一片がFA層直上  

の数片と接合したものである。その■いで最も大きい破片が床面池上よりJ＿Li土した。395はFA層  

直下のものとFA層直上のものの接合が可能となったものである。395の場合は、住居廃棄後の  

流れ込みであり、151の場合は、住届廃棄後に放置されたものと、住居埋没途中の後半に流れ込ん  

だものの接合が可能となったものである。  

出土遺物（第18・19図、図版25）   

本住居址からは、土師岩諸538点と岩：干の埋二l二遺物が出土した。図示したものは、土師器壷3個体、  

雛2個体、俄1個体、高林3個休、杯5個体、椀3個体と右端1、須恵湘片5点である。軌ま胴  

部に損大径をもち郡内の厚い平底を呈し、外面には、タテと斜方向のヘラケズリを施す。502の埜  

は小形で胴部は球形を呈し底部に最大厚をもつ。185は完形の饗で、502よりも小形で胴部は偏平  

しl二】緑部は短く外反しつくりは1‘寧である。掛こは口縁部が直立ぎみにやや外反するものと、有  

段仁卜緑をもつものがある。胴部は射lラを呈しl叶央郡に最大径を有すと偲われる。290の口緑には2  

条の赤色塗彩が認められる。椀は、12、225のように口線内耐に稜をもちやや外反し休部は半球状  
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を呈すものと、292のように口緑部は内反し底部は拙肉の厚い平底を呈すものに分けられる。225  

は完形品で胎土、焼成とも良質で丁寧につくられてしゝる。杯は、所謂「内斜口緑」を有するもの、  

外稜を有するもの、口綾部と休部を分ける稜線をもたず半球形を呈するもの、口緑部が短かく  

内傾するものに分けられる。この中で内斜口緑を有する杯は内耐こ暗文やミガキをもち、ロ綾部  

が内傾する306は、内外面に赤色塗彩が施されている。151の杯は、肥厚した平底を呈し内面にミ  

ガキをもつ。高杯は、杯郡のみ、柱部、裾部一部欠損の3′・細川l土し、その中の2点に赤色塗彩  

が施されており、∠173は内外汀両こ、277は外面のみで内面は黒色塗彩となっていた。この2つは塗  

彩の施しが異なるが、杯部の形状を見るかぎりではきわめて似ている。277と224の相異点として  

は塗彩の有無も＿l二げられるが、224の脚部内耐こは絞り目が施されていることである。東恵器jl■一4  

点には、平行叩き目文や波状文の痕跡が認められる。スクレイパー1点は北壁よりの床面直上より  

出土しているが、これについては縄文の項で取り扱う。  （福附）   

H－3号住居址  

遺構（第20・23図、図版6）  

本住居址は、発掘調査区城の北西の隅、1〕・E－一6・7・  

8グリッドに所在する。すぐ州こはH－2号住居址が隣接  

し、住居の東側部分をW－1‡引裾こよって切られている。  

そのため、東側の約Hほどが撹乱を受けてし）る。碓認は、  

基本土層の第ⅠⅤ層でなされ、長軸方向（南北）が5．餌1、短軸  

方向（東西）は5．5Illを測る。平面プランは、整美なiI三方形  

長径c111  短径cm  探さcIll   

Pl  62   50   72   

P2  58   胴   66   

Ⅰ）3  56   4∠l  （35）   

Pヰ  33   26  （24）   

P5  48   38  （22）   

ピット計測表  

を呈し、東壁には寵を有する。主軸方偉は、N－69ローEを測り、面積は30．71¶2である。   

国土は、糾砂、恨石混じりの糾＝沙、ロームブロック脱じりの釧＝沙に区別できる。プラン確認の  

段階では、覆土と住居の切り込まれているローム層が脚岬＝こ分かれ、確認は容易であった。   

確認された壁高は、44c川を測り、800ほどの角度でシャー プに立ち＿1二がっている。周酢ま、W－1  

号満による撹乱を受けた東壁以外の3方向の壁で確認されたが、全周はしていなかった。巾扇は15  

cIll内外で深さは5c川前後を測る。床面は、厚さ2～16c111ほどで貼床が施され、平坦に仕上げられ  

ている。住居内lい火から東側にかけては、l堅緻な面が確認された。床面の掘り方は、一般的に束  

が高く西が低いという傾向が見え、特に1〕l周辺は著しく低まっている。また、北・西はど凹凸の  

波が大きく、南・束ほど小さいという佃向戊併せもっている。また、Pl付近から西t勘こむけて  

と、P2付近から南軌こかけて、さらにその刑抑こ東西方Iri」に走る＝旧土切状退構が3邦碓認された。   

柱穴は4個確認され計測佃は表の通りである。ⅥJ－1号溝の掛ILを受けた1〕。・Ⅰ）．、・P。は現況の  

数値を示した。杵穴の平面形は概ねr－］形でそろっている。i課さは、酬別のP．・P2が70c目前後とか  

なり深く掘り込まれている。どの柱穴からrb柱受けと旭われるイゴや遺物は横山されなかった。柱  

穴間距離は、北側のP．－1Jlが2．8111、南側のP2－Ⅰ）。が2．9111、東側の1〕。－P4が3．1111、西側の  
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第1屑 轍暗視也⊥I招 ¢2～8日n－の輯イり0％含み紳砂。  

釣2層 無視色二t凋 ¢3…の頼れ3％含む紺砂。ローム粒あり。  

須3層 緑色二l二屑 ¢4－7日川－の軽イ】－3％含む帥沙。ローム枇あり。  

約4J再 ガ、ち袖也二1二屑 2榔こ近いが、軽イ】‘が少ない。  

節5層 明補色土屑 ソフトローム。  

須6屑 袖也」■．屑 ソフトローム混入する斉川沙。  

第20図 ‖一3七川i居比（1／60）  
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Pl－P2が3．2nlを測り、  

かなり近い数値を示し  

ている。4個の主柱穴  

の中心を結ぶとほぼ正  

方形の頂点の位置とな  

り、計測のうえで柱穴  

が踊り込まれたことを  

示唆する。貯蔵穴P5は、  

W－1号溝の削平を受  

け、平面は楕円形を呈  

する。   

空間利用については、  

住居中央部から東側の   

堅緻面のあたりが使用  

頻度の高い空間と見る  

ことが可能である。両  

壁中央付近の床面掘り  

方より入口施設に係わ  

ると思われる柱穴が確  

認されてい ることから  

も、住居内南側が頻繁  

に使用されたものと理  

解できる。   

竃（第21図、図版7）   

東壁の中央よりやや  

南寄りに、東に切り込  

む形で据えられている。  

－
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〈⊥呈む30m  
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0  1∩  

¢5～8n川1の礫1％含む紺抄。  

1刷二jか、が、㌔．‡、㌔也が弧し、。  

第1JM 暗褐色二上J再  

雛1a屑 黒褐色二l二屑  

第2層 にぷい補色二卜J“やけたl十色杵二卜．。  

よくやけたl′他糾二卜の細軋  

やけの弱い＝色新二卜。  

焼ニー・．20％混人する抑紗。  

ソフトローム。  

l十色朴二上30％含む川砂。咋イ！▲1％。  

川砂。障れ3％、焼ニヒ5％。  

第2a屑 明視色二1」河  

雛2b屑 榔火色土屑  

第3屑 黒補色二1二屑  

第4屑 補色二仁屑  

第5層 暗補色上層  

雛5a屑 褐色二上層  

須6屑 にぶい補色二1潮l‘1色粧卜。礫、軽イl－1％以卜。  

雛6a屑 明補色二上屑 よくやけたl‘1色粧仁。  

第7屑 極帽槻軋ヒ屑 焼二卜5％混人する軽イ】‘il占じりのまl．潮二1二。  

第21図ⅠⅠ－3・り1】神仙亀（1／30）  

主軸方位は、N－660－  

Eを指す。W－1号偶による撹乱で袖郡は破壊されており、過存状況は良好とは言えない。僅か  

に燃焼部の一部と煙道郡の一部が残存するのみである。   

竃火床面は、床面と同じレベルであり、確認できた燃焼部は、60c111ほどを測る。燃焼部から煙  

道部にかけては、50clnほど立ち上がる。立ち＿l二がり角度は、予想をはるかに越え85。と鋭く立  

ち上がり、ほとんど直立と言ってよい立ち上がりを呈する。   

構築は、東壁からさらに壁外へ80cl11切り込んでおり、探さは70cIllを測る。ローム層の上に僅か  

－30－   
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弟22図 トト3号†仙川：遺物山二卜状態（1／60）  
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な黒色土を敷き込み  

（竃南北地断A－A′の  

第7層）、その上に白色  

粘土を貼りつけ、積み  

重ねていく工法がとら  

れている。補強材とし   

ての遺物や礫等は検J1i  

されておらず、袖石や  

支脚も確認されなかっ  

た。焼け方については、  

燃焼部の北側の壁が弧  

いのに対し、南側は弱  

くなっている。煙道部  

は、50c川ほど立ち上が  

り、魚羊やかな赤褐色を  

呈している。  

構築についてi叫に隣  

接するH－2号仕ノ甜l二  

と比較すると、いくつ  

雛l桐＋川里町隅色二川イ 川砂ウ f．川∴ しまりといこあり。  

ロームプロ／ク70％。  

雛2：封ヌ1ト1－：り川二日址州リノノ‘（1／H（り  

かの顕著な差異が認められる。ⅠⅠ－2号住居址の場合勅勘こ切り込まず、床耐こ抑えられている。   

竃の高低差でも本住居Jll：が70c‖以上であるのに対して射）c岬〕fJ後で、立ち上り角度にも大きな差  

異が認められる。竃の規模や、壁外への突出など、構築時潮の差が形態の羞となって現われてい  

ると言えるだろう。尚、住居1ノ、川卜央郎から北西のl帖こかけてと両腫付近の床面より10c川ほどのと  

ころで、焼土及び炭化物が厚さ5c‖で層をなしてfl止していた。  

遺物出土状態（第22図、図版7）   

本住居址の出土避物は総数で260点を遇える。そのうち接合・実測が可能となったものは、怖か  

5個体に過ぎない。第22図には、この5個体の出土状態を示した。過物全体を眺めてみると、W  

－1号溝による撹乱を受けた郡分を除いて、ほぼ偏よることない散らばりを見せている。接合・  

実測が可能となった244と257の2f剛本の袈の場合は、住居中央珊のノ来面イ寸近から集「い「畑こJ1日二し  

ており、出土分科こイ尉〕が1⊥られる。5の短所壷は、川咽iの火程度しか出土しておらず、付か2  

点にすぎないが、水さIZ分イIい垂直分布ともに散らばりを見せている。1】の須恵瑞軒は、P．の束か  

ら出土したが、他に接介ト川邑な遺物が出土していない。259の川刷粘甘杯馴朝は、電のすぐ幽から  

川上し、位掛伽こは焚l1郡に当るが、二次焼成も見られず、J牡上がW－1号淋こよるものであつ  

たため、竃との直接的な閑適は見られない。  

－ 32 －   



257と254の襲の場合、床面直上と確認面  

（床面より45cl両まど）付近というかなりの  

レベル差をもって出土している。  

出土遺物（第24・25図、図版25）   

接合・実測が可能となったのは、土師器  

の長胴化した襲2個体、土師器高杯脚部1  

個体、須恵器短頸壷1個体、身なのか蓋な  

のか区別はつかない須恵器杯1個体、以上  

の5個体である。   

244と257の長胴化した襲は、どちらも口  

緑郎に最大径を有する。257は砲弾型で244  

に比べ胴部のふくらみが大きい。厚さの点  

では、257のほうが薄手である。双方とも二  

次焼成が見られ、部分的に焼土が付着して  

いる。244と257を比較した場合、どちらも  

長胴を呈するものの、257の方がより長胴化  

が進んでおり、新しいと判断できよう。5  

の須恵君津短頸壷は、胴部に波状紋が見えて  

おり、そのうちの2本が交互に美しく交叉  

している。器形からTIく10から1、Ⅰ（43に比  

定できよう。また5は本遺跡における唯一  

の短頸壷である。また11の須恵器杯は、口  

緑郡が欠損しているうえに休部も僅かパ程  

しか残存しないため、年代的に位置付ける  

のは困難である。259の高杯の脚部は、エン  

タシス状に立ち上がり、裾部は短く開く。  

この器形からみると、本遺跡全体で6個体  

出土する高杯のうち、H－1・2号住居址の  

FA降下以前の高杯と、H－5号住居址の  

10cm  

第24図 ト1－3号住居■址出土造物（1／3）  

番 号  絹 形  寸 法  媚∴形の特徴   外 面 調 整   内 面 調 整  審志望審篇彗③残存   

244  建  21．0  口緑部外反し、胴部  口緑部ヨコナデ。口緑の  口緑郡ヨコナデ。胴部へ  ①赤褐色（診堅緻③口  

36．6  は長胴化を呈する。  下部よりタテ方向の長い  ラナデ。底部にヘラミガ  緑～底部ゾ（彰やや粗  

6．1  平底。   ヘラケズリ。   キ痕。スス付着。   ⑤焼土付着、木葉痕   

H－3住居址土器観察表  
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高杯のちょうど小‖りに位関すると判断できよう。本住居址の遺物を総括的に見ると、61j王妃中共  

から7世紀の初曲が潮見できる。  
（小野）  

番 号  拙＋形  寸 漬  鼎 形の特徴   外IJ【i調 も写   l勺 面 調 整  

257  鯉  l†）．5  口柑郎は外反し、ゆ  l噛紺lくヨコナデ。l二」緑の  廿縁郎ココナデ。胴部へ  ①明硯色②l：勘緻③口  

るやかな丸昧を召し  卜邪より不定ノル伸雄－〕  ラナデ。   緑～駆  邪％④イi英含  

」訓‖‖とする。拙酢仇  いヘウケズリ。  む   

25り  ■高＋杯  抑圧郡、漁Ilルて閃  脚部肘こよるナデ。   ①明赤隅色②堅緻③  

く。裾仙土矢りく聞く。   卿削％④密   

什  l‾】縁邦火脚。休√仲か  【‖聴こナヂ調幣。   ①‖侶一往疋色②堅緻（診  

須む郡  る1■JかにJL昧をイ「J‾  休部H④彿⑤前山焼  

る。底部にヘラ記～二j き痕あり   

Jうり。   

‖－3住力Hl＝Ⅷ潮撒雄  
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H－4号住居址  

遺構（第26・29図、図版8）   

調査区西、G・Ⅰ一Ⅰ－4・5グリッドに所在する、本遺跡申最小の住居J】1二である。プランは東西  

に長い長方形で、寵は束岬のほぼ中央に設閏される。柵長は、束酢1．1111、南北3．2111を測り、主軸  

方位はN－1060－Eを指す。東西に走行するW－2号溝に両壁を切られており、それによる毀4’とi  

は、住居111・南東部の床面、職の右袖まで及んでいた。一方、北東コーナーは本道跡中最大のl－Ⅰ－5  

号住居址と重複しており、本住居111二は同住屈址の1些壁の一部を切って構築されていた。面楕凋、  

残存部が10．5Il12で、形状からの住居ナ11二全休の推定値は、11．9Il12である。   

覆土は州かく見れば5層に分けられるが、概ねロームブロックと軽石を斑に含む柔らかい糾＝沙  

0  2 m  

柔か〈f．11件の少ない細砂が圭†本。り－ムプロ・ノクがさ王／Jl－パニ5％、  

頼イl■が10％i比人している。  

中華イトを10％也含‾j‾る紺砂で、しまり、拙作とも少ない。  

ロームブロックを少最含む紺砂で、やや拙作をもつ。  

第3柚こりソ、ている。れ1■・の頼イl’と伏の混人が兄－、フれる。  

頼†ほ枇ii篭：合む紬砂て、ややしまりをもつ。  

やや杵′性をもつ、∴か∴かL／二地上。  

第2（汁ぎ1【t一ノlり・†■柚；・址（1／以り  
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第1JM；リ．㌧槻色巨屑  

第2屑 ㍍色上層  

第3屑 ∴l、㌧栂色上屑  

第3‡lJH ∴l、㌔机色二卜圧づ  

椚4昭 一l．し㌧色仁桐  

第5JM 梢色上屑  



で、第5層は穏に関辿するものと止しわれる。   

確認面からの壁高は、両壁を除き36cmという平均値を得た（）壁はローム壁で、平均のたち上が  

り角度は7がである。用溝は班亜を除き、幅20cl11、深さ5cI11の硯楔で周っていた。床面はロームブ  

ロックを含む褐色土で10～20c11り帖床さカt、平坦な巾＝こなっている。特に、住居址の西イ則郡を除き  

（「  

80∩－  ∧工  －A’  

0  1r†1  

しU  

第1J国 昭机也ニー二J再 ややしまりをもつ紬砂で、微j一ヒの  

頼イl●を也含する。  

第1a丹j ㌔l＼硯也二卜屑 第1パ・子よりしやや粘性をLつ。  

須2屑 オリーブ机色二仁屑 粧L粒を㌢帖二含む糾砂。  

第2a屑 茹机色」二屑 第2屑よりも、さらに粘二上組が多  

い。  

第3屑 に，；てい荊梢色二川イ 紙筆H二。人外郎の崩落二卜。  

椚3a屑 赤色二上付子 規十。人ル郎帖二Lの焼けたもグ）。  

第4Jぐう 赤隅色二卜屑 址二卜。粧L枇を多ゴlとに含む紳帆  

第5桐栂色二仁屑 粧巨を少jli．含む捌砂。  

椚6パイ プ．】．㌔槻也二上屑 伏。  

第6il屑 よし＼也二巨JM 脱化物と伏の混じり。  

掛射昭 一肘甘軋t川 恍二1二。  

須7屑 に∴い都側せ土J河 純粧l㌔ 柚構乳仇  

第7州 に，；ごい苅補色二1州 粘二1二と細砂の混じり。  

須8屑 に．；ごい荊補色土屑 粘二仁を多く含む紬砂。  

師8ヱl屑 黒補色二1」“ 徴ゴIi：の軽イl‘を含む細砂。  

須9JM 肌色二巨桐 ローム7■ロックを40％含む糾紗。  

恥）州 武闘也二日ぐ了 ロームブロックに紬砂が皿人する。  

第10屑 ナ竜也▼卜けプ 粘二卜粗を多j．とに含む川砂。  

第27図】l－4・り・†二iミ居址伯（1／ニう（））  
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堅緻な面が広がっていた。掘  

リカーは凹凸の多い不整形な耐  

で、南半分がやや深く締られ  

る傾向が見られた。   

ピットは、竜の右に貯蔵穴  

が検Jl」されたが、主柱穴は確  

認されなかった。本住居址は、  

住居l句に主柱穴を持たない住  

侶と言えるだろう。貯蔵穴は、  

北辺の一部を除きW－2号溝  

に大幅な撹乱を受けていた  

が、プランは、残存二l犬況から  

東国に長い長プラ形が推定され  

る。なお、貯蔵穴のまわりには、  

ちょうどそれを取り園むような比  

高3c川の′馴大の高まりが仰ぎ忍され   

た。   

本道跡から合計8什の住ノ封11二が  

検出されているが、本住居址は、  

プラン、規模、主軸方位、矧畑こ  

主柱穴が存在しない、貯蔵穴を収  

り囲む′楷状の高まりが存在する等  

の点で、H－6号住居址と共通ノ・さ．（  

があることが指摘できる。  

竃（弟27図、図版9）   

束埋のほぼ小央に億閲する。衣  

1∴裾削‖引こ削りすぎたため柵道の  

一部を欠損し、またW－2弓■i附こ  

よリイ√祁1の一部を欠損している  

が、竜l如こは遺物が多く残存し、  

0  2m  

須28図lト∠lり十川；・址遺物＝二卜状態（1／60）  

139．00m  

ニフ ＝1  

第1JM 宇褐色卜J肖 り－ムフりノクi■b含′i‾る糸州仇  

第2川ツ】ⅠⅠ－′lりイ＝．仙l」吊りノノ（1／HO）  

住屈廃棄周の状況をよくとどめている。全長101cm、幅9鮎川、炊き口郎晰38cIllで、主軸方イ立はN－  

1050－1三を指す。   

第1層から第6t，層までが榎」1で、第7憎から第10憎までが榊撤二Ilである。第3層は、天外部構  

築二日け刷落したものと考えられる。  
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‥  

第30図I」－4号住屠址出土遺物（1／3）  
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番 iチ  器 形  寸 法  器形の特徴   外 面 調 整   内【rl了 調 整  

（i8  杯  13．0  口縁邪はばぼ直阜  【1縁郡ヨコナデ。休郡手  休部不定方向のナデ調整  （Dにぷい黄橙色②良  

3．7  し、外稜を明瞭に班  持ちへラケズリ。   後、＝縁削とともに【亘I触  好③冥④やや粗⑤内  

す。休部はゆるやか  ナデ註J．鞭打を施す。   外面ともに黒色処理   

な丸底。  

15  什  12．9  不り川がな外稜を有  11縁郡ヨコナデ、休部へ  威面不定ノノ向のナデ後、  （D橙色②良好③完形  

‘l．2  し、l二】練部は一度く  ラケズ リ。外棲もヘラケ  l】抜から休部▼上平にかけ  ④密  

びれてから付かに外  

傾する。   

理  杯  （12．  ほぼ直線的に外僻す  卜1縁削ヨコナデ 。†甘酢へ  休部ヘラナデ後、全面を  （∋樺色②良好③H④  

4）  やや粗   

（′1．4）   

確な外稜で両する。  

口唇厨川t】。   

9  杯  13．4  比較的深い丸底の休  l】緑部ヨコナデ。休部へ  底面不定ノノ恒」のナデ後、  ①橙色（多良好③％④  

5．0  郡とやや酒仙して外  ラケズリ、lニト唇部つまみ  l二】緑から休朋＝∵1にかけ  密  

傾するtl縁那を外棲  て回弛り‾デ朋脛を施す。   

で画する。l二】唇は外  

方へ届曲。   

田  杯  16．0  口径の人きい人形の  l】緑郡ヨコナデ。休部不  底面不定ノノ向のナデ後、  ①明褐色（臥良好（勤H  

‘l，8  杯で隠附こ突Jl＝ノた  定方向の手持ちヘラケズ  l】結から休酢十≠こかけ  （むやや机  

外稜をもち、l】緑は  て回帰ナデ訓整。風化の  

ほぼ砥線的に外伸す  ため絹血が荒れている。   

る。   

3（1  鮭  17．7  口縁部は外皮し、ゆ  口縁郡ヨコナデ。胴郎．1  1二」縁郡ヨコナデ。   ①灰褐色（塾長好③口  

るやかな丸昧を有  付より縦ノブ向ヘラケズ  緑部H④やや粗、拙  

す。   リ。  砂粒を混入（参内酢こ  

煤が付着   

27  璧  19．8  廿縁郡ははぼ心細的  仁】緑郡ヨコナデ、胴郡上  口縁耶ヨニり－デ、郡淵Ii」1二  ①にぷい黄橙色②良  

に外反し∴鞘郎は  †立より縦力宜」ヘラケズ  位横方向へラナデ、離分  好③パ④やや粗⑤内  

「く」の字状を呈す  腑こ指頭’iによるナデ。  外面ともに煤付着   

る。   

60  建  15．3  口綾部を悌かに外反  【二：】緑部ナデ、胴部全体に  廿綾部ヨコナデ、胴部全  ①にぷい黄橙色②良  

17．2  してゆるやかな丸昧  ヘラケズリを施す。野榔  休にヘラナデ。底部指蛸  好③％④やや桃、糾  

5．6  を呈す丸胴の小形  

鮭。   

四  鯉  19．0  l二1縁郡を大きく外反  しJ緑那づ・デ、胴部、底郡  l二】緑部ヨコナデ。胴部描  ①にぷい鶉橙色②良  

36．9  ソ川」ヘラリーデ、卜判よ不  

（4．9）   むノJ■lJiけデ 部内外面に煤付着   

31  軌  口緑から胴」■．宰にか  胴部全irlレ＼ラケズリ。庚  胴部ヘラケズリ後ヘラナ  ①にぷい黄橙色②良  

けて火脚。ゆるやか  郡眈触粛抑こ刀子状∫刃  ア。   好③％④やや柵⑤胴  

8．6             な丸昧をHし、1こ‘†立  部内外面ともに煤付  

に行く捏すほ悠る。   着   

33  1】く 竺￥  22．8  L二】緑郡はほぼ【－！1二組的  l二】緑那ヨコナデ、他は全  l＝棒針邪ヨコナデ、頸酢梱  （》にぶし－黄橙色（多良  

28．8  に外反し、創部は  面へラケズリ。   面はへラケズリ後ナデ。  好③％④やや糾⑤二  

「く」の字扶を呈す  郡衷は荒れてい る。   次焼成痕がl抑瞭であ  

る。胴部に最大径を  リ煮沸具の機能を持  

持ち球形である。  つ   

Ⅰ一Ⅰ－4肘酎1l二土郡観察表  
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袖部は、上部が粘土を用  

いて構築され、基底部は、  

ロームブロックを含む褐色   

土が敷かれている。その間  

に、C軽石を包含する黒褐  

色土あるいは土器片が充填  

され、間層をなしている。  

火床面は床面とほぼ同じで、  

煙道部へ430で立ち上がる。  

掘り方はやや不明瞭で、煙  

道部が若干壁外へ脹り出し、  

また火床部は経み、左袖下   

に段差が認めらjtた。  

遺物出土状態（第2別図、  

図版9）  

本住居址の出土遺物は、  

合計82点と数少ないが、そ  

の70％が住居南東部、すな  

わち竃および貯蔵穴付近に  

集中していた。特に注意を  

惹くのは、穐内から袈3個  

体、杯1個体が出土してい  

ることである。第27図に示  

したように、33の班は右袖  

内壁に密着し、また内部に  

G8の杯が入る長胴化した42  

の埜は、閃緑岩製の支柱に  

乗って山土した。両省とも  

東側から力を受けたためか  

炊き仁＝附則へ傾斜している。  

60の小形の班は、恰もそれ  

らを支えるかのように横位  

に存する。これらの遺物が  

そのまま亀の便川状況を物   打㍑11葵11トー4月イ瀬川川＝二遺物（1／3）  
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語っているとは、考えにくい。仙川状況というよりは、むしろ瑠を塞ぐように遺物を廃棄した印  

象を与える。   

71の杯は住居の壁外で、H－5号住居址につく吋胎性も考えられるが、寵の構築土内にあった  

ことから、本住居址の構築材と解したい。貯蔵穴内上位からは、残存率のよくない倣1個体、饗  

2個体が出土している。完形の15の杯は逆位で、9の杯は横位で、それぞれ床面直＿1二から出土し  

た。   

出土遺物（第30・31図、図版25・26）   

本住居址の出土遺物は、土師湘82点と若干の埋士道物である。実測可能な土轟は、杯5個体、  

塞5個体、餓1個体である。杯はすべて外稜を有するもので、ロ綾部は程度の差はあるがみな外  

傾ぎみで、休部は浅い。68と雌が似た形態を示しており、9は休部がうすいのが目立つ。15は口  

緑郡にくびれがあり、71はやや大形で休部がうすく、口緑が大きく外皮している。婆は形態的に  

3つに分けられる。60は胴上部に最大径を有する丸胴の小形の班で、口縁は緩やかに外皮してい  

る。42は口緑に最大径を有する長胴化した碧で、口緑は大きく外反している。27も長胴化が推定  

される。33は丸胴の窺で、球形の胴仲一央に最大径を有し、口緑は「く」の字状に外反している。  

俄は、胴上部から口緑部を欠損しているが、胴伸l火から‾F郡にかけては比較的債線的なすぽまり  

を呈する。   

以上のような様相から、本住居址の出土遺物は6tl用己後半頃に比定できよう。  （木暮）   

H－5号住居址  

遺構（第32・36図、図版10）   

調査区西方の中央部にあり、F・G・H－5・6・7グリッドに位慣する。住居西壁の一部分がⅠ－Ⅰ  

一4号住居址の東壁と竃掘り方によって破壊されており、南壁の大半はW－2号溝によって切ら  

れていた。平面形は本調査で最大規模の東西7．5111、南北7．9Ill、両横51．4m2を測り、整った正方形  

を呈する。主棚方位はN－850－Eと重複するⅠ－Ⅰ－4号住居址より210北偏しており、東壁やや南寄  

りに竃を設置している。確認面は第ⅠⅤ層で、そこからローム地l1」を掘り込んで構築されていた。  

確認面からの壁高は平均45clllと良好な過存状況を示し、ローム壁は平均77で立ち上がっていた。  

覆土はレンズ状に堆積しており、全休で10層に分けられた。比較的【1二万にセカンダリーなローム  

質土が流れ込んだ状況が確認されている。周溝は竃部分を残して全周しており、床面との比高差  

平均5c11l、幅26cmでめぐっていた。床面は全体的にほぼ平坦であり、ローム地山を柑り込んで平  

均8c111前後にロームブロックと真‡Å色土の浪士を貼床していた。堅緻面は住居入口部を想定させる  

両壁の中央から住居中心部にかけての主柱穴に囲まれた空間と、電周辺一帯であり、屯流出土下  

にまで及んでいた。又、両壁lい火部の入lコ用ピットのまわりには高さ数clllの若干の高まりが確認  

され、竃右脇にある貯蔵穴の酬則、南側周辺にも高さ2～3c川の土手状の高まりが検出されてい  

る。  
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ピットは小本の主柱穴が対川緑l二に配され、西両するⅠ）lとP2を結ぶライン：伏ほぼ小火に支柱穴  

のP7が、さらに両面する1）2とl）。を糸■tiぶライン小火の内側に寄って支柱穴1）8がそれぞれ柵認され  

た。主柱穴はいずれも径3（）c目前後の大きさで50～6（）cmの探さに仙川込まれており、Ⅰ）。を除く3個  

の主柱穴で柱痕を確認している。仕痕は径12～18c‖の大きさで、1）1、P．，では20cIll、1－2では40cIllの  

深さを測り、州とはいずれも灰賀‘の紫灰色性分を基調とする黒補色糾＝沙二卜．であり、あるいは立ち  

腐れ的状態を経たものかとも比しわれる。又、柱穴地層断面の別解結果から、柱穴を建ててから貼  

り床が施されていることが確言忍された。支柱穴の値二径は三盲二柱穴とほぼ同規模であったが、探さが  

主柱穴の約半分とlリ」らかに差圭一さを生じている。貯蔵穴であるⅠつ5は珠面では一辺50c‖のほぼ正方形  

で杓20ctll州られていたが、北側が一段沸く比高差3′lc‖で′10c111程トンネル：1犬に掘り込まれており、  

上部にローム地11が厚さ15cmで蓋ニ1人に戟存していた。貯蔵穴内からは15点の二l二帥拙小破片と1点  

の編物イデJが検rl†されたが接合されたものは皆無であった。人口川ピット1）。は径15c‖のl1」形を呈  

し、深さは10cIll前後と浅かった。1t．1i床を除去すると1）1、1〕7を中心とした住居北西部に東西3．6111、  

南北3．2Illの不鮭ノ」－形を呈する浅い落ち込みが柵認された。又、住居南京隅イ寸近にも径32cIll、探さ  

25cIllのピットが1仙検fl1されている。住居掘り方は比較的lリ1凸したローム他山であり、貼り床内  

からも3点の二l．州j㍑㍑小破片が出上している。  

竃（第33図、図版11・12）   

東壁の中央よりやや画布りに位置し、主軸方位はN－870－Eを指す。残存状況は良好で、全長  

130c11l、寂大幅1：う7cl11、炊きl珊腑37c川の規模で、数枚の灰屑の上に天外邦が崩落したと考えられ  

る、多づ7阜：のスサ甘い〕の焼・ヒブロックが川沌てしていた。燃焼部はやや傾斜して、極度に赤くよく焼  

けた煙道都立ち卜がリヘと突き当る。そのit／二ち．卜がり／り度ははぼ虹裾こ近く850で20c‖根上方にあ  

がって住居確認l巾へと至る。稲構築に当っては、fi三川壁を  

長さ∠川cIll、幅20c‖で掘り込み、燃焼部も触形に10c目前後掘  

り方を設けて夫】、も也二I二を敷きその上にロームで本体を築いて   

いる。   

袖部は左袖のみが小心に土師湘長胴郷を伏せて幸削姑材と  

しており、両軸の先端には20×10c‖の輝ホ安Ilば＝轢石を小  

口面を三？11：干埋めてたてられていた。この仙川方は柑Ⅰ州多を  

呈し、沸さ4cmを測った。炊l二1の前面には天井部に川いら  

れたと推定される50×30clllのlり礫が調度刷れ落ちた感じで  

長径c11l  短径c‖  探さcm   

1：）1  2り   27   60   

P2  3（i   32   65   

P3  39   29   50   

1）．－  29   28   57   

P5  四   60   55   

P6  15   ‖   

P7  28   25   36   

Ⅰ〕8  36   29   

ピッ＝汁測求  

検出されており、炊口郡は円礫を川いて鳥居状に納まれて  

いたと考えられる。袖石を設定した段附で竜神部の長さが決定するわけで、穏構至捌こあたってあ  

る程度の設計がなされていたことが伺える。又、帥に川いられていた土は周辺の他山とは異なる  

ものであり、他所から採二1二してきていると推定される。  
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弟1屑 黒机色十屑  

頼イ∴ 焼仁科、炭化物  

を微jl；二含む糾紗。  

釣2桐．リ．㌔辛揖色l・．屑  

軒イ∴ 炭化物、ローム  

粒を徴量含む細砂〔  

第2こIノバ ∴霊、㌔色上回  

軒右－、炭化物を微量含  

む射腑丸  

第こ川イ；リ．相川膏血  

軒イl＼炭化物、ローム  

拉を微jlし含む柵紗。  

第′＝〔づlけ†糾色二l・．屑  

ローム賢二仁を多〈含む  

糾抄。  

恥l叫j 栂色土屑  

ローム門斗．グ）ブロック。  

恥1l）屑 順栂色土屑  

二i二休がローム円上。  

第5パイ ′リ、‡捏心色川づ  

軽イ∴ 炭化物、枕二卜粒  

ローム門⊥を微Jll二含む  

細い・  

第（川イ 肌色十屑  

ロームプロソクか巨体。  

第7厘づ 共㌧色上屑  

軽イ」▲、炭化物、ローム  

官／け．、伏ブロックを微  

光含む紺砂。  

須日加亭 よ侶甘色土屑  

ロームブロック、帖′－l■、  

炭化物、焼二仁粒を含む  

紺紗。  

第8油イ ブ県机色土屑  

柑イ∴ 小櫻、ローム拉  

を微量含も欄舶来  

第！＝M 擁昭栂色土屑  

ロームブロック、帰イ「  

を微ill．含む釧川少で、や  

や拙作をむつ。  

第1（棚 に∴い出端色川・j  

ロームブロックを30％  

含む、釆かい紺砂。  

・30m  
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」旦二∞m  ∧  ー∧   

須1層 暗闘色土屑 細砂。  

第2屑 昭オリーブ硯色二t二層 やや机性をイり‾る糾砂。  

須3屑．■．l．㌔肇掲也土J“ 糾砂。  

雛3il屑 にぶい舘硯色二L屑 やや拙作をイける糾砂。  

須3l）屑 晒補色1屑 糾紗。  

雛∫l屑 にぶい北柏色二1川づ 炊ニヒブロックとシルト賢  

粘二卜の混じり。ヲ川一部のル描。  

第4a屑 赤硯色二1二屑 炊二巨、灰、軽イほ含み、囲い。  

須址州 暗机色土屑 紺砂。  

雛5屑．黒色二巨屑 伏。  

第6屑†竜也二l二屑 相性、しまりを有する紺砂。  

雛7屑 オリーブ補色二l二屑 糾砂。  

須8屑 にぷい状補色二川づ しまりを有する糾抄。  

第8a屑 赤組色二l二屑 焼土ブロック。  

雛9屑 赤硯色」二屑 炊二仁。  

須10屑 几㌔色二上回 伏。  

須11屑 オリーブ硯色二1■．JM 糾抄。  

須12J再l甘槻色二1川 柳砂。  

釣13屑 帰朝伏色土牒 ロームブロックを多く含む細砂。  

須14屑 井机也」二J再 柔かくしまりのない納砂。  

椚15屑 黒色二l二屑 炭化物。  
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第331送】‖－5り・†も日比亀（l／30）  
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主．．  

⊥二   ●ち！し  

○枇  

ム林  
▲高林  
中須恵帯  
×手相  

○鉄郡  
巾イ】■一班．1J】  

‖73】。3。 ／モ  

雛34【妻11】－5号†＝出直遺物＝－1■．状態（1／80）  
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ー△／／瑠8  雀10ユー  

転＼＼ぜB   

‾‾‾‾－一斗しJ  
10l  

15ら0  

節35図1－Ⅰ一5号住居址逝物出土状態（1／80）   



ロ  ∧ユ塾∞m  

拾1J“好机也二lニ ロームブロックと紺色二上の混じりで、軽イI‘が微揖混人する。  

雛駅昭】トⅠ－5サ†■仙川潮目方（1／80）   

遺物出土状態（第34・35図、【窒＝板12）   

遺物は遺構全而に広がっており、小破片は比校l杓上方からの肘二I∴が目立っている。接合された  

ものは床耐付近が多く、大きく㌢酎寸近、北西隅、中央部の3地域に分和が集lいしている。床面直  

上からJllニヒしたものに960、1028、1173の杯類（豹35図）と、1215満杯、1195須恵拙撤等があるが、  

これらのはとんどは残存良好なもので、あまり接合はされなかった。特殊遺物としては563・734の  

銑鉄、576の刀子、138の鶴石等いずれも床面より浮いて北西隅の迫物集IlI郡からJll土しており、  

－ 49 【   



雛37図 H－5号イ棋拍机1廿遣物（1／3）  
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番 号  ㌍訂†「  寸 ざ去  器形の特徴   外 rri了 調 幣   内 rrii調 光  

1小16  杯  11．8  口緑ははぼ値：立し端  lコ縁郡ヨコナデ、伸邪へ  底面不定方向ナデ後、lロ】  ①にぷい赤褐色②良  

（上l．7）  湘でやや匪湾する。  転ナデ綱弛を施す。   好③光①密⑤内外面  

外稜をl州原に残す。   口緑部に銀色処胡   

1（；∠10  杯  13．3  口緑郡を碇立し珊郡  口縁仰ヨコナデ、†本邦へ  底面不定方向ナデ、回転  ①橙色②良好③％④  

‘1．J】  でやや内湾する。外  ラケズリ。l＝】肩部は外ソ  ナデ綱搬を施す。   やや粗、釧砂粒を混  

稜をl州蜘こ残し、比  入する   
校的浅い。   

1280  杯  （13．  に1後に比して休酬の  口緑邪ヨコナデ、†≠邪へ  休部上位から口緑部にか  ①橙色②良好③H①  

深い模倣杯。日縁は  けてl回転ナデ調膣を施  

道立し、明瞭な外機  す。   
を残す。   

908  什  （13．  l．こ闇潮凍頂立し期酢  「ト唇郡外ソギ後、口緑ヨ  体郡上位から口緑部にか  ①灰褐色②良好③％  

四  でやや内湾する。最  コナナ。†相Iiヘラケズリ。  けて回転ナデ調弛を施  ④密⑤内外面ともに  

大径烏休部上仙こあ  す。   タール状付着物   

る。  
960  杯  13．7  やや下ぶくれの休酢  休那へラケズリ、外櫻は  休部底面へラケズリ後、  ①にぷい賞橙色②良  

J】．1  に極紺な外稜を域  ヘラケズリで面取り後、  中火郡のみ不定方向ナ  好③H④やや粗⑤内  

し、口緑を大きく外  

反する。   ナデ。   

1173  什  13．7  口縁郡はやや内湾気  口緑郡ヨコナデ、小Iiりに  底面不定ノノー向ナデ後、周  ①橙也②良好③％①  

3．9  味に外皮する。休郡  ヘラケズリによる沈紬。  辺からl二：l縁部にかけてlロ】  密⑤部分的に赤色顔  

は丸味を翔び、l二様簑  料付着   

との境にはl州昭な外  

稜を有す。   

101  杯  13．6  外棲のない諦【二」緑の  全面ヘラケズリ後、l二】練  底而不足方l「りナデ後、周  ①橙色②良好③％④  

5．′1  杯で、日縁郡はやや  

直線的に外皮する。   転ナデ調要！‰   

1028  杯  （13．  外棲のない累口緑の  休部ヘラケズリ後、l：】緑  底面不定方l「りナデ後、周  ①にぷい褐色②良好  

6）  杯で、l二】様相＝よ濾紙  郎のみヨコナデを施す。  辺から口緑にかけてl司転  ③パ④やや粗⑤内面  

r畑こ外皮する。  ナデ調整。   と外甫‖二】緑黒色処刀Ⅰ！   

102  杯  12．（）  口縁部を内相ける須  口緑郡ヨコナデ、休部は  底面不定ノブ向ナデ後、周  ①橙色②良好③㍑④  

‘1．5  恵器杯身の模倣杯。  比較的大きい単位のヘラ  辺から口縁にかけてl軋転  密（診口緑と休部の一  

外稜は鋭利につくら  郡に赤色顔料付着   

れ、l刈らかに須揖拙  

受郡を意識してい  

る。   

12‘19  軌  （トl  口緑邪をゆるやかに  縦方向へラケズリ後、口  l二】縁付近ヨコナデ。   ①明赤褐色②良好③  

外皮する勒で、I二1緑  口綾部％④やや粗⑤  

付近のみ残存する。   二次焼成痕あり。   

1730  醜  （19．  鞘郎が「く」の字：i犬  口緑部を2段にヘラケズ  ロ緑郎ヨコナデ、胴部へ  ①浅黄樺色②良好③  

2）  を呈す、長胴醜で、  リ後ヨコナデ。胴部は縦  ラケズリ後ナデ閑雅。  口綾部パ④やや粗⑤  

【＝1縁付近のみ戟存す  外面二次焼成   

る。   

1723  郷  （19．  l二】緑郡をゆるやかに  ロ緑ヘラケズリ後ナデ。  口緑郡≡にり一デ。胴郡は  ①浅費樺色③良好  

外皮する長胴郷で、  ③％④やや粗⑤外面  

胴部は円筒形を星  二次焼成。煤付着   

す。   

H－5住居址土湘観察表  
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「   

了  
1386  

第381彗】ト1－5け什廿里止川二1二遣物（l／3）  

1030の手担土器は種付近から～二＝」二した。又、所調編物石は両壁付近床面虹llから数個まとまって  

山上している。   

煮沸貝の饗翫類は破損度がひどく、亀袖材として川いられた1723を除いていずれヰ胴下半部を  

欠損していた。これらのうち1249は貯蔵火付近から1730、341は電付近から州土した。1550は24片  

が接合された小形班であるが、1片だけ堀内より‖l土している。これに対し、罪責恵拙は561大難、  

865、124瓶、55∠1両杯が北西附から1195茹、810、891高仰が南西肌に集小する傾向がある。杯類  

は接合快＝系を見ると住属南三l二分から北西削にかけて分布しており北東隅は遺物の絶対墨：が少なか  

った。  
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番 号  訝岸 形  寸 法  器形の㍑徴   外irli調 整   一句 的f 調 整  

1030  手 相  8．2  廿緑酢茂ほぼ直立す  休部エビオサエ後エビナ  指助によるナナ。   ①明赤褐色（診良好  

3．2  ③H④やや机⑤内面  

6．1   タール状付椚物   

1550  郷  8．Jl  【二」紬郡を内伸する小  胴郡縦ノブr「りヘラケズリ後  砥部イ粗方l／りナナ。休削  ①撞色②良好（卦H④  

11．8  形の郷で、川舶肛やや  l】緑郎三］コナデ、底部へ  ＝縁捌㍑コナナで輪梢み  やや机⑤外面砥部に  

5．0  卜牛に最大律牒1  ラケズリ後、棒状1二艮に  偵を椚している。   二次焼成、伽柚こ白  

つ。底部は5Iく底。  よる刺突あり。  色什持物あリ   

1215  高 林   かなり長卿の人形満  卿郡、縦ノ川i」ヘラナズリ  林部との接合邪を描紬こ  ①橙色②良好③脚  

杯脚部で、杯r‡†iをす  後ミガキ、裾部構ノブ向ナ  よるナデで装．打。袖：郎の  郎H④据（む外面ドlミ  

（1（i．  み横方向ナデ。   赤縄色を量す   

6）  

3－11  郷  （トl  急激に外反する如い  l二I緑郡三Jコナデ。胴部へ  lI緑郡三J二り・デ 、胴部へ  ①明赤褐色②良好③  

6）  頚部を有する。全休  

に肉悍である。   す。   

809  鯉  やや「コ」の：日大に  r二一緑耶を2段にへラナズ  11緑郡ごJコナナ、胴部へ  （D浅典橙色（診へ■1■）不  

近いl：l線形恕をホ  リ後ヨニり・ヂ。胴制はナ  ラケズリ後ナナ。   良③H④やや抑、¢  

す。胴郡は球胴服戌  1川大、小イJ合む⑤  

塁すると想われる。   l勺面二次焼成   

8（i5  賀り：（汀  球形の胴部から比較  全面力斗メ調整。   伽酢十差l】縁郎との接  （D外面灰色、l人油状  

瓶  的1】乙損な肩部へと移  吾郎を＝曲によるナデで   l二1色、旧H址伏赤色②  

須揖拙  行する。口緑湘欠1j壬。  装着させている 精良（釘％④良好（9肩  

郎自然紬付椚   

810  高 林  馴郡の一郎のみ域  マキアリ、ミズビキ成形  不定ノ川りのソ・デで輪机頂  ①灰色②鞘良③脚  

須山県  存。J逼脚2J鋸’川この  【叶柾ナデ調幣後、最後に  を消してし－る。   邪H④良好⑤透孔断  

＝填でスカシは3ノノ  面が酸化主より赤禍  

ド小こ聞く。   色を圭一！す   

891  高 什  馴郡の一郎のみ域  マニl＝アゲ、ミズピサ成形  不定ノル」（7）ナアで輪机み  （手灰色②鞘」互③脚  

須旭邪  存。パ卿2J射■JJ村この  痕を消している。   郎％④良好、イf炎艮  

卜一毅郎で、スカシIJ  イ個沌混入する   

トトt卦情列して3ノJ  

l句にイj■す。   

11り5  仇  （9．8）  l】縁郎の－・削が域  マキフノゾ、ミズビキ成形  l‖胤ナデ刑幣。   ①外ir】け川池、内面  

勿■抽淵  存。砂るやかに外反  伏色、断面明日灰色  

して、端部け肥脾し  ②相良③【粥紺明④  

て丸棒状を！－け。   きj）めて良好⑤【‘蓼然  

柚   

1Ⅰ－5り住居址土㍊観腰衣  

出土遺物（第37・38・3別封、l軋版26・27）   

本道構からの肛卜遇物は土師湘1鋸甘点、須恵邪10点、鉄帯3点、眠れ2仙イ本、編み物ホ23佃と  

純文時代のイほ持5点であった。これらのうち接合さJLて火測可能となったものは、二Ll伸県杯9個  

体、埜6個休、高杯1仙休、須旭帯B個体、手軋二1誹1仙体に銑鉄2本、刀イ1本、砥れ2一針で  

あった。杯は大きく3分類できる。所調教恵据杯蓋模朝潮を小心とした外稜を有するものと101、  

1028のような素l＝】緑のもの、それにl＝】緑を内槻させる1（）2の須恵州不身の模倣杯である。外機を  

もつものでも1280、1′‖（i、16∠10のようにし1縁を直卜させるものから9（）8のように形態的に刷れてい  
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るもの、さらに960、1173のように   

外にl川くタイプのものがある。102  

は須恵湘を忠実に模倣していると  

すれば、形態的に陶邑′rKl（）～∠13  

型式に比定できよう。   

良川司璧は胴部上位が膨らみ、口  

緑を「く」の字形に開くものである  

が仰＝∵三I壬はいずれも欠損している  

ためイく明であった。1215の高林は  

かな上長馴化したものであるが林  

部をすべて欠損している。須恵器  

は全部で8胴体あり、うち5個イ本  

が袋物であった。瓶瑚は胴部にカ  

キメを施す865、頸部に波状文を施  

す5Gl・1386等がある。杯蓋554は端  

部が内層につくられており、焼成  

段附でかなl）変形している。高林  

81（）、891は脚部片のみであるが、長  

州二股透し孔を施すと思われ、陶  

邑（′1、lく10～∠13）型式に比定される  

と止しわれる。鉄路は2本でている  

が、l両者とも無茎で中央に火を持  

つタイプのものである。又、ノ」子   

は比校l杓頂型を保つもので、茎に  

は木禦が残存していた。なおサビ  

付言■‘Fが署しく目釘状のものもあ  

り、 あるいは蕨手状を呈す叶脂性  

もある。鉄湘と砥石の共判例も興  

味i架く、西側にある■ん墳郡との関  

連性を指摘できよう。全体的に6  

1朋己後・さlた代と比定できよう。  

（加郡）   
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第二i（）l茎11l－5り■住い＝‖：．■＝」▲．剋物（1／2）  
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H－6号住居址  

遺構（第40・43図、図版13・15）   

本住居Jlt二は、調査区の南側J－5・6・7グリッドに所在する小形住居址である。南にはⅠ－Ⅰ－7  

号住居址が隣接しており、両壁の－・郎が接している。また、本住届Ⅷ二の東側には、W－4号溝が  

あり、プラン確認、排土作業を通して本址より新しいものであることが明らかになった。基本層  

序ⅠⅤ層上面で確認され、平面形は東捌こ長い長方形で、寵を東壁■l－火やや南寄りに持つ。規模は  

∧ユ墾二70m 5  

0  2∩  

第1屑 ㌔Å～槻也二l州 糾帆 しまり、帖件八主なし。¢3－二iOnl【lグ）lコームブロックがまだら  

に5％混人する。  

雛2桐．リ．用じ色二巨JM 糾†■少。しまりなし。やや湘朋沌イ】－する。¢2、2（）m川－の腔石■む含む雄虻  

！・．が剖）％混人する。  

第3丁目 几‡机也土屑 紳抄。紺件を・什i‾る。¢3－1ざ川川lのロームブロックが5％混人する。  

第4屑 掛川也二1二ノ河 糾帆 やや帖廿をイける。¢1（）■－川瀬J後のロ岬ムブロックが少Fll・混人す  

る。  
第5桐 tl侶附色二l州 糾帆 しまりなく、やや紺′件をイJ‘する。¢8川－11）てi彼のロームプロ‥．′ク  

が少、i一拍と人する。  

第4（）図lⅠ－（トゝプ・†＝パ■址（l／（iO）  

－ 55 －   
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50m   
A   8  

¢2－イl…の怖†」■をわ‾j一かに含む  

糾砂。しまり、†llけ巨共になし。  

さ．】、㌔机也二上むノ）‾JLかに含む焼1丹j。  

色  

りややぁり、fll削‡あり。  

¢2～6…の焼土㍑を含レ叶粧  

しまり、帖l′」八になし。  

¢2－小‖…叫！贅イJをわずかに含む  

り招づ。しまり、拙作共になし。  

¢5∩川－1）7ii妾グ）fl11仁プロッノを含む  

紬臥 しまり、ヰ州ノl三」しやや。く〕リ。  

須1仲j よl㍍錆色．上1日  

第2屑l叶机色三上屑  

第2il屑 に一；い弗硯  

第3屑 快眠色上圧づ  

第ノ＝パ ブ．1㍍特色二川・子  

弟5I“l甘削色上回  

雛6舟づ に∴い鈍肌色  

狛6こ川づ に．；ハ、‡■‘り刃色  

第7IM ′ノ＝明色二1川  

須7刷イト∴い、田端色  

椚叫イ 八潮色二l■．屑  

第（川・j ∴し潮也日イ  

第1（叫j；lt机色卜叶j  

A・－一  

－
 
∩
 
 
 

－
 
∽
 
 

二卜屑 ¢2～1［川lの小石を合几・辛いl川。しまり、拙作といこ鮎、。  

二卜屑 紺砂せ宜明常凋言江・、Ill■＝上 しまりややあり、約lノ事．怖い。  

よ〈炊けた‡ll）川づ。しまりか・描く、拙作ややある。  

卜屑 焼けてい左・いf■li二日ぐぅ。しまり、fl川三共にややある。  

¢3nln－前後の情イl’をわずかに含む糾帆 ¢5n－ml拘後の粧トナロックが′10％混人。  

¢3－7…の峠＝をわずかに含む糾仙。しまり、相伴北になし。  

¢2り－ニう（）…のロームブロッノを㌢一；．に含L周‖砂屑。¢3－7∩川一叫・tイ」‘をけri王かに含む。  

恥1＝刈＋‖【（うり・†＝車址職（l／ニ州）  
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70m   八   一 八′  

138．50  

138．30  

J且⊥建一一  
138．1  

一日′  B－   

ーC′  C一  

千  
0  2m  

恥121茎】Il－6り・†吊軸蟻川帖廿状態（1／（iO）  

南北軸3．6111、東西軸5．3111であり、面机は17．2Il12を測り、南  

壁、北壁の中央がやや湾曲するが、各辺とも整った形態を  

呈する。主軸方位はN－930－Eをさしている。通存状況は、  

穏及び東壁のW－4一別掛こ切られている郡分を除し、ては良  

好である。   

覆土は、第40図の地断A－A′に示されるように5肘から  
長径c事11  タ裏径cIll  溌さc11】  l－1  69  小1  50  1－2  43  36  18  1－3  31  28  17  1）．．  小l  35  17   

ピット封・測表  

形成されている。各層とも粒子が細かい紺砂で1～3屑が  

黒褐色土、4・5屑が陪観色土で、遺物はノl層をlい心にJ二1トトした。   

確認面からの壁高は、平均36cI】1を測り、急傾斜をもって立ち＿Lがる。壁の立ち卜がり用度は、  

平均7ポであった。周溝烏、竃の郡分を除いて深さ5clll、巾酎0～2（）cIllの規模で施コニされている。床  

巾＝ま、基本層序第Ⅴ憎を州り込んで構築されており、ほぼ平坦で5c川内外のレベル差でおさまる。  

穐前耐から中火にかけての空「＝」、両壁lい火から貯蔵州寸近にかけてはよく踏み固められ、堅緻な  

状態を呈していた。電右袖死期から70clll抑こ、J毒さ77cm、晰13cm、深さ1～∠lcmの南北方向のlⅢ  

仕切り二伏の掴川込みが見られる。床l両は、黄補色土で貼床が全巾＝′こ施二I二され、北西部が2～6cm  

で描く、南東部は8～12clllとやや厚くなっている。  

一 57 －   



ピットは計測表に示  

すように、5個確認さ  

れたが、P2～Pきは床下  

土坑で主柱穴は検出き  

れなかった。Plは貯蔵  

穴で、長方形を意識し  

て掘り込まれている。  

貯蔵宋を囲むようにし  

て、帯状の高まりが、  

床面から2～4c肋の高  

さで見られる。   

床面の掘牒方は、多  

くの凹凸が認められた  

138.60m 

第1唐 草鴇色土層 紳砂。参2～6耽の小石を含む。  

≠10～ほmmのロ㌧「ムプロソクを7D％含む。  

第43図 H－ 6号†主居址掘り方（1／′80）  

が、ほぼ水平に荒掘り  

がなされている。また、  

床下土坑が北東壁際に1基、中  

央部舷2基、篭の前に1基検出  

された。  

尭（第41図、図版14）   

乗壁の中央より南寄りに位置  

し、主軸方位はN－96■－Eを指   

－、ニーl  
窮44図 H一＄号住居址出土遣物（1／3）  

－58－   



す。後世のⅥ／－4号溝により、両袖上郡、煙道郎が破壊されており残存状況は悪い。全長115cl11、  

l帽90cmを測り、住居内と住屈外の比は76cl11：39cmである。煙道都立ち＿l二がり角度は690である。袖石、  

支柱は検出されなかった。   

袖郡は7層に分けられ、紺砂の混入する粘土をl封めて構築されている。去ら底には、ロームブロッ  

クを多卦′こ含む黄褐色ニヒを倣いており、火床部の下もl司じ班褐色土が敷かれている。煙道部の榊  

り方は、壁外をきっちりした艮力■形に掘り込んでいる。火床部からはピットが検Fl1された。W－4  

号溝により半分を破壊された竃であるが、精巧に造られていたと想像される。  

遺物出土状態（第42図、図版15）   

本住屈・址から出土した遺物は、実測可能な3個体以外はすべて小破片であり、これらの60％ま  

での土㍑カi寵及び貯蔵穴付近に集中している。1の軌は、貯蔵穴と壁の問の床面に口縁郡を壁の  

方に向け、斜め上力■から州し潰されるように州二】二した。尚、60c雨靴れた1片が接合している。13  

の杯は、1Ill以上離れた3片が接合したもので、床面上7～25cIllの高さに分イ持している。18の杯は、  

約40cIll離れた4片が接合したもので、竃右袖前の床面頂上から出土している。  

出土遺物（第44図、図版27）   

本住屈址からの出土遺物は、総数60点で実測可能の遺物は悦1佃イ本、杯2個体の3個体であっ  

た。1は大形俄で、口緑郎に最大径を有し、ゆるやかに外反する。18は、外稜を有する杯で 、I二I  

縁郡が外傾する。13は、内斜口縁を有す杯で、内面は全面に赤色塗彩がなされ、外面はl二J綾部の  

みなされている。この杯は、他の土器との共伴関係から時代を異にするもので、Ⅰ－Ⅰ－1号住居址  

やⅠ－Ⅰ－2号住居址出ニヒの遺物と類似している。このことから、13の杯は本住居址の遺物とは考え  

られず、流れ込みによると比しわれる。  （原口胡  

ホi子  岩浮 形  寸 汰  肌 形の特徴   外【相 調 幣   内irli調 整  

酷  25．2  lて】緑がJl之人径で、胴  胴部全面縦方向ヘラケズ  胴部ヘラナデ、l二」縁部ヨ  ①橙色②ぷ好（参完形  

31．′l  （むやや紺（む外附こ二  

t）．8   次焼成痕あリ   

ぽまる。   

18  杯  （12．  休部から棲をもって  休部ヘランーズリ、【二】緑部  †宥邪ヘラナデ、」】相即ヨ  ①橙色②良好③％④  

卯  コナデ。   密   

‘l．5   

ら直泉裾引二のびてい  

る。   

13  杯  13．6  拙高のi‡一い、悦に近し－  休部ヘラケズ リ、【】緑那  †イ招Ii不定プJ向ナデ、口緑  ①灰黄栂色（多良好  

形態をホし、深い丸  ヨコナデ。口緑那のみ赤  郁ヨコナヂ後全面赤色塗  ③H④密⑤休部外面  

底の休r†l；に「ノづ斜【二】緑  彩。   煤付着   

を付す。   

ⅠⅠ－い動乱址士拙観察表  
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H－7号住居址  

遺構（第45・48図、陸＝阪15・16）   

本性ノ封11二は、死闘調査区の南西の隅、．†・Ⅰ（・1ノー5・6グリッドに所在し、北壁がすぐ北に  

隣接するⅠ一Ⅰ－6 り・住居址の恥捌こ接する仙旧牒l係にある。また、東側80c川にはW－4号研が、ほ  

ぼ北から南へ走っている。確認は基本土層の第ⅠⅤ層でなされ、過存状況は良好であった。平面プ  

ランは、長軸方向（東西）が5．2Ill、短柵ノノ向（南北）が5．1111を測り、史実な正方形を呈する。主  

軸方位は、N－850－Wを渕川、面積は25．0Ill～。東壁Il‾l火よりやや南寄りに穏を有している。   

覆土は、基本l′I引こは拙砂で6層に区分でき、レンズ状に椎鞘している。住居中火郡の床面から  

5cmはどのところから、厚さ6c111で多柚こ炭化物を合む僧（東西地断4l）層）が検州されている。   

確認された壁高は、平均で′15ctllを測り、800の什度でシャープに立ち上がる。周溝は、確認に苦  

労したが、全周していた。瞞カゞ20川前後、深さは3c111ほどである。床面は、厚さ2～6cmで全面  

的に貼床が施され、平坦に什1二げられている。珠面のレベル差は、10cIll以内におさまり、束が高  

く、酢′こ低いという傾向が見られる。また、住居中火部から東壁にかけて、非常によくしまった  

堅緻面が検出されている。州り方では、大きなl凹凸の波が認められたが、その他r‖‖土切状遺構な  

どの特殊な施設は見られなかった。碓認された柱穴は、主  

柱穴が4個、支什穴が1仙、入lコ施設に閲係すると旭われ  

る柱穴1個、合計（i仰∫】である。その長径・短径及び深さは  

右の表の通りである。貯蔵プロ〕。・補助柱穴P7・入l二川鮎設に  

関係するP6以外の三輔三穴1）1からⅠ〕．1の探さは、40～50c川前後  

でほぼそろっている。平…引こおいてもl）。とP6を除けば、  

円形かそれに近い形状を呈する。柱穴閃の心心批離を見る  

と、北方向（P．－Ⅰ）。）が2．3111、両方向（Ⅰ〕2－P。）も2．3111、  

長径cl11  短径c‖  探さc川   

Pl  36   33   51   

P2  33   31   46   

P3  32   33   朋   

P。  30   28   43   

P5  74   59   53   

P6  46   22   5   

P7  18   17   25   

ピット計測表  

東方向（Ⅰ）。－Ⅰ〕．1）も同数の2．3111、西方向（P．－1）2）がや  

やふくらんで2．′1Illを測り、はぼ正プJ形の］甘点の1j川■lミに配されている。P7の位置は、P．－P3・P2－  

P。を結ぶ対角紬の交点から伽か10cll洒ヘザれており、支柱穴と判断できる。主柱穴に比べると長  

径・短径とも小さいため、鮒めの柱が立てられていたことになる。貯蔵穴P5は、方形を呈し、租  

のすぐ南側に位旧し、底部はでカー形のまま50cIll以」」肘〕込まれていた。   

空い】利川については、休店ヰ・火部から東側にかけて広がる堅微雨は、恍川頻度の高さを示唆す  

る。両壁中央よt）やや東に寄る位置にあるP。は、この型緻面の存fEを考慮するとき、人I二J施設に  

関係するものであろうと判断できる。   

竃（第46図、図版17）   

東壁の中央よりやや南仰＝こ情蹄形拙こ確認された。二い柚方位はN－1000－Eを指し、三i三柱穴P。を  

避けるように抑えられている。撹乱はなく、極めて良好な通存状況である。全長は153c川、全幅が  

108cI11にも及び、伸道の立ち＿い）角度は800、高低差が50c‖にも達する大形の穐である。電は、壁内  
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第1屑 ≠J、㌔補色・卜屑 ¢2－5n川lの蝉イJ3％混入する糾砂。  

須2屑 に，；ごい赤裾色土JM ¢2－5…の軽イ】‘2％、ロームブロック混入の糾砂。  

第3屑 明補色土J雨 蛙イrl％未満含み、¢2－8m‖lグ）礫2％混人の紬砂。  

須4桐 暗補色二卜屑 ¢2－7‖nlの頼イ「1％混入する紬砂。精悍、しまり朴）。  

第4a屑 相補色二l二屑 炭化物混入。  

第4b屑 ㌔．I㍍裁色二】潮 軽イ】‘の混入しない周冊少。帖性やや有り。しまリイ∫リ。  

第5桐 ‥裾色二卜屑 ¢2～5…の軽イl‘1％混人する川砂。ロームブロックイrリ。  

第6屑 補色二上層 ¢3～5…の頼イrl％未満混入する紺砂。Lまりあり。  

第∠t別封 トⅠ－7サ住凧・址（1／60）  
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一A‘  
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節＝屑 寺側色斗川イ ¢1－：う…の1－ト＝こう％含む舟晰少。  

須2屑 に∴い机色上屑 粧仁粒を多拙こ含む細砂。   

第3頼子 プ上㌧栂也川 ¢2～小一川一項紬‘3％、¢10n川－のロームブロック7％含む錮少。   

第′川づ に，；ハ、苅槻色二巨屑 よくやけ7二純帖二卜の桐。押測十しまり‘い）。   

第5屑 机色ニト屑 ‥粧1」舶（）％、¢2－3…の礫2％ilと人するキ州】少。   

第（用 暗視色二川 ¢1川の轢1％、¢1（・‖－の焼二けlコックニう％含む糾軌   

弟7仲j 伏栂也t■．屑紬柚こj小、＝色帖二卜。¢1川のロームブロック1％混人。  

釣針朋削色t・．朋＋棉土粒50％iほ人する糾抄。¢1－2…の峠イ」■2：危i！亡人。   

れ冊子 tり7裾色卜ノバ ¢5～50‖川－のり－ムブロック20％iほ人する利用少。   

錮川 崎机色1川 ¢2～l（）‖lローのし7－－ムブロック1％り己人する牒胴丸   

第10屑 ∴l．潤也⊥屑1冊卜しまリグ）‘♪）る紺砂。焼二卜枇1％混人e  

第11朋 子褐色卜丹j ヰ州′lミの‘タ）る細砂。煩十粒1％混入。  

第11a仲子 音裁色 巨屑 粧川姑0％il乙人すか紺砂。焼二1調二1％iほ人。  

れ12桐 に∴い武闘色1．屑 純粘二卜帆やけてdく針り二所あり。   

恥1Gl※】11－7り▲＝凧甘心（1／：如）  

ー 62 一   
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が92c‖、壁外61c川であり、束  

へ突き山るように設置されて  

いる。  

構築は、東壁の中央よりや  

や南寄りを、探さ45clllで、60  

cIllほど切り込み、掘り方とし  

その州リノJ‘上に白色粘土を貼  

りつける二Ⅰ二法がとられている。  

この構築方法は、ⅠⅠ－3号住  

居址、ⅠⅠ－5号住居址等と同  

じ力‘式で、東側に大きく相川  

込んでおり、掘り込みのない  

Il－2・引三iミ居址とは対照的で  

ある。構築材は先述の如く軟  

質の白色鮎」1をlトL、とする。  

左袖の切憫川］には、ぎっしり  

と糾砂の言‡．！はった塞が出二llし  

構築材として使川されていた  

138．60m  

2nl  

須l丹j 川丹t†揖色仁屑 刹榊少。、†．1i性、しまり‘f）リ。  

lコームプロりク柏5（）％混人する。  

第4畔】トⅠ－－7リ・住居」山裾リノノ（1／H（））  

ことが碓認された。また、糾の■いから怖かながら切り藁も検出された。榊築材には焼土も見られ、  

祁1部分に多く、仲通郡に進むほど少なくなる傾向が見られた。仙川面の碓認の際には、焼土が予  

想するほどJ二lげ、どこまでが天外郡の眉落で、どこからが快川面なのか確認に苦しんだ。結局、  

予想よりもはるかに燃焼部が沸く、そこから一気に急用度で柵道が立ちLがることがlリ」らかにな  

った。仙川耐こおける焼けぐあいは、焚口郡で強く、煙道に進むほど弱くなっている。本住居址  

の竃は、全長153c‖のうち壁内が92c川、蛸外にGIcm突山している。時代が進むほど穏が住居外へ出  

ていく傾向があることが良く知られているが、ⅠⅠ－2弓イ主居址のように東へ突山しない奄に比べ、  

構築時期がかなり新しいと見ることができよう。   

遺物出土状態（第47図）   

本住居仙の過1勿のJl与土には次のような特徴が見られる。第1に、∠130点以t∴にも登る退物のうち、  

完形に近い接合状況を示すものは、ほとんどがノ木面血」1二から＝二卜していることがあげられる。273  

や395の雄は、特にその傾向が鋸著である。395の場合には、ノ人的‥こ横倒しになっているところへ  

上から圧力が加わったか、或いは床耐よりもそう離れないところから床巾‥こ落とされて破壊され  

た様相を呈していた。第2に、完形に近い接合が可能であった遺物を見ると、水平分布に散らば  

りがl≡】立つものと、比較的附いするものに2分できた。273や395は遺物が集l二いして山二l二したのに  

対して、113は最も離れたものでは∠1Ill余りも離れている遺物が接合可能となっている。113の場合  

－ 6／ト】   



雛那順1H－7サ†ご用；・址出二Ⅰ∴逝物（1／3）  

番 号  器 形  寸 法  端形の特徴   外 面 調 整   内 的i調 整  蕃農聖書寵馨③残存   

273  鯉  21．3  底部と口縁郎に厚み  ロ綾部、描けデ。胴部、  口緑部、構ナデ。胴部、  ①にぷい橙色②やや  

36．8  

6．0   粗   

小位に最大径をもつ  

長胴建である。l二】緑  

那は外皮する。   

113  雛  15．9  胴部中位に械大径を  l＝ト綾部、柑けデ。胴部、  口縁郎、桝ナデ。胴部か  ①にぷい橙色②良好  

31．2  

8．2   

底。   

H7住居址土岩拝観察表  
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＼  】1  

には、水平分布のみならず、垂直分  

袖においてもかなりのバラつきが見  

える。第3の特徴としては、117の須  

恵湘南杯において蛸著なように、床  

面萬上の遺物と確認面に近い高いレ  

ベルの遺物が接合可能となった点で  

ある。同一個体であるにもかかわら  

ず異った覆ニヒの層から／＿l二i土し、その  

レベル差は35cl】1にも達する。それぞ  

れの遺物を包含する覆ニヒが異なると  

いうことは、遺物の浪人の時期に差  

があるのではないかとしか現在のと  

ころ説明のしようがない。それ以  

上の説明は、今後の課題となろう。   第501裏t ‖－7サ住居址山二卜遣物（1／3）  

－ 66 一  



番・iチ  器 形  寸 法  器形J）特 徴   外 面 椚 楷   内 面 刑 整  

3P5  郷  17．6  庇附こ厚みをもつ。  【二l緑部、肋ナデ。胴湘、  l二I縁榔、横ナデ。胴部、  （Dにぷい撞色②きわ  

37，3  底部は丸みのある＼Iく  縦方向のヘラケズリ。底  構ノノ向のヘラナデの後ナ  めて良好③∬（む密  

4ノl  底で倍大子羊別同郡申  7▲。   

†jlにもつ」i主胴建であ  

る。労相附こわずかな  

外稜をもつ。lコ緑郡  

はなだらかに外皮す  

る。   

′127  鯉  19．3  胴郡l■い位に最大径を  t二1緑郡、恍ナデ。胴邪、  l二職制、桝ナデ。胴部、  ①にぷい境色②やや  

もつ。口緑部はやや  縦方向のヘラケズリ。  楢プブ向のヘラナデの後ナ  不良（診口緑部から胴  

外皮する。  ア。   部にかけてパ④やや  

粗   

251  什  （15．  体削が付く、口縁郁  ロ緑郎、桝ナデ。ノ由一椚、  日縁郡、休郡、底部、峨  ①橙色②良好③H④  

は沸い。†1こ部は偏平  密   

∠1．2   に立ち、川部に外機  

をもつ口緑郎は外佼  

する。   

四  杯  （12．  底部は‡lく底。底部と  l二l緑郎、桝ナデ。†イ招l；、  日縁湘、構づ・デ。休部、  ①橙色②良好③H①  

0）  密   

6．1   

ながら二＼一ノ：～う．1二がり、  

l二1縁部で囚傾する。   

高 杯  回転楢ナデの後、桝方向  l帥臨偶ナデ。   （》灰色②良好③脚  

承忠邦  の回転′、ケメ。  部H④哺  

Ⅰ－Ⅰ－7号はノ計址二l．淵観察表  

出土遺物（第49・50図、図版27・28）   

本性居址の実測可能となった遺物は、僅か7r【む1体のみであった。二】二師鮨蛮が4個体、同じくニヒ  

師拙杯が2個体、須恵器高怖が1個体である。4個体の蛮のうち273、113、427は特に長胴化が著  

しい。これらはいずれも胴部井1位に福大径を有し、二次焼成を受けているという共通点を有して  

い－る。∠127は堀左袖内より構空捌オとして使用されたものである。杯では、251の模倣杯が、北に隣接  

するH6号住居批の18と非常に近い。一・方 、∠121の杯は、休部の拙肉が厚く、FA降下以前の杯  

に近く、共伴関係からいって流れ込みと判断してよいだろう。須恵損高杯脚部117は、柱郡にタテ  

方向のスカシ窓が2段配されており、裾部は緩やかに閲しゝている。本遺跡の須恵器高杯の出土は4  

点を数えるが、溝より出土した1段スカシの高杯よりも新しく、トト5住居址の891や890と同じ時  

期、すなわち、TKlOに比定できよう。   

本住居批の出土迫物を個々のレベルではなく、ひとつのまとまりと考えると、6世紀中葉と判  

断してよいのではないだろうか。  （中野）  

一 67 －   



H－8号住居址  

遺構（第51・54図、図版18）   

本性屈址は、調査区の東方G・ⅠⅠ－11・12・13グリッドに所在し、西の住居址群から－・軒だけ  

離れている。南iこはⅥデー2弓・溝が本址と巾複している。プラン碓認の段Iqt7でW－2・号溝の覆二卜が  

本址との重複部分に入っているという所見から、‖引U」の新しいⅥJ－2号溝を完掘して本土ll二の排ニヒ  

作業を進めた。基本層序ⅠⅤ層」∴面で碓訳され、平面形粛正方形で、程を東壁やや南寄りに持つ。  

規模は東西軸5．1I11、南北州5111であり、両桝は23．GIl12を測る。各辺とも帝：線的に構成され、整っ  

た形態を呈する。主仙方位はN－900－Ⅰ工をさしている。過存状況は、南岬のW－2号溝に切られ  

ている郡分を除いては、極めて良好である。   

覆土は、第51図の地断C－C′に示されるように、8層から形成されている。各層とも粒子が糾  

かい紺砂からなっている。第2肘のll1の2町層は、炭化物が70％も含まれるプ．Ⅳ視色二l二で、住居址中  

火部に厚さ8ctllで摘に傾斜し、約1．51112のく附ノりに見られる。   

確認而からの裡高は、平均65c‖を測る。壁の立ち卜がり用度は、平均750であり、シ▼l′－プに立  

ち上がる。床面は、基本層序第Vll層まで州り込んで構築されており、北半分が高く、南半分が低  

い2段になっている。南北附何のレベル差は15～2‥c111ある。！・榔緻部分は、小火から筆削こかけての  

部分と、南の低いγ帥＝巨火部分にある。貼り伏は、全1日にわたリ10～18clllの厚さで施工されている。  

ピットは、計測表に示すように、13佃碓認されている。三社盲ミ穴はPl～P．1の4個で、各三i三柱穴の小  

心点を結んだ州：／1：の間隔は、P．－P2が2．5m、P2－r）。が2．6m、P3－P．1が2．8m、P．，LPlが2．5mで、  

Pl－P，、P2－P．．を結ぶ対殉紬の長さt）3．70111、3．68mと極めて近似の数値を計測した。しかし、主  

柱穴は、住居址の各隅を結ぶ対狗紬上には位置しない。Ⅰ〕5は貯蔵穴で艮方形に掘り込まれている。   

床面の掘り方は、多くのlリ1凸が言忍められ、床下．仁坑が8  

基確認された。規楔は大小様々で、北側と－卜段下一毀の境目  

に多く検山された。粕川方を終■rした崎点で、北壁のロー  

ム層の小に炭化物を含む黒色土が、厚さ′1～10c‖で鮮やか  

に確認された。そこで各壁を精査した所、四壁、火照にも  

見られた。この炭化物の備闇1をl刈らかにするため、第5∠1図  

のように壁を7ケ所切り地断を調べた。その結黒、銀色．こl二  

が北壁では基本肘序の第Vll層と節IX層の問を切り、奥行  

′10～50cmまで達している。西壁、東壁も同じ僧を切り、壁  

面から10c目前後の所で止．まっている。北岬では炭化物も多  

く広い職囲で【州帖こわかり、焼・とも混入する。東埋及び四  

壁では炭化物も少なく狭い矧井＝こなっている。北側の高い  

方にのみ見られ、両側の低い力●には見られない。こういっ  

たことからも、l‘‡然のものとは恨われず、住居に快ける遇  

－68 －  

長祥cm  短径c川  探さc‖   

Pl   30   28   45   

Ⅰ）2   34   

P3   37   35   21   

Ⅰ）．、   28   27   43   

P5   68   49   34   

Ⅰ）6  138   92   20   

P7  皿  103   19   

1）8  101   58   16   

P9   51   50   

1■）l。  ′柑   27   25   

P,, 211 31   

1〕．2  40   35   28   

1）13  28   23   23   

ピット計測表   



W－2  

2 m  

第1IH まl、＼机仏土JM 糾砂。しまり、畑作なし（、  恥川づ．l．11色卜JM 糾仙。しまり、帖‖：共にややある。  

弟2仲子 ‖紆附色二卜屑 糾帆少5－‘10…のロームブロック  第5I亡イ 黒山色」潮 紳輔少。…描く、しまりややある。  

を多j．いこ含む。しまり、杵廿カし。 第6屑IIF川沌t川 糾航 しまりやや‘す）る。  

第2il屑 よl、㌔言掲也二l川 棚帆炭化物か70％含ま八る。  第‖H ∴し‡色仁朋寿附供 しまり、畑作ルこある。  

第：5J再 ∴l．㌔音褐色二川づ 細紗。U－ム拉左■∠10％含L・。拙作イ】－。  

芹15什対Il一日り・州仙卜（1／（う（））  
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八」旦二00m   ー〈一  

A・一■   

第1屑 昭硯色上屑  

第2屑 ∴し‡隅色十屑  

第叫イ 隅色上屑  

第3～l屑 プ上■瀾地上州  

取引州 プリ、㌧裾色＿刷づ  

第‘＝〔・子 ノ肘槻色二巨JM  

第5朋 子特色土屑  

第じ頼子 に∴いf・一〔字局也  

¢2－こ）‖‖‖〝）腔†」一斗・こi％含L牒‖仙。  

粘二卜粒を5％含む抑抄。fll冊1′－）リ。  

¢5－1川lの小†」■を‘1％含L・杵二＝いづ。  

しまりあり、f＝用い。  

¢2－5‖‖‖叫一日l▲を柑盲；二含L守‖＝仇  

伏が巨休、軋トプlブックがま／、ざ▲－ノに  

10％il上人‾1，る。  

帖二t∴ 枕卜。  

粧：＝＝＝■．：二l■・含む糾紗。ややし、士り  

をイ「巨。拙作Lやや‘丁・）る。  

川づ ¢1（）‖川】f‘■V）礫を徴試合むf－1】1  

－
 
∞
 
0
 
 

－
 
U
 
 

1m  

第7J（イ デ褐色t・．仲子  

雛8丹づ j黒紺色十Jf・j  

須8jl屑 相手局色卜丁目  

第Rl）Jiイ 栂色l・．パ・づ  

弟（）屑 附刃色卜吋1   

糾川少。か／二く しまっている。  

伏、炭化物、肛卜．ブロックを多仙こ  

含む。やや裾津lミをイ】▲‾i■。  

紺砂。焼二仁を徴；．し含む。f川ノほイ1■ri一。  

吠、ロームプlブ ′クf】占人。微光の桃  

卜い」・’ノ圧る。州′巨あり。  

ローム朋、†－．：卜やわ▲－，かいか拙作を  しまり、、flli性jlこに‘手）る。  

姉払屑＋に∴い赤裾色二仁桐 畑十代。ブロリク状にまだ▲’ノ  

に娩土か兄▲－ノ頼る。朕化憫柑制人。  

第61州 ‖畑栂色＝戸一 帖げf。しまり、fl川しむイ】一‾j‾。¢3‖lr‖  

グ）頼イーを微【■：：含む。  

もつ。所ぺに；リ．用心色上が混入。  

第1（棚 に∴い州境色▼川づ 釧川少。州ノi三が強〈莱かい。焼  

上粒が少jl用亡人。  

弟11J“lけて附也十，J†・j 和昭㌔ 塞かく、拙作は少ない。  

昔ち52図 tⅠ－8り・†刷「川二龍（1／：i（））  
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Ⅳ軋P  
E一   

第‘＝“ 附揖色巨叶j  

クルtJ川づ に．；ごい妊侶色  

弟1丹イ j．l、㌔陽色卜J“  

弟5川j 昭裾色二仁丹7  

弟（川づ 帰色二巨屑  

第7叶子 手持色十．叶子  

ローム柑を70％含む榔砂。†－1昭二あり。  

川イlノー－ム頼ま・（；0％含む帥砂。粕  

川やや．い）。  

¢ 2－1【ln－のヰーた†」●を二i％含L朝＝紗。し  

まり、fl川三相二なし。炭化物が混入。  

¢1り－2（）n－m（乃ロームブlトノクが20％  

i！占人。炭化物が混人。  

¢1（ト‘川nlmのロームブロックを60％  

含む。しまり、附ノl三共にやや‘タ〉リ。  

ローム払う0％混人。紬砂∴州侶〉り。  

第川イ．リ，ミ槻也十．Jぐづ  

須1il屑 ㌔．1詔尉生上州  

第1叫づl情隅色十川  

第2屑 陶色土屑  

苅3眉．リ，‡槻色l川プ  

lトーム㍑そ30％含L守＝l砂。f■l胴凍りく  

¢1（ト2伽－nlグ）lJ一ムプりックが10％  

混人‾‡，る紬砂∴紺性ややム牛  

¢1（ト：対日lmの＝㌧－ムプ＝㌧ノクか60％  

混人‾‡一る糾砂。拙作やや‘いJ。  

ローム棉を50％含む細眈パIl■性あり。  

ローノ、プロッツi■20％含L周‖砂。  

イ15rll妻lトl－8リ・†■i州川勃‖ノノ（1／（吊）  
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榊であると旭われる。l、■l竜、什ノ．州二内の床面及び貼りノ末からは、この様な僧は検Hされなかった。  

竃（芽沌2図、図版19）   

火壁の小火やや南据りに位旧し、主軸方位はN一耶0－Eを指す。本件万抽Lの碓認面が高かった  

ため残存状況は極めて良い。全長150c‖、幅1（）Oc‖を測り、住居内95cm、住居外55cmである。煙道  

部立ち上がり川度は740でシャープに立ち上がる。袖イ7は安山岩系のl1」礫を用い、左右」いこ存在し  

たが、右糾イ三rは下段の方ヘルけし満ちている。支柱は検Hされなかった。火床部、煙道部抑こ良く  

焼けており、火床部の床面よりやや低くなっている。   

袖郎は5桐に分けられ、柚土をl亘lりめて構築されている。柑t）方を見ると、砥が1二段と下段の墳  

に築かれており、ノ己袖は】1二の股に、右糾＝ま卜の段にある。そのためお袖を厚くし、左オ了の高さを  

そろえている。基底には、ローム質の鴇色二Ⅰ二が放かれている。州道部の州り方は、700の角度で立  

ち【】■．がり、理外を梢＝形に州り出すし，  

遺物出土状態（第53図、図版20）   

木上＝酬ヒから出二卜した遺物は、実測■■J能な13点以外すべて小破片であり、半数以上が南側の低  

い耐に集■いしている。中央部は比較的少なく、l）．．付近にも集小が見られる。1朋は、4片が接合す  

る杯で、両側中央部に分布し、床耐上50～70cIllの高さから山二l∴している。293は、り1‘が接合する  

杯で、いずれも両壁際の床面せ＝二、あるいは珠面近くからJ1日二している。93は、2片が接合する  

杯で、竃をはさみ北と南に1ノ1ザつ211190c‖舶れて川上している。367は、4日‘が接合する壷で、  

3Jl▲は西壁イ寸近にまとまっているが、底郡の一辺だけが2Il170cM離れた職付近から出」二している。  

158は、6ノー1■が接合する聾であり、Ⅶ前に分イ1上しており、床面⊥20～30c‖の高さで出二1∴している。  

290の斐は、南壁際のノ末直」l∴に横転した状態で出土した。17∠iは、3片が接合する須恵端大空で、  

電の北に分布し、床仔＝上40c川前後で山卜している。295は、12什からなる娘恵湘大盤でこれら12什  

は接合しないが器形等からいト個体であることはl州准である。1（）片は両壁付近に分布し、P．－P2、  

Pl－P．1のl川に1片ずつ出土している。垂直分布では、地層断面の第1肘に197、198の2什、節2  

層に31、213、∠146の3片、第′1層に2日8、∠102の2片、第6層に215、295、296、421の∠l片、第7  

層に420の1片が分布している。水平分イけ、垂債分布から、295の大難は、崎期を異にして人為的  

に投棄されたものであるとごぢ・えられる。167の鉄渾は、電前プ乃Oc‖の床苗＝∴10cIll付近から出土した。  

出土遺物（椚55・5G図、図版28）   

本住居址からの川二1二道物は、土師㍍嗣33点、狼恵郡21点、鉄沖1ノ点と若干の理士道物で、このほ  

かにいわゆる編物れが12他日仁ヒしている。実測佃休数は、＝畔帯紙が2仙休、売が1個体、杯  

が6個体、須恵岩諸人紙が2仙休、件の蓋と身が1仙ずつ、合計13胴体であった。   

杯はすべて外稜をイ」‘し、l二】緑の形から大きく3分類される。＝緑部が外反傾向にある142、1朋、  

359。口緑部がほぼ出立する7（）、293。l1縁削がlサ傾↓、非榔こ大形である93。142は、端肉が滞く  

平底になっている。班は形態的に2つに分類される。口綾部に最大径を有する長胴鮭であろうと  

川碇される158。胴⊥郡に最人径を′付す丸朋の小形経で口緑はゆるやかに外皮する200。  
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番 号  器 形  寸 法  器形の特徴   外 面 調 蝦   内 面 調 並  

1小1  杯  12．8  帰平な休部を明瞭な  休部ヘラケズリ。外棲も  体子邦不定プ揮りナデ、lコ緑  ①橙色③良好③％④  

3．0  外便によって口縁部  ヘラで面蝦川、lコ縁椰回  那ヨコナデ、l二】膚はへラ  やや粗⑤口緑と内面  

と区分している。日  転ヘラケズリによる沈紬  ケズリによる内そぎ後ナ  を黒色処哩してお  

層は内そぎにより鋭  リ、忠爽な須恵択模  

角を葺け。   倣か   
70  什  （12．  龍立しながらやや外  l＝】緑郎ココナデ、イン柑Iiへ  l二】緑部下準を回転ヘラケ  ①橙色②良好③H④  

反する口縁郁と丸底  ラケズリ。   ズリで面取り後ヨコナ  やや粗⑤外面二次焼  

の休部を外稜によっ  デ。休部は不定方向ナデ。  成、内面煤付着   

て区分。  

1J12  杯  （13．  †本部と外稜で区画さ  休部へラケズリ、l二】糸鋸l；  全面ヨコナデ。   ①褐灰色②良好③H  

‘l）  れた口緑部がわずか  ④密（参内外面ともに  

に外傾しながら辿二立  黒色処理   
する。   

293  杯  13．8  比較的深し、休部に外  休部ヘラケズリ後ナデ、  休部不定方向ナデ後、・い  ①橙色②良好③％④  

4．‘1  機で区画されたはぽ  口緑部ヨコナデ。   火部を除き全面ヨコナ  密⑤内外面タール状  

献立する類い口縁ガ  デ。   付着物   

J．11る。  

359  杯  （1∠l．  やや浅い休部から外  休部へラウーズリ、口縁部  休部不定方向ナデ後、tい  ①にぷい補色（訃良好  

8）  僻しながら立ちあが  ヨコナナ。   央部削除き全傭巨コリ・  ③H④やや粗⑤口緑  

リ、l：】縁郡は外反す  ア0   と内而を≠．l．与出処理   

る。  

93  杯  （20．  ひじょうに大形、丸  休部へラケズリ、lコ緑翻  ヨコナデ。   ①橙色②良好③H④  

2）  底の休部でl二】緑郡内  密（診他に同一佃体が  

傾。   2片存圭一三する   

290  雛  12．6  植大径が胴部＿1∴jlたに  胴部及び底部ヘラケズ  胴弥下位から底部まで縦  ①橙色②良好（診パ①  

17．8  ある小形班で、口緑  リ。l：】縁郎ヨコナデ。  方向ヘラナデ後エビナ  やや粗⑤胴部外耐二  

5．1  郎は外稜をもって応  デ。胴部小†か輪概痕ナデ  次焼成、目線郎と内  

立し、＿L位でやや外  消し。＿t二†iヒとl：】緑部はヨ  

反する。  コナデ。   

158  醜  （20．  円筒形の川晒；に「く」  胴部縦方向ヘラケズリ。  l：l縁郡ヨコナデ、胴郡不  （》にぷい赤禍也②良  

6）  の字形の口緑部を付  定方l／りナデ。   好③宗④粗、≠1c州  

す。   大小石を多出合む。  

胴部二次焼成   

367  7Iて 71I】  底郡付近のみ残存。  残存郎全面ミガキ。   底部へラナヂ、胴部下半  ①にぷい撞色②良好  

球形の胴持田こさIZ底を  ユビナデ。   ③㍍④密⑤内外断面  

6．8   付す。  二次焼成。   

3（）8  杯 詑   （ト】  外機はゆるく突出し  マキアゲ、ミズビ甘成形  口縁灘摘一昭転ヘラケズリ  ①灰色②良好③l＝】緑  

須恵器  6）  て！二I緑部は恵糸糾引こ  後、回転ナデ調整。   部H④密⑤外耐自然  

外皮し、珊瑚を内そ  柚付着、他に桜合で  

ぎして受郡と台地さ  きない同一個体2片   

せている。   

121  杯  （12．  たちあがりは内偵し  マニlニアゲ、ミズビ舶動‰  ヨコナデ。   ①灰色②良好③H④  

須魁鮎  7）  刑部付近で龍立気味  時計まわリロクロによる  密⑤休部のみ自然紬  

になる。受郡武朗圧  が付着しており、蓋  

たちあがり細部同  との班ね焼が推定さ  

様、丸くおさめられ  れる   

ている。   

17‘l  大 郷  胴部′J＼破片、ゆるや  縦方向の平行タタキ後、  甘侮掛I人文   ①灰色（臥良好③小破  

須恵湘  かな球胴を占iす。  間隔をあけてヨコナデに  片④密、長石、石英  
よるスリナシ手法。  拉を混人する   

Ⅰ－Ⅰ－8号住居址二Ⅰ二㍍拝観紫衣  
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狼恵器杯、身  

は立ち【Lがりが  

「ハ」の字1犬に  

内傾し、端子柚こ  

面を持たず丸く  

おさめている。  

受部先端も立ち  

上がり端部l司様  

丸くおさめてい   

る。蓋は、天井  

部がほとんど欠  

10cm  

須5（潤 トⅠ－8り・†＝仙l二．■＝卜遺物（1／′1）  
脱しているが、  

休部は「ハ」の字状に外傾し、大誹増lくと休部を分ける稜練は明憫である。この形状の特徴から  

『陶邑古窯址群Ⅰ』の′1、KlO前後に比定できる。295の大班は、ll縁郡に5条の沈練を施し、その  

l川を櫛書き波状攻が施される。これも杯川様′1、Ⅰく1（）または′1、Ⅰく43式に比定される。  （拐川り  

宿 り  肌 形  寸 法  据形 の特徴   外 的了 調 整   内 面 調 准  

295  大 饗  ト12．  lト緑酢山一事二組r‡引こ外  【二」緑酢こ五条の沈練を砲  全面ヨコナデ。   ①灰色②長女√（卦l＝】  

勿’i恵岩諸  2）  反する。描刊領一・段  し、その【肛む榊出きの披  縁力川jj那粁I二④やや  

突出して、「く．」の字  扶文が施文される。肩郡  粗⑤全部で13片ある  

状に析＝川し、兄描は  が3片のみ接合   

ばば両三／二する。   をカキメでii！ルている。  

Ⅰ一トー8号住居址土器観察衣   

2 掘立柱建物址  

位置 E・F・G－11・12グリッドにf■眉摂する。すぐ南師こⅠ十一8号住居址が隣接する。また、  

Ⅰ－Ⅰ－8‡引主居址の南壁を切るように＼1J－2号溝が東西に走る 。州l【りのⅠ－Ⅰ－1～7号の各住居址群  

（一時柑＝こ全住居が柑撤されたという意味ではないが）から15Illほど柳こ離れ、一定の拒郎を持っ  

て梢築されたと判断できる。一方、調査区l月での本建物址の北側・東側からの住属朝二の存在は認  

められなかった。   

形状 桁行31～り（6．0】11）梁行2刷（3．8‖1）のほぼ生った長ノ川引こ柱穴は位置する。長軸方l「りは、  

N－240－1へ／を指す。杜穴l川寸法は、表の如くで、北側と両側の什穴の心心根離は全く同じ数仙を  

示す。また、西側のP．・l〕2・P。・P．1は軋紬伽こ配閏されているものの、東側にふくらみがあり、  
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⑧
 
 

iご∫  八一◎  
（∋  

60m   八   

第1桐 プ桐机日常  

第2屑 一り．㌔硯也、t州  

第3屑 机色十屑  

節目・づ ≠．じ色ご仁桐  

第5屑 黒棉色上屑  

雛6叶≠ ま旧札色土桐  

晰「2％、ロームブロック1％、焼二卜柵1％混入する糾仇  

ロームブロック2％、軽イ■’1％、か一ボン枇1％混入する紬軋  

¢1…人のロームブロック10％、頼イ」－1％混入する細帆  

恨イ】‘2％混人する糾砂。  

捏イ】‘2％、ロームプロッグ3％、炊二卜紺1％混人する釧川少。  

¢3川人のロームブロック′10％、拙作人の紬仇  

Uフ  

→  

E  

打157【ヌl州－、ソニ杵建物Jll：（1／80）  

配列の乱れがみえる。いずれにしても、構築の際には、当何なりの計測が行われていたことは間  

追いなかろう。   

柱穴 柱穴計測表にある通り、P，・P。・P．．・P5・P。・P8・P。・P．。の探さは50cIll前後の近い数値  

を示しており、かなり田i附こ探さが測られたようである。また、どの柱穴からも杜受けと想われ  

る石や遺物は検J二l二はれなかった。平面形は＝形ないしイ糾1］形を呈する。尚、P7とP。には姓て替え  

とも見える形跡が見られる。   

遺物 二l．州岩洋の破片が3ノ吊」1土しており、そのうち2点は埜、1点は杯のようである。ただ、  

山二l二位置が柱穴内部ではないため、本建物址との直接的な関連性は購い。また、周辺グリッドか  

らの遺物の山土は見られなかった。  
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時期 F11土退物ある  

いは覆土の所見、いず  

れからも構築の崎期を  

り川附こしうる材料に乏   

しく、確定しがたい。  

（l州ア）   

ノJl「り  什 穴  心心抑離   

1）．－1）．．，  1．8′1  
N  
l）】0－1）り  1．t）8   

1－t－Ⅰ⊃5  1．8′1  
S  

1．～）8   Ⅰ）5－Ⅰ）。   

Ⅰ㌔一Ⅰ）R  2．∠1日  

2．ノ10   1）H－1）6  

1－7－Ⅰ）6  2．川   

1－1－－1）2  2．2（i  

W       l）2－Ⅰ）。  2．1（）  

2．3（）   l）。－l）．，   

長径  短径  深さ  上l′二1rl＝lラ   

P－  小l  32  ′18  杓lリ 形   

1）2  72  6′1  G9  梢lリ 形   

Ⅰ）3  3′1  33  J18  lリ  形   

P．．   55  小1  50  不脆梢刊形   

P5  ′17  3′1  ‘18  梢lリ 形   

1〕6  四  38  田  lリ  形   

P7  65  6′1  71  lリ  形   

Ⅰ）8  38  35  53  ltJ   形   

P9  四  36  47  楕lIJ形   

Ⅰ）10  四  田  ∠17  梢lリ 形   

往穴粧掛澗  杖穴計測衣  

3 浦  

本遺跡から検山された洞烏、合計11条である。平価脂1は付図2、地層晰油脂＝ま第58・59図、州  

⊥遺物は第61・62図に、それぞれホした。   

Ⅵ7－1号溝は、本選跡の小火を北西から南東に走行する小規模の溝である。H－3号tiミ居仙を  

切り、ⅠⅠ－9グリッド付近でW－2号溝と交差し、その後やや南にl「りきを換え、さらにⅠく－9グ  

リッド付近で東に向き庖し、そのまま走行する。規模は1灘幅17ニi〔：川、卜端仲宿52cm、探さ50c‖で、  

形状は北側ではきっちりした逆台形を呈しているが、南に行くにしたがい上端い下端とも幅を広  

げ、しだいに崩れた形となる。W－2・片溝はW－1号溝とばば同様な規楔を有し、形」犬も類イ以し  

ている。本遺跡の小央を西から射に走行するが、途小D－3†才一1二仇、ⅠⅠ－∠l・5・8号住居址の  

世を削っている。両省とも底鮎こ礫ぺ欄＝沙を含み、それに摩拭した土欄川－の混入が見られること  

から、水が流れていたことは明らかである。両者の新l川朴係は杷据できなかったが、交ノ∴り寸近の  

ⅥJ－1号溝の東側肩部の広がりは、ⅥJ－1号溝が束流した＝J能件をホ峻するものである。   

Ⅵr－6・10・11号溝は、W－1号溝が分流したものと附したい。W－トぢ満は、前述した流路  

が最新の流れで、それ以前の段附で、J一川グリッド付近で大きく広がり、W－6・10・11号満  

となって南東流した可能怖が考‘えられる。なお、＼へJ－6り・溝は1）－2・8り・土坑によって切られ  

ており、一方W－7号消せ切っている。   

W－3号溝はW－1・2号消よりやや別個が小さく、上鮎晰133cm、下端川肩40cl11、探さ小1c‖で、  

形状はしっかりした逆台形を呈す。木遺跡の南1叫郡を東面ノノ向に曲流し、Ⅰ）一11号二1二坑を切り、  

Ⅰく－9グリッドでⅥ7－1・朋I17と合流する。ある‖利伸こおいては、ⅥJ－3号溝と合流後のW－1i壬  

溝は、1条の流れであったと想像される。W一小片溝はW－3け溝とIi柵り斐のl福であるが、深さ  

は2Gclllとやや浅い。W－：う・桝11柏）分流と考えられるが、地晰からⅥ／一再才溝の力‘が什Ⅰい。＼Ⅴ－∠i  
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∧＿上里・20■－－  

弟1圧イ．リ．‡栂色二l・．桐  

弟1il屑 ノリ．潮血二卜屑  

第11州 一県栂色ニヒJM  

第2屑 噌槻色十屑  

第：川・ラ メ甘栂色二川づ  

第3吊“師嗣欄地二用  

第こ砧Jiづ 二黒桃色二仁屑  

第3c屑 黒槻色巨屑  

ー∧′  川〈しまった砂什l一．。  

因くしまった砂賢二l二。  

しまった紺砂を含む砂明二仁。  

拙作をイYする細砂を含む帆  

礫と州砂の混合屑。和昭点し。  

礫机砂紺砂がシルト状朝雄■i。  

礫を含む紺砂を三巨体とする屑。  

紬伸せイけ糾紗をニi三体とする。  

第l屑 ′リ．＼机色ニヒ屑 ややしまりをイけ。  

拙作は少ない。弓洋イl－を7％包含。  

第2屑 にぶい姓硯色二卜屑 捌かい砂賢二卜  

と¢2n川1の川砂が混人する糾砂。  

須3JM よし㌔栂也二卜屑 しまりがあり、粒十  

が細か〈、やや粘性をイけ糾砂。  

第∠i屑 ∴l、t机色二l州 ややしまりあり。ロ  

ーム枇がまだらに兄らハる紬砂。   

須l屑 丑＼栂色二巨屑 棉√√を含む紺砂。  

第1；l屑 舶用沌土屑 軽イ】一を含む釧砂。  

第2屑＋雄朝色二1川 棚砂と細砂が混入。  
」旦80m  
C- －C′ 打1：iJ河iリ．抽朝地二川  

第3il屑 黒隅色土屑  

弟3l）屑 机色土屑  

弟′川尋 ∴l、㈹他二仁丹j  

弟5屑 県附色二仁屑  

節6丹j ～廿隅色二卜屑  

第7屑 隅色二1二屑  

締りをれ寸劇砂。   

粧性をイI◆す糾砂。   

粘怖をイり一糾沌少。   

締りをイ】サ緋砂。   

頼イ】一を含む糾砂。   

頼イほ含む細砂。   

ローム拉を多く含み、   

帖件をイ】す。  

誹  

l：】色軽イほ1％含む。  

ユ塾80m  
D  

・ ノ・・、  弟1J再 几㌔手心也二1  

る釧川少軋  

弟1屑 照掲也二川づ ¢2－6…のl′l色頼  

イJ’を10％含む紬砂軋  

第1屑 暗闘色二l湖 バミス、ロームブロ  

ック、娩二上組が混人する糾砂。  

第2屑 メ．】．潮沌止血  

る川砂。  

第3屑 黒硯色二L屑  

る川砂。  

雛4丹j プ黒机色二川づ  

る紬砂。守一fl  

第5屑 茹栂色土屑  

量に含む。  

第6屑 暗机色土屑  

まない細砂。  

第7層 黒栂色二上層  

バミスが1％混人す  

バミスが2％混人す  

バミスが1％混入す  

杵件をイ】‾す。  

ロームブロックを多  

不純物をほとんど含  

粗砂、バミスがラミ  

上里00m  
F＿  

1m  

ナ状に1％混入する。   

雛醐図 溝地晰（1／′10）  
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第1IH プ．侶喝色二1二ノパ パ  

ミス3％を混人  

する机砂。しま  

■り、一㌧  

第2屑，リ、t褐色【巨屑 バ  

ミス1％、か－  

ボン粒1％を混  

人する糾帆  

須3屑＋黒色二卜屑 バ  

ミス1％、焼上  

松1％を混入す  

る帥砂。  

第′＝河 よl、㌧色⊥二屑 バ  

ミス2％、ロー  

ムブロックを2  

％混入する紬眈  

第5JM 去l㍍苺色二1二屑 ロ  

ームブロック2  

％、バミス3％  

f】占人。  

00m  
G- 

－G’  

第6層 損褐色二i二層 址二卜粒1％。か－ボン粒1％、バミス2％職人する釧川少。＝■七まる。  

第7屑 オリーブ褐色上層 納帆弟二l‘■しまる。  

第8層 灰褐色二上層 ¢20…大の口㌧一ムブロック3％、バミス1％il亡人する砂礫桐。れ十しまる 

第9層 去‡．＝褐色．t二層 バミス1％、ロームブロック3％混入する砂礫屑。  

第1屑 暗闘色土屑 ¢二うー5‖川1の頼イrを1％含  

む糾紗。しまりはな〈やや  

粧l隼をもつ。  

第2けj，■捌沌止屑1巨ト5n川lの弓・モイ」－を2％、  

ローム粒を3％含む柵抄。  

粘牲あり。  

第：iIH よ‡．川上＝河 ¢2～10n川1の軽イ1－を5％含  

む川砂。ややしまりあり。  

粧lソ蔓三あり。  

1m  

」旦00m／（＼一′、L  
H- －－■■－－ －1  

須5り図 溝地断（1／′10）   

号潤はⅠ－6グリッドからほぼ商流し、途Ilり】－6号住居址の砥部を壊している。   

W－5号溝は追跡の両部を東西に走行する小浦である。【ヒ端帽50c‖、下紬幅20clll、深さ35clllで、  

若干の水流があったことが窺える。W－7号溝は不定方向に厄川lける小規模な溝で、W－6号溝  

に一部切られている。地断から水流は確認されなかった。1へJ－8号溝はW－5号溝の北に位置す  

る小規模な浦で、水流のあったことが規える。W－9号溝はW－2号溝にほぼ平行する小満で、  

D－8号土坑、W－6号溝に切られている。   

出土遺物は溝により出の多寡はあったが、皆無であったW5・8号消を除き、全体でコンテ  

ナバット2箱であった。鬼高期の土師灘川■・領地灘描‾が圧倒的で、このほか拙文土端月一、l榔鉱郡  

片が少最含まれる。  
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Ⅵ／－ト～封I机、らの出」二が最も多く全休のは  

ぼ半分で、W－6・10・11別一存を含めるとS  」，13  

割粧度となる。これらは水流による摩滅を受  

けた土㍍注目－で、わずかに陶磁溝川●が混入して  

いた。このことから、W－1り溝のl侍期は、  

下限が近世であったと推定される。また鬼高  

期の二1二岩｝川－は恐らくⅠⅠ－3弓・住居址をはじめ  

として、卜流の住屈址から運桝されたもので  

あったと考えられる。W－2・3・′1号溝に  

ついても、同様な抑測が＝」●能である。  

LrTT†   子m  
那（噌】W－7研削錮如性状態（1／（；（り   

溝のなかでやや性格を動こするのが、W－7・9号消である。どちらもC恨石を含む真昼褐色土  

を盲塁上とし、水流の痕跡が認められなかった。遺物も鬼l糾U」と糾文期に限定されており、特に第  

60図に示したように、W－7号溝からは須恵郡の杯が5仙＝本出ニー二している。これらは古墳時代ま  

で測る可能性が撒い。   

W－1号溝からは、土れ片に混じり馬の園が検出された。川二l北脚絆」1司2のア地点で、地層  

的にみれば第58図A－A′の第31）屑砂二卜にあたる。宮崎清雄氏の御教示によれば、比較的若年の偶  

のl潮の臼歯6本であるという。まかいttlては′【さ！らの頑郡を切断して川へ流し、雨ごいを行った事  

例があることを指摘された。W－1年溝の【l川封まいつ噴かイ叩」であるが、このような儀礼が行わ  

れた可能′l竺Ⅰミは強い。  

l冥，示した遺物は、W－1与川一拍ミ、杯2仙休、長胴一段透しの須恵帯高林1佃＝本、須恵郡壷1個  

体須恵端杯身1佃＝本、須山裾の袋物十点、滑石矧■‖－．1ノ・．亡く、および性格不l別の二l二製晶－－1点である。  

須恵郡高杯はM′1、15、須恵端杯身は′1’1（2（）9あたりに比定できよう。W－7号溝は、州蜘＝ト緑の杯  

2佃体、高林1佃休、須恵器杯身2個体、須恵器杯蓋3個体である。須′乱掘杯は、形態的特徴か  

ら′1、Ⅰ（10～′1、1く∠13くらいに比定できよう。  （木暮）  

第（う11裏l＼へ「－1サ満州上道物（l／：i）  
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W－1 D，7（C）  

W－1 C．6（B）  

W－7 4  

W－7 11，9  

W－7 70  

W－7 18  

W－7 6  

W－ 7 12  

0  10cm  

肺う2lヌ】W－1・7リ■溝＝仁L剋物（l／二り  
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香 寺チ  器 形  寸 法  器形の特徴   外 面 調 楷   内 面 討月抱  

W－1  高 林    脚部のみ現存する。  マキアゲ、ミズビキ成形  他方向のナデで輸椚痕を  ①灰也②良好③脚   

D，7  須恵器  艮脚II毀の高杯で、   l動転ナデ粥腹、全面カキ  消している。   郡H④鞘良⑤スカシ   

（B）  スカシは3方向にIiり  断面に‡≡燃納付覇   

く。   
11「－1  杯  （トl  l二憫制服垢く祇立す  休部ヘラケズリ、口緑郎  戟存部分は全面ヨコナ  ①にぷい橙色②良好   

D，7  る。休部は丸昧を仰  ア （診H④やや粗   

（A）  び、墳には外接をlリj  

l蜘こ有す。   

W－1  杯  （12．  l：】緑部やや外反気l妹  休部ヘラケズリ、口縁部  休部不定方向ナデ後中火  ①明赤禍色②良好   

35  3）  に漉立し、捕僧桐●近  邪を供して全面ヨコナ  

でゆるく外湾する。   7‾。   

W－1  ＼1Il  

須恵器   断面禍灰色②良好③  

リ、Jjノみを増した丸  口緑％④相良⑤l圭i然  

棒状の端部をイ三丁す  紬、タール状付滑物   

る。   

＼＼／－1  杯  休部と受郎の－・邪が  マキアゲ、ミズビ叶成形  l回転ナデ嗣整。   ①灰色②良好③小破   

J，10  須恵器  残存。比較的浅く、  回転ナデ肌照、休郁を斗  片④桝良⑤外面、に】  

内偵する短いたらあ  火から※の勺制用で回転へ  然柚付着。蓋との重  

がりが†てJ●くと揖われ  ね焼の航跡あリ   

る。   

＼＼J－7  杯  （12．  口織部の内傾する須  体制ヘラケズリ、l二1緑郡  全面ヨコナデ。   ①にぷい赤褐色②良   

‘】  3）  恵結杯身の模倣で、  好③％④密   

受郎を意識したと児  

われる外櫻が椀備に  

突Fl．ける。   

＼1J－7  杯  （トt  口緑郡をやや内伸す  休部ヘラケズリ、口緑郎  班存那分は全面ヨコナ  ①にぷい黄橙色（診」亀   

Ⅰ－Ⅰ，9  ‘l）   る。伸郡との境には  ア。   好③H④密⑤外面二  

明瞭な外棲を宥●す  次焼成   

る。   

11J－7  休  （11．  比較的湘南の化い、杯  マキアゲ 、ミズビ針成形  体制砥瀾不むノブ向ナデ、  ①灰色②きわめて良   

18  須恵器  皿  身で、たちあがりを  回転ナデ調轄、†樟Iiを小  周辺からl二】緑にかけてlロ】  好③％①密⑤蓋と琉  

3．2  内傾させる。受刊旧  ね焼の痕跡あリ   

ほぼ水さl乙にのびる。   リ。   

＼＼J－7  杯  11．Jl  たちあがりを内佃は  マキアゲ、ミズビ針成形  全面回転ナデ調脆。   ①灰色断面のみ灰褐   

ロ  須恵器  Jl．1  せ、丸昧を椚びた休  回転ナデ調盤、休耶を申  色②良好③打④席⑤  

那を：付し、受那をや  火からゾの相川で回転へ  託との拍ね例ほの痕  

や外上ノノにのばす。  ラケズリ。  跡あリ   

W－7  杯 蕎   13．′1  ロ縁郡烏直組的に外  マキアゲ、ミズビキ成形  口緑端部ヘラケズリ後、  ①灰色②良好③％④   

70  須恵器  ‘l．Jl  反し、拙郡を内ソニド  仰l泣こナデ訓川窪、天外郡全  全面回転ナデ調那彗。   密（D天井部にヘラ記  

して受伽とf†致させ  rrr‖軋転ヘラケズリ後一部  一号あり、時計まわリ  

る。外様は天ノ＝’Il；と  のロクロによる   

の境界やや下をケズ  

リにJ：リlリ1線せ入れ  

て突川させる。   

W－1・7モき・洒二l二拙観察壊  
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番 号  昔㍑ 形  寸 法  器形の特徴   外 面 調 整   内 面 調 整  

W－7  杯 蓋  13．′l  ロ綾部は端部付近で  マキアゲ、ミズビニ＝或形  l」縁刑部へラケズリ後、  ①灰色断面のみにぷ   

6  須献据  ‘1．5  やや外湾する。媚郡  【坤虹ナデ調整、大井部を  全面回鯨ナデ調穀。   い赤禍色②良好③％  

は内ソギで受郡と合  中火からHの相川で回転  ④鞘良⑤1侍計まj）り  

致させている。外稜  のロクロによる   
は天外郎境界やや卜  

をケズリにより凹綿  

を入れて突＝させ  

る。   
W－7  杯 蓋  13．ノI  口緑那はほぼ的二組的  マキアゲ、ミズビニ＝或形  lI縁端部ヘラケズリ後金  ①外面昭背灰色、内   

四  須恵郡  右1  に外反し、端部を内  回裾ナデ調整、人外部全  面l・き撒こナデ朋光。   面妖赤色、断面にぷ  

ソギして受郡と合致  面をl朴虹ヘラケズリして  い赤栂色②良好③％  

させる。外櫻は天外  ④密⑤ノ1■岩粒を混入  

郡境舛やや下をケズ  する   

リによりlリ1線をめぐ  

らし突川させる。   

W－7  i‡！Jj 杯  かな町長肌の大形高  縦ノルJケズリ、裾写lほコ  縦方向ナデにより、輪机  （Dにぷい特色②良好   

Ⅰく，14  杯脚部で杯部を火脚  偵を消す。裾那ヨコナデ。  ③脚部H④密⑤林部  

する。裾郎に一条の  との接合部はホゾ穴  

凹組をめぐらす。   を有する   

W－7弓■溝二l二岩㌻摘腰表  

名  称  1二妬い桐  ‾ド鞘㍑桶  深  さ  方  向   将  期   備  考   

W－1   173   52   50   N－290－W   近  ■…  

Ⅵr－2   172   43   51   N－900－W   近  世  

W－3   133   ／10   朋   曲  線   近  ■tり  

W－4   142   65   26   N－60－ⅥJ   近  世  

W－5   50   20   35   N－810－E   近  世  

＼Ⅴ一6   82   21   21   N－260－W   近  川  

W－7   6／1   37   仙  線   古墳時代  

W－8   26   12   6   N－1ボ○－E   近  世  

W－9   61   N－870－E   古脚朋一㌧  

W－10   35   20   12   N－290－W   近  世  

Ⅵ「一11   80   2′1   16   N－210－ⅥJ   近  世  

満  計  測  衆   

4 土  坑  

土坑は調査区全域に散在して計11射剣11された。これらのうち州土から新しい様相を里する  

のはD－1号土坑、D－2・り・土坑で、きれいな鮒1ラプランを呈する。D－2号土坑はW－G堺市  

を切っておl）、lいから近代の磁岩‡川‘がJ＝」二している。D－3培土坑は、楕＝形プランを宥し、哩  

二l二も古い梯川を特■ら、糾文時代前期の二l二拙引■をと1＝二した。（冴‡6図）。D－5母上坑は焼二卜の某積  

一 84 －   



－＝二＼  
139．50m  

D－2  

ーニニン＿4  
138．50m   

二‾ 

＿‾ 
l 

、  ＝一ニー、＝－一二  
139．20m ‾‾ 

139．20m ‾  

＝一二⊥  

0  2m  

第lノM ∴事誹る色十川 ややLまりがある。  

節2仲7 ‖椚隅色二卜JH ロームブロックを含む。  

坑3佃F hu色二巨屑 ローム朋二卜。  

い－－1   

第1屑 ≠最初色二上屑 蜂イ】▲を多く含む細砂。  

い－－ ご  

第1屑 オリーブ三．】、＼也二卜JM ややしまりかり）る。 】）－7   

第2朋 オリーブ∴】．㌔也二l川 ややfll削ミがムる。  

l）一3   

第1屑 黒闘色二仁屑 紺砂。   

第2屑 ∴＝褐色二川イ 柏イ」－を微量含む紬軌  

1）－‘l   

机1屑 ≠．】．用る色ニ1川j しまり、紺削．れ手）る。  

】）－6   

第1桐 ∴】．ほ沌L＝H楯†」‘ケ微骨．含む。   

第2屑 哺栂色土屑・1・侶ほ微光含む。   

第：川プ に，；ごい武裾色＿＝戸ブ ロームプロ1ノクを含む。  

い，－ト   

第1屑 オリーブil．し他二川づ 川くしまっている。   

第2JMl情梢色▼l州 附ノ巨カヾ撒い。  

第（；3図1）一l一日寸土杭（l／（iO）  
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138．80m  

イi2J【・jll洋字特色川イ†l川三をもつ糾紗。  1）－†）  

第11【・j ∴】．！．硯色二日ナづ 州ノ巨むむつ細砂。  り－11  

須2丁目 咽机也二川づ11かいが附ノほLつ糾抄。  肯11丹了 丑＝揖色l州 ややしまりをもつ納札  

須3屑 ∴l、七千褐色二巨屑 糾仙。  第2I〔イ ブ黒机色l川 糾帆  

】）一l（）  弟3恒子 ‖甘附色l■．1i・子 ＝－ムプlトノクが混人する州仙．）  

第1頼子 ∴】．～色了l・．J（づ し、上りむもつ釧＝■少。  

弟（シ＝・ぎ】1）－〔）～11サ十拭（1／（う（））  

が認められ、多数の径7～Hc‖、沫さ1（）cll揃彼の性格不l州り形落ち込みを伴っており、■t■からは  

炭化物が多謝こ川ニヒした。周辺からは二＝帖附」＼破片がHllしているが、共甲けるかどうかは不明  

である。1〕－6弓・土坑、】）－7一弓・卜坑はいずれい≠壁地屑‖州l‥こおいて落ち込みを確認したもの  

で、 完附しておらず追物の山二トニもなかったが、D－7り・二】1」ノいよⅠ＼り1117を、D－G号土坑はV侶を切  

り込んでおり、小・世以前の購興が考えられる。丁）－8り二I二坑はW－6う三朝、W－9号粥を切って  

おり理二l二からは＝i軒端の出卜を見ているが、巾複関係から丑世以降の構築と考えられる。Ⅰ〕－1（）  

号二卜坑は小形ながら≠師侶小破ノニ1‘を多妬こ川二卜している。又、Ⅰ）一11‡］・，ヒ仇はW－3号沖＝こ切ら  

れており、二卜師墨片が6′点出⊥している。いずれもH墳昭状朝潮研と二＝考えられよう。D－／＝ナト  

坑、D－9▲〉ヨ・土坑は退物の州二卜、遺胴け）三R復等し、ずれもなかったため構築的期はlリJらかにしがた  

い。  （ノ州郎）  

名  称  所在グリッド  う】く両J】ラ  三い仙ノノ位  長 径  柏 径  深 さ  時  期   

D－1   C－8   長 力● 形  N－9（う由一1二  137   （）2  1（）．5  

D－2   ル1－12   艮 ノJ■ 形  N－7／1ウーlて  21（）   田  16．5  近  代   

D－3   1卜→5   帖lリ 形  N－9（）○－I二  四   皿  26．5  縄 文 帖 代   

D－′1   1）－5   イく幣lリ形  N－ 70－Iく  8（う   83  23．8  

D－5   I三－1（う   イく幣ノノ形  ＼一別）○－1二   58   5′l   6．ノl  

D－6   入／Ⅰ－10  12．ノ1  

D－7   N－12  2∠1．5  

い－バ   I－1（）   いJ   Jlラ  N－l勺－ト：  （）8   9．8  j止  ‡リ：   

1）一り   （；－‖   昆 方形  N－520－トニ  6日   ∠1．3  

D－1（）   Ⅰ一11   楕lり 形  N－17′10－Iく   52   5（）  17．9  てIl‘墳 時 代   

1）－11   Ⅰ－7   不†巨ノノ形  八一 川0－Iて  田   118  30．1  1l▲ 墳 時 代   

ニ仁坑計測 衷  

－ バ11－・   



5 立  石  

第l仲子 褐色二上層  

粒子の細かい糾  

砂で、柔らかい。  

第2屑 ＝洋糾色二l・．屑  

柔らか〈、やや  

机性をむつ榊砂。  

第：う屑 罠補色二l」再  

若二t■■グ）しまりと  

柚†1！をもつ紳砂。  

恥IJパ ブJ、㌔補色ニ1凋  

抑ドlミをもつ細砂  

で、ロームブロ  

ックを部分的に  

10％包含する。  

十  
G．15  

0  
すr）石  

0  2m  

第65図 諒：イl●と帆倒娘（1／60）   

追跡の東部、H8号住屠址の北東約3111の  

地点から立石が検出された。立石はF－13グ  

リッドに位置し、この直爾に不掛lラの凧倒偵と  

思われる遺構が存在する。プラン確認の段階で  

立石の方が旧いことが確認されたが、凧倒痕の  

覆土には、∠1世紀中頃浅間l＿1＿1が噴火した際に降  

下したとされるC瞳石の純層が確認されてい  

る。   

立石は、長さ42cl11、幅16cl11の細長い安山岩の  

自然石で、ほぼ直立した状態で検出された。付  

近からの出ニヒ遺物は少なく、立石の束2．7111の地  

点から長さ16cI11、腑13clllの安‥＿憤慨■のすり石が  

検出されている。またF－1∠1グリッドからは縄  

文後期と思われる無文の土湘片1ノニ1●がJ＿l二†二I∴して  

いる。これは深鉢の胴‾lこ半の無文部と思われる。  

立石が中期後半から後期にわたって見られるこ  

とから、陣卿勒こはこの土器ノ＝トと符合している。  

付近からの州ニヒ遺物は以上で、哩班等の検廿lも  

なかった。  （木耳）  

第66図」ンニイ「とすリイr（1／8・1／∠l）   
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純文崎代の遺物  

土器（穿与67図）   

出二卜した縄文二卜㍑持は、図示した他にも．措二卜存在するが、大ノJ■の二上拙ま櫛伏した。1～17は胎二巨  

に繊維を含む土≠の一肝である。1・2・5・7・11は末端＝こループ文を有する斜行糾文LR、  

RLによる（）段多条の靴又によって地文されている。文相は糾又のみで構成され、その他の手法  

のものは認められない。胎二l∴は灰賞色の蝕惑の良い1～1：うと、鮒lラが悪く赤褐色を呈す14～17に  

分けられる。関l11式に比定できる。1批描摘拍式に比定されるものである。竹管や半戦竹管でもっ  

て意匠文が施される。地文はIノⅠくの斜行拙文である。19はRIノの斜行純又と－・条の結節で構成さ  

れる。2（）～22は諸磯1）式に比定される。20・21は浮拙文であるが、磨滅しているため、刻みは不  

明である。22は半渦廿日畑こよるγ行沈線でもって賎日学的文様や渦巻文をlトL、とする文様が見ら  

れる。   

23～26は阿玉台武士端である。胎土には雲母を多く含み、有節拙文や突起、貼付文が見られる。  
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第（；H【琶l経文時代のイl▲帯（l／こり   

27は加曽利Ⅰ三式土告の底部である。垂下する3条の沈経とIlIノの斜行糾文が施されている。28・  

30は堀之内1式に比定されよう。3（）はl州原な沈練が垂下し下狛こは渦巻又が展開はれると考えら  

れる。29は沫鉢の胴下平部である。無文部であるため胎土、当別1ラから後期前半としておきたい。  

31はRLの紺純文が施されている。恐らく、後期前半、鋸之lノ」式二上帯の地文部分と偲われる。   

石器（第68図、図版29）   

1～4・6・7・9・10は打製オニ1斧である。原村は白岩が人多数を■トiめるが、1は7jりレンフェ  

ルス、3が安山岩である。上端との八伴閲係が把捉できないため不l列な所が多いが、短冊形を呈  

す引から小馴′l勺特徴を有するといえよう。8は「片刃形の石肌」の末矧■，．1と考えられる。前期の  

所産と考えられる。5はハリ質安11張倒の削据であり、11は貞岩製の臍イ1である。   （前原）  
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Ⅵ ま  と   め  

赤城山南雄斜伽ではすでに数多くの遺跡が発掘調鶉され、しだいに地域の脛史が明らかになり  

つつある。本遺跡からは、l牲ル住居址8抑、州立柱組物址1抑、溝11条、土坑11基が検出され、  

先人の生酒のいとなみを知る卜で貴筑な資料が得られた。以‘1ミ▲、各時代ごとに若干の所見を述べ  

本報誤書のまとめとしたい。  

糾 文 時 代  

縄文時代の遺構としては、十坑1基と立tfが検＝された。州二上した遺物は前期前半から後期前  

三l皇と多岐に亘っている。従来までの調査において、断片的ながらも小利＝刑Ⅰ・ⅠⅠ、端気Ⅰ・1Ⅰの  

報告で拙文時代の追捕・遺物がとりあげられており、赤城11＝朝純の当該期の様相机解明されつつ  

ある。   

今l司‖i上した前則前半の閲l」りUJの資料は、宮城村れ之閲遇働が好例である。その他にも資料が  

断片的にはあるが、今後資芳川仙11を使って、分析を必要とする。小期前さ‡その阿玉台期の資料は、  

西村編年のいうIl）から1Ⅰ式勅の様柚をイ了する。この‖弟別のまとまった資料闇芳賀北部工業団地  

造成に伴った調釦′こより検出されている。今後、報告習の二川行が計画されているため、その詳細  

の検討が望まれる所である。   

石㍍持として認められたものは、打製れ斧が圧倒的な数をl㍉めている。所調分銅形等が見られな  

いため、巾期から後期前半の所踵と考えられる。この他に「ノニ1・刃形の石肌」の米製．品と考えられ  

るものが存在する。鮎気遺跡肘ⅠⅠの小で、小形のトランシュ凧のイ閥拍用二日二しているが、それら  

を含めて、早期後半から前側＝こかけて撼行する石岩持といえる。既‖＝列としては和田追跡、稲荷山  

遺跡、前IIt原遺跡が県l刃では求められ、埼三川主内でも矧l一遇跡、北山遺跡があげられ枚挙にいとま  

がない。しかし、神剰Il県尾崎遺跡例と比較した場合の11利U川勺相違は今後の検討課魅であるし、  

この時期の石岩路＝或や形ノ二℃変遷をユ†し急に仰決しなければならない（  （前原）  

古 墳 時 代  

住居址   

住居址は合計8軒検川された。これらは基本層序の第ⅠⅥ層で確認され、床面は第IX層まで達し  

ていた。平而的な広がりは、匝＝rr川く」に言えば遺跡の1叫†州に7仰の渠申がみられ、ⅠⅠ－8号†引証址  

だけがやや削れた位閏に所在していた。各住居川刑」の拙離、誼禄閲係等を考慮すれば、これら8  

仰の住居址は同一時期のものとは考え難く、覆ニヒおよび川上道物から大きく2期に分けることが  

できる。 また住屈址のちらばリユ1合から、住居址が州こ続く叶胎lゾlが指摘できる。  

－ 90 －   



住居址はすべて東壁に穐を付設する方形プランで、南東コーナー付近に貯蔵穴をもつ。主軸方  

イ立はN690EからN－1060－Eの備囲で、両横は11．9111？～51．∠1m？の間でおさえられる。周満は、  

H－8号住居址を除き確認された。   

本遺跡の住居址は、形態的特徴から大きく3つに分類できる。第1は、面横が20～30111～程度の  

刀三方形プランの住居址、換言すれば1辺が5～6111程度の梯準的な住居址で、主柱穴をほぼ対角線  

上．に配するものである。H－1・2・3・7・8号住居址が、これである。H－7号住居址は、4  

個の主柱穴のほかに、小形のピットが対角線の交点付近から検出された。この位置からのピット  

の検出は稀で、どのような性格のものが不明であるが、主柱穴の補肋的役割を担ったものと推定で  

きる。H－7号住居址は5個のピットを有するが、基本的には前述の範晴でとらえたい。   

第2は、面横が201112未満の小形住居址である。これはプランが縦長長方形で、住居壁内に主柱  

穴を持たないという特徴をもつ。H－4・6号住居址が、これである。なお両住居址は、本遺跡  

中主軸がもっとも南偏している。   

第3は、両横が50Ill～を越える大形住居址である。H－5号住居址1軒が検た11された。一辺が8  

111に近い正プ川ラプランで、ほぼ対角線上に配された∠＝圃の主柱穴のほかに2個の柱穴をもつ。両者  

とも主柱穴l？附こ穿たれた補助柱穴で、両壁・西壁寄りから検出された。上屋構造の大形化に伴な  

い、主柱穴の補助的役割を担ったものであろう。この住居址からは、銑鉄2点、刀子1点、砥石  

2点と他の住居址には見られない遺物の出土があり、注目される。   

以上、本遺跡の住居址は形態的特徴から三分されたが、つぎに住居址の細部について諭を進め  

たい。   

集落構成のあり方に大きくかかわると思われる主軸は、第70図に示したように東指向性が明瞭  

である。ただ、この東指向性は同一・時期のものではなく、2期にわたっていることに注意しなけ  

ればならないだろう。  

N  

E・W方向  

ら  

・ 

■G  ■j  

8  

■・1  

N・  S方向   

1  2   3   4   5   6   7   8   9 n  

拾郁堰1（榊Ⅰ仙：の規槻  

－ 91－  
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寵はすべて東壁に付設されるが、東壁の中火ではなくやや南寄りに置かれる傾向が見られた。   

貯蔵穴は竃のイニJ、イ三i掘朝の火南コーナーに言射〔はれた。プランは円形と長方形に二分されるが  

前者はⅠⅠ－1・2・3号住居址であり、後者はそれ以外の住居側二である。貯蔵穴のまわりに、そ  

れを囲むような′肝状の高まりが確認された住居址が、3軒見られた。H－4・5・6母性居址で  

ある。またIl－2一別三盲ミ居1【1二は、床面よりやや高い附所に貯蔵穴が抑り込まれていた。こうした鞘  

状の高まりやテラス状の高まりは、床面と貯蔵穴を区i一りけるかの印象を与える。本道跡の南東約  

1000111に所在した捕虜追跡群1】では、床拍はり一段仙くなった箇所に貯蔵穴が掘り込まれた住居  

址が検出されており、ⅠⅠ－2・i手性居祉と好対蝦をなしている。この高まりや窪みは、床面と貯蔵  

穴を意識「畑こ区画しようとした結果ではないだろうか。  

Il－5号住ノ削1二の貯蔵穴は、柵造」1二やや特異な形態を示した。南北に長い長方形のプランであ  

るが、下■端が上下二段に分かれ、しかも州り込みの沫い北側にローム地l1lが蓋状に残存していた。  

貯蔵穴の快川方法はいまだイ叫jな点が多いが、トドニ段の倣い分けと蓋状の他山の存在は、興味  

深い示例である。  

Il－1・2・5・7号住居址からは、床面両壁際からピットが検出された。Ⅰ－Ⅰ－2号住居址は  

ピットを眼りI封・1むような蟻蹄形状の高まりが跡著で、Ⅰ－Ⅰ－5モ用瀬拙：からも若干の高まりが確認  

された。Ⅰ－Ⅰ－1号住居址からは、ピットをl巫1む高まt）は見られなかったもののピットの規模は大  

きく、l川仁H紬ま斜め南向きを指していた。これらは、おそらく人口に係わる遺構であろう。以［二  

の4住居11l二は、平面図に明旧であるように、床面堅緻耶が両壁からピットを含みながら北側に広  

がり、鴇前面にも及んでいる。堅緻面のこうした広がりは、J来l巾のイ衷用頻度を示していると言え  

よう。   

住居址の室内分捌の痕跡とされるいわゆるl甘仕切溝状の過構は、H－1・3・6増・住居址から  

検出された。Ⅰ一i－1り住居拙からは両脚こ垂甫に2条、ⅠⅠ－3ぢ・住居址からは西壁に垂萬に2条、  

両壁に垂直に1条、ⅠⅠ－6号住居址からは両壁に垂直方向に1条が、それぞれ検f1はれた。   

住居址はどの住ノ侶l仁も‖山木がなされており、ロームブロックと軽石まじりの柵砂を5～10clll除  

去すると、l1り凸の激しい抑川ノ古址が眉行目した。ⅠⅠ－6・8号住屈址からは、床下二l二坑が検出され   

ている。   

本遺跡の住屈址の特徴をJ′糾川勺に述べてみたが、今後さらに各項目について研究を深める必要  

があろう。最後に、 ⅠⅠ－8り・住ノ封1ヒについて若二l二ふれておきたい。本住居址は、形態や規模は先  

の分類の第1の範鴫でおさえることができたが、次の2ノごiくに梢購性がみられた。第1は、床面に  

10～15c‖の明暁な1穀差を有することである。段差は比・馴勺緩やかな斜面で、租右袖から直線的に  

西壁に向い、上段と下段を2：1の面闇汁ヒに分割している。壁緻面は上段・下段とも■巨央部に広  

がっており、付近のイ東川頻度の高かったことを物語る。床面のこのような段差は異例で、実際の  

生活空情にいかに機能していたかは、今後の課題である。第2は、ローム壁である北壁から、厚  

さ4～10cmの筋状の黒色二ll肘が、床耐とほぼ同レゾェルで検出されたことである。ローム壁を切  

－92 －   



り込む黒色土は鮮明で、西壁・東壁の北側％でも柵認された。訴僑の結果、異色土内には部夕洲勺  

に焼二l二・炭化物の混入が認められ、北壁では50cIll、西壁・束壁では10c川の奥行があることが判明  

した。さらに黒色土の存在する前述の北壁・酉壁・東壁は、床面の上段部分のそれぞれの壁にあ  

たっていることに気づくのである。それにしても、このように住居ローム壁底部に黒色土が入り  

込んだ例は管見では知らず、今後の示例等を倹つばかない。  

竃は8軒の住居址すべてから束壁に確認された。  

遺存状況は、溝による撹乱を受けたⅠⅠ－3・6号  

住居址を除き良好である。   

まず寵の主軸と住ノ糾11二の主軸との関係であるが、  

ⅠⅠ－3・4・5・6弓・住居111二は、両者の差が38以 W  

内の小さな値を示したのに対し、Ⅰ－Ⅰ一2・7・8  

号住居址は70以＿とのプレを示した。プレの大きな  

住屈址は、穏の主軸が住居址のそれより南偏して  

いるためで、特にH－7号住居址は150の南偏を示  

した。このような穐主軸の南偏は、さIZ巾‖封から見  

る限り柱穴を意識的に避けようとした結果だと揖  

S   

芽1711雲】電子i州りルンニ  

われる。杜穴と炊きl二1が接近すれば火災の危険性が高く、それをl司適しようとするのは当然の帰  

結である。もしこの推論が妥当であるならば、住居構築時の電位閏と柱穴付：旧の貝体的決定の順  

序性は、このような住居の場合に限定すれば、什穴位－ぎょの決定が先行したと言えるであろう。し  

かしながら、竃を壁中央に付設させれば敢えて南帰させる必要は生じない。このことは、竃の位  

聞決定に 、壁中火よりやや南寄りに設置するという大前掟が働いていたことを窺わせる。事実、  

本道跡の竃はすべて壁lい火よりやや向に付設されているのである。   

電の構築は、人プ珊i二iニを主体としてな   

されていた。煙道部は、長ソニ川ラあるいは  

三魚形に壁外に掘り込み、そこに粘土を  

充填させ構築される。一方、袖郡は粘二l二  

主体に構築され、下郡あるいは基底部に  

Cは石を包含する異観色紬砂を敷くのが  

特徴であった。袖の補強材として両袖先  

端部に円礫が川いられた例が、Il－2・  

5・8号イ三i瀾址の寵である。構築材とし  

て逆位の鮭を左袖内に似め込んだ例  

が、ⅠⅠ－5・7号住居址の電である。Ⅰ一Ⅰ  

†＝竜挿㌻   
瓶全長の川合   準  他   り    四   

林・り■   †）ノ．  蔵  
（l＝＃内：†＝．■け＝  ；昂  支柱  犬ル  仙   尺   

H－1   l勺！技．ケL   来  D  ●  

2    束  S  S  ●  

3  火  ●   

lヽ l  来  S  

5    来    S  S  P  
6    来  

∩  束  P  

8    火  S  

○支往 ●ll川多 ■〟形 Sイ■’Pニ上帯 D－1慨  

須721嚢l亀の構造と貯版式  
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一5号住居址からは、鳥居状に組んだと偲われる天井石が検出された。支柱が検～＿Liされた電は  

ⅠⅠ－1・2・4号住居址で、Ⅰ－Ⅰ－1・号住居址は粘土塊、他は円礫がイ剰Iはれていた。   

本遺跡の住居址は大きく2期に分けられるが、この時朋差が穏の構造にもあらわれている。一  

般「和こ時代が降るにしたがい穏は壁外に突古土ける傾向があると言われるが、本遺跡においてもこ  

れがあてはまる。第72図の電の壁外・矧句の比は、電の実測仙から作成したものである。竃ごと  

の調査条件の差異を如祝した数他であるという欠点は否めないが、おおまかな傾向は掴めるはず  

である。具体的な数倍を＿1二げれば、ⅠⅠ－1号住居州二の竃の壁外・壁内の比は9：91で圧倒「畑こ壁  

内の割合が高く、Ⅰ－Ⅰ－2号住屈址に至っては10（）％壁内であった。本道跡のⅠ期がこの2つの住居  

址で、FA降下以前である。これに対しⅠⅠ－3～8号住屈側二はFA降‾F▲以後の住居址、つまり1Ⅰ  

期にあたる。ⅠⅠ期の住居址の穏の壁内の割合は60～73％、平均67％で、Ⅰ期より明らかに数値が  

低い。前述した過り単純に受け取れない数字であるが、Ⅰ期とⅠⅠ期では電の壁外突出の割合に大  

きな差異が認められる。第72図には貯蔵穴のプランもあわせてj■排戦したが、本遺跡においてはlI」  

形・方形の相避も時期差のあらわれとして看取できよう。   

なおⅠ－Ⅰ－1号住居址は、住用辛目l火から炉址が検出されている。炉址は全面調査できなかった  

がきわめて良く焼け込んでいた。このような才〔突からすると、Ⅰ－Ⅰ－1号住居址は炉と竜を併用さ  

せた住居であった可能性が高い。慢土にFAがあり、電と炉を併存させるという点は、相川村前  

田遺跡の第1号住居址と共通している。両者とも、穏便川の初期的な示例として捉えることがで   

きるだろう。  

遺物出土状態  

トl1士道物の崖は、住ノ侶1Lによってかなりばらつきが見られた。小形のⅠⅠ－∠1・6号住居J】l二のよ  

うに100点に満たない住丑車11二もあれば、大形のⅠ十5号住居址のように1700点近い数になった所も   

ある。   

きる。第1は電・貯蔵穴付近に集  遺物の平面分和の傾向は、強いて分ければ次の三つに分敷で  

小している住居址で、Ⅰ－Ⅰ－1・4・6号住誹申11：である。第2は住居仙二卜火付近に集lいしている住  

居址で、Ⅰ－Ⅰ一3・7号住居址である。第3は広矧糾こばらついている住居Jll二で、rI－2・5・8  

号住居址である。垂直分布の傾向は、卜下かなりの広がりでばらつきが見られたが、実測可能に  

なった土器は比較的下狛′こ存在していたと言える。   

実測可能となった遺物の水平分布と垂i庄分イけに関しては、比較「1勺まとまりをもった接合が多  

かった。特にH－1・3・∠1・6・7号住居仙の遺物は、もちろん例外はあったのだが、多くは  

床面甫上あるいはその付近で水平分布・垂直分布ともまとまりを示したと言えよう。これに対し  

ⅠⅠ一2・5・8弓■住居址の川上過物は、同様に例外はあったのだが、水さI′分布い垂直分布ともか  

なりばらつきが見られた。水平分布で6111も離れた遺物が同一仙体であったり、垂直分布で50cnl以  

1二も離れた過4勿が同一仰体であった例もあった。   

遺物の山二1二状態でもっともl川題となるのは、手酌ヒ1：分布に見られる－t∴層と下層の接合である。50  
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cIll以卜も離れた遺物が同一仙休であったり、覆二卜の最上層小の過物と揖1く一層申の遺物が同一個体  

であったi）する現象は、どうして起こるのだろうか。きわめて難しい問題である。ただ言えるこ  

とは、1∴層と下層に幾許かの特l粧差が存在していることだけである。   

この問題について興味瀧い素材を提供してくれたのが、FA純層を裡二llにもつⅠⅠ－2号住居址  

である。木住ノ糾It二で図示できた遺物は、川二卜遺物表にある通り合計21仙休であるが、これが次の  

ように3分される。すなわち、FAより．1∴位のものが2仙休、FAより■卜位のものが17仙休、FA  

を挟む接合が2脚イ本と分頗できるのである。FAより「卜．位の出土遺物は′16の模倣杯と146の軌であ  

る。 ドAより下位からは模倣杯が全く出土していないこと、および146の俄が下位より新しい様相  

を示していることから、ドA によって卜位とF一位は薇然と区切られている印象を受ける。ところ  

が、ドA を挑み上位と下位の接合が吋能となり、実測可征となった杯が2点存在しているのであ  

る。 151はしト緑が内傾する平底の杯で、残〟率80％、針点の接合からなり、うち中点は床1仙轟⊥を  

含めFAより下位から‡，l＝二し、残り∠1点はITAi‡Ll二からまとまって＝土している。395はいわゆ  

る内斜口縁を有する丸底の什で、戟存率35％、3点の楼台からなり、うち1点はⅠγA直⊥、2点  

はFA南下からrt1土している。ⅠⅠ－2秒針居址の以【llのような過物の山土は、どのように佃釈で  

きるだろうか。FA より卜位の遺物は、おそらく住屈廃絶時あるいはそれ以降短時日のうちに住  

居址内に入った遺物と考えられるい生居址はしだいに埋まって行き、ある時期にFAが降下する。  

その後も住居址は埋まって行き、住居址の岬近くにあったと偲われる151や395の破片む住居・址内  

に入る。埋没はさらに進行して行き、4（うや146の流れ込みも出てくる。以．卜のような過程が推測さ  

れるのである。いずれにしても、151や395が†則I」された‖諷削とFAのl掛下時期は、あまり遠くな  

いことが言えそうである。   

卜僧と下層の遺物の接合は、多くの住居址でみられたが、ITA を挟む卜位・‾卜位の接合はきわ  

めて象徴的な事例であった。今後さらに多くの事例を蒐集し、住屈址の廃絶と埋没の問題に迫る  

必要があろう。  

土  榔  ㍍持  
住 居  須山肌  鉄 岩持  石製品  合  計  州二l二点数  

班  二l三 田  酌  杯  椀  高林  州  手相   

ⅠⅠ－1  2  ′1  2    2      0   0   0   0   ／187   

2  2  3    5  3  3    0   0   
21   5：iH  

（5）   

3    0    り  0    0  0   2   0   0   
5   25l  

（8）   

5    0    0   0   n   82   

5  5  0    9  0    0  8   3   
2   30  1，（うリ5 （l（））   

6  0  0    2  0    0  0   0   3   

7      0  2  0  り  0   

ノ117  
15  （17）   

8  2    0  6  0  0  0  0   6   0   

′l：享3  

15  （21）   

（）内は須恵の州土点数  
州 二仁遺物衣  
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出土遺物   

本追跡の住ノ糾止ごとの山二卜遺物点数をまとめたものが前掲一覧表である。また土師岩岸の墨形分  

類を、第73図で試みた。これらのことから、本遺跡州二1∴の二l二帥湘は大きくlI期に分類できた。  

Ⅰ期の土師ポは、漫土にドAが確認された住居朝二からのJll二卜遺物である。杯は、須恵郡を模傲  

したものは皆無であった。いわゆる内斜口緑を有する什は平底と丸底があり、底部が平底でそこ  

から休部が緩やかなカーブで広がる杯は、r二l緑に稜をもち内湾するものと素lコ緑のものに分けら  

れた。椀は、いわゆる内斜lI緑と素口緑の2つがある。この時期の離や俄にはハケメの残存する  

ものが見られ、また有段口縁の許いl仁卜している。以，1∴の様相とFAの存在を考えると、この時  

期は5ttl二組後半、いわゆる型式編丹では和泉Il式～鬼高Ⅰ式に比定できよう。  

ⅠⅠ期の土師端は、Ⅰ期とかなり購った梯川を示す。杯はばとんど外稜を有する模倣杯で占めら  

れ、素l，1ト緑の仰がわずかに2点‖トトしているだけである。模倣杯は厄立する口緑も見られるが、  

外皮あるいは外傾する［1緑が主流で、休部は浅くなっている。内偵する口縁の杯は、2個体出土  

している。斐は長胴化が跡署で、Jjl7川】火に最大径を有するものと、川廟ミすぼまり口緑に最大径を  

イ了するものとがある。このほか丸胴整や小形染も見られた。軌はハケメが消え胴部が廼二線的にす  

ぼまり、高杯は脚部の長大化したものが見られた。これらの二】∴榔附こ共伴する須恵器は陶邑編隼  

の′1、Ⅰく10～’1、Ⅰく43頃に比定できる。以上のことから‖別のf＝」二退物は、6世紀後半、いわゆる型式  

編咋では鬼高ⅠⅠ～11Ⅰ式にイ立椚づけられよう。   

なお前年度調査した小神明遺跡群1Ⅰの九料遺跡からは、役土にⅠ√Aをもつ住居址6軒を含む合  

計（川1二の鬼高Ⅰ式土侶を伴う侶．l‡仙が検～lはれており、また端；気遣跡群ⅠⅠからはFAが存在しな  

い鬼高Ⅰ式土器を伴う住ノ．1川憂二141】けが倹＝されている。九料追跡の出二ll遺物は本遺跡のⅠ期の遺物  

にやや近いが、杯についてはFAより下位から内斜【二1緑を有するもの、平底の素口緑のものとい  

わゆる模倣杯が共伴して山二1∴している。嬬気道跡群Ilの杯はl人j斜l】緑を有する杯の消滅段l咋＝こ  

入っており、模倣杯が主流を占める。直立する口緑が多いが、外反、外傾のものも見られ、休部  

のつくりが浅いものも見られた。以上の．巨岩諸梯川と本遺跡の二L誹梯川を力川妹すれば、比校的近粧  

郎に所イ1ミするこれら町遺跡の変遷は、南川之l二1追跡日朝→九料遺跡一朝気迫跡郡Iト席冊之l二1追  

跡Ⅰ‖胡という流れで捉えることができよう。  

住居の変遷   

本稿では住屈址・稲・Hl二道物等を総合的に検討し、本遺跡の「＝．抽上の変遷について考えてみ  

たい。   

まずⅠ期であるが、内斜口緑をイj‘する什・椀は、ⅠⅠ－1サ住居址では平底であるのに対し、ⅠⅠ  

－2号住尤抽l：では丸底になっている。壷・他のハケメの戟存は、ⅠⅠ－1う∃・住居址の方が軌著であ  

る。この2．点から、ⅠⅠ－1・け住居仙－・ⅠⅠ－2号住居仙の流れが考えられる。Ⅰ一Ⅰ－1号住居址の炉  

と偶の併存は、先の捉え力■でオ宜行来生しないと揖われる。   

ついで‖期であるが、土㍍封剥、‡】が近似しているため前後l射係をおさえるのはかなり排しい。）什  
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第73図 土帥菅是の湘形分相   
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居の樟旧聞係を見ると、ⅠⅠ－3・5り住居址の併存は考え捌く、またⅠⅠ－6・7巧住居址の併存  

はあり鋸ず、ⅠⅠ一小甘住居址はIl－い甘住居址を切っている。‖－3・51子住居址の快日系から言  

えば、班を比較するl肘りⅠⅠ－3り†刃‖址の方が先行していると止しわれる。なお、Ⅰ－Ⅰ－3号†三＝計址  

は三川tl方†加）北何が他に比しlドノニっている。Ⅰ・Ⅰ－6・7増イ三i朝潮の快‖系は、過物だけではほとん  

ど決定不可傭である。ただlⅠ－い甘住居址はlⅠ－車号住居址と形態「小こ捌イ以しており、耐主居址  

が本遺跡申やや特異であることからほぼ同＝判Ujの所踵と考えたい。ⅠⅠ…7号住居柚凋、主軸方位  

がH－5・8瞥住居仙とほぼドりじで、H土通物も近似している。ⅠⅠ－5・7・8号住居址は、同  

時期俳存していた可能件が考えられる。もしそうであるならば、Il－6・7号住居址の俣‖系は、  

H＋一6・別封侶11二の方が新しいということになろう。以■」二、住居の位粘」切り合い、主相方位、山  

二11遺物から、Ⅰ一Ⅰ－3i引三日訂址－りⅠ一5・7・8別三晶鋤1：・ⅠⅠ－4・Gぢ・住屈址という流れが一応  

想定できるのである。  

近  世  

本遺跡の11条の溝のうち、9条が下l根む近世にもつ溝であると似われる。刷り方がきっちりし  

た逆台形であること、および走行が1i宣線的であることから、計仲川勺に開削された川水路である可  

能怖が考えられる。特に第2i∃・泄は、奇しくも本遺跡の北を束流する大†l二川水と走行を同じくす  

るものである。   

現在の付近の土地利川はばとんど桑州で、本遺跡からは水1＝甘検＝1されていない。しかし、下  

流において水ILl耕作が行われていたことは十分考えられるし、また、雨ごいのため馬の頸を切っ  

て川に流すような儀礼が行われていたとすれば、耕作に関係する景重な川水であった可能性は高  

（木暮）   い。  
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